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日
に ち よ う び

曜日

イエス様
さま

は生
い

きておられた
のです！天

て ん し
使たちは、そ

のことを知
し

っていました。他
た せ か い

世界
の住

じゅうにん
人たちも皆

みな
、知

し
っていまし

た。また、サタンと悪
あくてんし

天使たちも、
そのことを知

し
っていました。そしてサタンは、

怒
いか

りでふるえていました。なぜなら、イエス
様
さま

がよみがえられたということは、自
じぶん

分たち
が最

さ い ご
後には滅

ほろ
ぼされてしまうことを意

い み
味する

からです。しかも、永
えいえん

遠に滅
ほろ

ぼされるのです。

墓
はか

を見
み は

張っていたローマの兵
へ い し

士たちも、イ
エス様

さま

が生
い

きておられることを知
し

っていまし
た。そして彼

かれ

らは、ピラトに知
し

らせるために
道
みち

を急
いそ

ぎながらも、途
とちゅう

中で会
あ

ったすべての
人
ひと

にその事
こと

を語
かた

ったのでした。

祭
さ い し

司たちも、イエス様
さま

が生
い

きておられるこ
とを知

し

っていました。そして彼
かれ

らは、これま
で以

いじょう

上に怒
いか

り狂
くる

っていました。彼
かれ

らは兵
へ い し

士た
ちにお金

かね

をわたして、イエス様
さま

の体
からだ

を弟
で し

子た
ちが墓

はか

から盗
ぬす

み出
だ

したとピラトに伝
つた

えるよう
に頼

たの

んでいました。ところがピラトは、それ

が嘘
うそ

だということをすでに知
し

っ
ていて、恐

おそ

ろしさでふるえてい
ました。もっと勇

ゆ う き

気を出
だ

して、
イエス様

さま

が十
じ ゅ う じ か

字架につけられる
のを止

と

めるべきだったと後
こうかい

悔し
ていたのでした。

日
にちよう

曜の朝
あさはや

早くに墓
はか

へやってき
た女

おんな

たちも、イエス様
さま

が生
い

きて
おられることを知

し

っていました。
マリヤは、イエス様

さま

に会
あ

って話
はなし

もしていまし
た。また、墓

はか

のそばにいた天
て ん し

使は、イエス
様
さま

が生
い

きておられることを弟
で し

子たち、特
とく

にペ
テロに伝

つた

えるようにと、女
おんな

たちに告
つ

げました。
自
じ ぶ ん

分が臆
おくびょう

病だったことを、ペテロがどれほど
後
こうかい

悔しているか、イエス様
さま

はよくご存
ぞ ん じ

知でし
た。ペテロは、ほかの弟

で し

子たちよりも深
ふか

く悲
かな

しんでいました。イエス様
さま

がだれなのかも知
し

らないとまで言
い

ってしまったからでした。で
すからイエス様

さま

は、今
いま

でもペテロを愛
あい

してい
るということを、どうしても伝

つた

えたかったので
す。

ところで、日
に ち よ う び

曜日の朝
あさ

、悲
かな

しみながら家
いえ

に
向
む

かって歩
ある

いていた、あのふたりの弟
で し

子を
覚
おぼ

えていますか？イエス様
さま

は、彼
かれ

らといっしょ

疑
うたが

いから信
しんこう

仰へ

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「もし人
ひと

が、イエスを神
かみ

の子
こ

と告
こくはく

白すれば、神
かみ

はその人
ひと

のうちに

いまし、その人
ひと

は神
かみ

のうちにいるのである。」

第
だい

1 ヨハネ 4:15

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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に歩
ある

いておられ
ましたね？ふた
りはどうして、そ
のおかたがイエ
ス様

さま

であると気
き

づきましたか？
イエス様

さま

が生
い

き
ておられると知

し

った彼
かれ

らは、すぐにどうし
ましたか？

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、その時
とき

もま
だ人

にんげん

間であられましたか？はい。なぜふた
りの弟

で し

子は、そのおかたがイエス様
さま

であ
るとすぐに気

き

づかなかったのでしょう？イエ
ス様

さま

は本
ほんもの

物の人
にんげん

間であられましたが、死
し

なれる前
まえ

とよみがえられた後
あと

では、何
なに

かち
がいがありましたか？明

あ す

日、そのことにつ
いて考

かんが

えましょう。

月
げ つ よ う び

曜日

天
て ん

使
し

は、実
じっさい

際に存
そんざい

在しますか？あな
たの保

ほ ご て ん し
護天使は、ずっとあなたの

そばについていますか？その保
ほ ご て ん し

護天使は、
目
め

に見
み

えますか？時
とき

には天
て ん し

使が、人
にんげん

間の
姿
すがた

をしてあらわれることもあるでしょうか？
イエス様

さま
は人

ひと
となられる前

まえ
にも、時

ときどきにんげん
々人間

の姿
すがた

をしてあらわれ、人
ひとびと

々と話
はな

されたこと
がありましたか？そういった聖

せいしょ
書の記

き ろ く
録を

思
おも

い出
だ

せますか？〔アブラハムのところへ
やってきた３人

にん
の旅

たびびと
人、ギデオンやサムソ

ンの物
ものがたり

語など〕

人
ひと

となられたイエス様
さま

は、同
ど う じ

時に神
かみ

で
もあられました。しかし、人

ひと

として楽
らく

に生
い

きるために、神
かみ

としての力
ちから

を用
もち

いたことは

いちどもありませんでした。そうするのは
公
こうへい

平でないことを、ご存
ぞん

じだったからです。
イエス様

さま

は人
にんげん

間であられたと同
ど う じ

時に、神
かみ

であられました。人
にんげん

間であられるからこそ、
わたしたちの思

おも

いを知
し

ることがおできにな
るのです。

サタンはどうにかして、イエス様
さま

に神
かみ

と
しての力

ちから

を使
つか

わせようとしました。サタン
がイエス様

さま

を誘
ゆうわく

惑したときのことを、思
おも

い
出
だ

せますか？けれどもイエス様
さま

がサタンに
したがったことは、ただのいちどもありま
せんでした。彼

かれ

が神
かみ

としての力
ちから

をお用
もち

い
になったのは、ほかの人

ひと

たちを助
たす

けるた
めであって、ご自

じ し ん

身を助
たす

けるためではあり
ませんでした。

よみがえられてか
らのイエス様

さま

は、神
かみ

としてのすばらしい
力
ちから

をお用
もち

いになりま
したが、やはり、ご
自
じ し ん

身のために用
もち

いる
ことはありませんでし
た。だれにも見

み

られることなく、扉
とびら

を通
とお

りぬ
けられました。どのようにして、イエス様

さま

と
天
て ん し

使たちがさまざまな奇
き せ き

跡を行
おこな

うのか、わ
たしたちにはわかりませんが、彼

かれ

らにはそ
のような能

のうりょく

力がそなわっているのです。

考
かんが

えてみよう：どこにいようとも、いつで
も保

ほ ご て ん し

護天使がいっしょにいてくれることを、
あなたはうれしく思

おも

いますか？
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火
か よ う び

曜日

日
に ち

曜
ようび

日の夜
よる

、トマス以
い が い

外の弟
で し

子た
ちは、３日

か ま え
前にイエス様

さま
と過

す ぎ こ
越

しの夕
ゆうしょく

食をしたあの部
へ や

屋に集
あつ

まり、おびえ
ていました。その日

ひ
の朝

あさ
によみがえられた

イエス様
さま

は、弟
で し

子たちの中
なか

でもペテロだけ
に姿

すがた
をあらわしておられました。それから

夜
よる

になって、とつぜん、弟
で し

子たちがいたあ
の部

へ や
屋にあらわれたのでした。彼

かれ
らがどれ

ほど喜
よろこ

んだか、あなたは想
そうぞう

像できますか？
ルカ 24:34.36。

ほかの弟
で し

子たちと同
おな

じく、トマスもイエ
ス様

さま

の死
し

を深
ふか

く悲
かな

しみ、希
き ぼ う

望を失
うしな

いかけ
ていました。彼

かれ

は、心
こころ

からイエス様
さま

を愛
あい

していました。また、ほかの弟
で し

子たちと同
おな

じように、イエス様
さま

が王
おう

となり、彼
かれ

らの敵
てき

を追
お

い払
はら

って下
くだ

さると信
しん

じていました。と
ころが、イエス様

さま

がよみがえられたことを
聞
き

いても、彼
かれ

にはそのことがまるで信
しん

じら
れませんでした。

弟
で し

子たちはトマスに、イエス様
さま

がその
部
へ や

屋においでになって、自
じ ぶ ん

分たちと話
はなし

をし
たことを告

つ

げました。しかし、トマスには
まだ、そのことが信

しん

じられません。彼
かれ

は、
イエス様

さま

が生
い

きておられることを自
じ ぶ ん

分の目
め

で確
たし

かめるまでは、信
しん

じないと言
い

いました。
ヨハネ 20:25。

「しかも・・・」トマスは思
おも

いました。「イ
エス様

さま

が本
ほんとう

当に生
い

きておられるのなら、
なぜ自

じ ぶ ん

分にもあらわれてくださらなかった
のだろう？」トマスは、少

すこ

しやきもちをや
いていました。イエス様

さま

がよみがえられ

てから１週
しゅうかん

間がたっても、まだ信
しん

じようと
しませんでした。ある晩

ばん

トマスは、ほか
の弟

で し

子たちといっしょに過
す

ごすことにしま
した。それから何

なに

が起
お

こったかを、明
あ す

日、
勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：疑
うたが

うことは、信
しん

じないこ
とと同

おな

じです。もしあなたが本
ほんとう

当でないこ
とばかり話

はな

していたら、ほかの人
ひと

たちから
信
しんよう

用されなくなることでしょう。ですから、
いつでも本

ほんとう

当のことを話
はな

すようにしましょ
う。イエス様

さま

はいつでも、真
しんじつ

実をお話
はな

し
なさいました。そして約

やくそく

束なさったとおり、
よみがえられたのでした。トマスには、イ
エス様

さま

を疑
うたが

う理
りゆ う

由がありましたか？

水
す い よ う び

曜日

ある晩
ばん

、トマスがほかの弟
で し

子たちと
いっしょに、あの部

へ や
屋にいた時

とき
の

ことです。イエス様
さま

が生
い

きておられること
を信

しん
じていなかった彼

かれ

は、まだ悲
かな

しみの
うちにありました。するととつぜん、イエ
ス様

さま
がその部

へ や
屋にあらわれたのです。イ

エス様
さま

は弟
で し

子たちに、何
なん

とあいさつなさ
いましたか？また、トマスには何

なん
とおっしゃ

いましたか？ヨハネ 20:26.27。

もちろんイエス様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分の復
ふっかつ

活の
約
やくそく

束を、トマスが疑
うたが

っていることをご存
ぞ ん じ

知
でした。しかし、そのことで彼

かれ

を叱
しか

りませ
んでした。トマスは、イエス様

さま

の前
まえ

にひざ
まずきました。イエス様

さま

は、自
じ ぶ ん

分の思
おも

い
をすべて見

み と お

通しておられることをさとった
のです。トマスがほかの弟

で し

子たちに「イ
エス様

さま

の傷
きずあと

跡にさわるまで、わたしは決
けっ

し
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て信
しん

じない」と言
い

った言
こ と ば

葉までもご存
ぞ ん じ

知で
した。

それからイエス様
さま

はトマスに、自
じ ぶ ん

分の
目
め

で見
み

なければ彼
かれ

を信
しん

じないという態
た い ど

度
は、本

ほんもの

物の信
しんこう

仰とは言
い

えないことを、気
き

づかせました。それは、私
わたし

たちも同
おな

じです。
イエス様

さま

が天
てん

にもどられた後
あと

で、多
おお

くの人
ひと

が彼
かれ

を信
しん

じるようになるでしょう。しかし、
イエス様

さま

がご再
さいりん

臨なさるまで、実
じっさい

際にそ
のお姿

すがた

を見
み

ることはありません。人
ひとびと

々は、
聖
せいしょ

書を通
つう

じてイエス様
さま

のことを知
し

るので
す。そして彼

かれ

らは、サタンが
敵
てき

であることや、イエス様
さま

を
信
しん

じて頼
たよ

ることによってサタン
の手

て

から救
すく

われることを経
けいけん

験
するでしょう。

考
かんが

えてみよう：わたしたちは
現
げんざい

在、イエス様
さま

について学
まな

ぶ
ことができますか？はい。イエ
ス様

さま

のお姿
すがた

を見
み

ることはできな
くとも、多

おお

くの人
ひと

たちが、イエス様
さま

に信
しんらい

頼
してしたがう選

えら

びをしています。イエス様
さま

が必
かなら

ず戻
もど

ってこられることを知
し

っている私
わたし

たちは、彼
かれ

を信
しん

じてしたがう必
ひつよう

要がありま
す。

木
も く よ う び

曜日

イエス様
さま

がこの世
せ か い

界に来
こ

られ、死
し

ななくてはならなかった本
ほんとう

当の
理
り ゆ う

由を、弟
で し

子たちは理
り か い

解する必
ひつよう

要があり
ました。彼

かれ
らは、ローマ人

びと
が本

ほんとう
当の敵

てき
で

はないことを知
し

らなくてはなりませんでし
た。本

ほんとう
当の敵

てき
はサタンであって、イエス様

さま

だけがわたしたちをサタンから救
すく

い出
だ

すこ
とのできるお方

かた
であることを知

し
る必

ひつよう
要があ

りました。

天
てんごく

国にいたとき、イエス様
さま

をねたんだ
サタンは、イエス様

さま

や父
ちち

なる神
かみさま

様につい
ての、さまざまな嘘

うそ

を言
い

い広
ひろ

めました。
だれも神

かみさま

様の律
りっぽう

法にしたがう必
ひつよう

要はない、
と話

はな

した結
け っ か

果、多
おお

くの天
て ん し

使たちがそれを
信
しん

じてしまいました。とうとう神
かみさま

様は、サ
タンと悪

あ く て ん し

天使たちに、天
てんごく

国から出
で

て行
い

くよ
うに命

めい

じなくてはなりませんでした。

サタンがわたしたちの世
せ か い

界
にやってきて、アダムとエバ
を誘

ゆうわく

惑したときに何
なに

が起
お

こっ
たかについては、わたしたち
もよく知

し

っていますね。アダム
とエバにまんまと嘘

うそ

を信
しん

じこ
ませることのできたサタンは、
自
じ ぶ ん

分が地
ちきゅう

球の王
おう

になるだろう
と確

かくしん

信しました。そして、この
世
せ か い

界の人
ひとびと

々は永
えいえん

遠に死
し

ぬことになるだろう
と、彼

かれ

は思
おも

っていました。たしかに、わ
たしたちは永

えいえん

遠に死
し

ぬ運
うんめい

命に定
さだ

められる
はずでした。ところが、わたしたちをこよ
なく愛

あい

しておられる父
ちち

なる神
かみさま

様とみ子
こ

イエ
ス様

さま

、そして聖
せいれい

霊の神
かみさま

様は、わたしたち
を救

すく

うすばらしい計
けいかく

画をたてて下
くだ

さいまし
た。ですから、イエス様

さま

に信
しんらい

頼することを
選
えら

ぶ人
ひと

たちは皆
みな

、その計
けいかく

画のおかげで、
永
えいえん

遠に生
い

きることができるのです。

考
かんが

えてみよう：ヨハネ 2:16-18をゆっくり
読
よ

んで、この聖
せいく

句がわたしたちに何
なに

を伝
つた

え
ているのかを考

かんが

えてみましょう。この聖
せい く

句
は、信

しん

じるのも信
しん

じないのも、私
わたし

たちの選
えら
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びによることを教
おし

えています。イ
エス様

さま

に信
しんらい

頼して、彼
かれ

に従
したが

うな
ら、わたしたちは安

あんぜん

全です。し
かし、サタンの嘘

うそ

を信
しん

じる人
ひと

は、
神
かみさま

様の子
こ ど も

供になることはできま
せん。だれに対

たい

しても、神
かみさま

様が、ご自
じぶ ん

分
を愛

あい

し信
しんらい

頼するようにと強
きょうせい

制なさることは
絶
ぜったい

対にありません。あなたは、イエス様
さま

を
愛
あい

して信
しんらい

頼することを選
えら

んでよかったと思
おも

いますか？

金
き ん よ う び

曜日

イエス様
さま

は、彼
かれ

が自
みずか

ら進
すす

んで人
にんげん

間
となられ、人

ひと
として生

しょうがい
涯をおくり、

死
し

なれた理
り ゆ う

由を、弟
で し

子たちに理
り か い

解してほ
しいと思

おも
われました。すべての人

ひと
は、サタ

ンの国
くに

の国
こくみん

民となるか、それとも神
かみ

の国
くに

の国
こくみん

民となるかを、自
じぶん

分で選
えら

ばなくてはい
けません。イエス様

さま
はそのことを、弟

で し
子た

ちに理
り か い

解してほしいと思
おも

われたのでした。

神
かみ

の国
くに

は、これまで教
おし

えられてきたもの
とはちがっていることを、イエス様

さま

は人
ひとびと

々
に理

り か い

解させようとなさいました。イエス様
さま

がおいでになって、いっしょに天
てんごく

国へつれ
て行

い

ってもらうときに、わたしたちは完
かんぜん

全
な者

もの

になっていなくてはいけません。しか
し、イエス様

さま

のほかには、この世
せ か い

界のだ
れひとりとして完

かんぜん

全な人
にんげん

間はいません。す
べての人

ひと

は罪
つみ

を犯
おか

してしまい、永
えいえん

遠の死
し

を受
う

けるにふさわしい者
もの

となっているから
です。サタンにただのいちども従

したが

わなかっ
た人

にんげん

間は、イエス様
さま

だけです。罪
つみ

を犯
おか

し
たことのないイエス様

さま

だけが、死
し

ななくて

もいいただひとりのお方
かた

でした。

ところが、そのイエス様
さま

がわ
たしたちの身

み が

代わりとなって死
し

なれたのです。そして、わたし
たちがイエス様

さま

を愛
あい

し、信
しん

じ、彼
かれ

の助
たす

け
によって十

じっかい

戒にしたがうとき、イエス様
さま

は
ご自

じ し ん

身の完
かんぜん

全な生
しょうがい

涯をわたしたちのもの
として下

くだ

さいます。わたしたちがそれを受
う

けるのにふさわしくないにもかかわらずで
す。神

かみさま

様は、わたしたちの罪
つみぶか

深い生
しょうがい

涯で
はなく、イエス様

さま

のご生
しょうがい

涯をごらんになる
ということです。わたしたちの罪

つみ

がゆるさ
れるのは、そのためです。罪

つみ

を犯
おか

してしまっ
ても、心

こころ

から悪
わる

かったと思
おも

うならば、神
かみさま

様
はいつでも、イエス様

さま

の完
かんぜん

全なご生
しょうがい

涯を、
わたしたちのものとして下

くだ

さいます。それ
は、とてもすばらしいことだと思

おも

いません
か？わたしたちへの神

かみさま

様の愛
あい

は、想
そうぞう

像を
はるかにこえていますね。また、わたした
ちを助

たす

けたいと願
ねが

っておられる聖
せいれい

霊の思
おも

いも、人
にんげん

間の理
り か い

解をはるかにこえていま
すね。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

があなたを愛
あい

し
ておられ、あなたをかならず天

てんごく

国につれ
ていってくださることが、どうしてわかるの
かと尋

たず

ねられたら、あなたは何
なん

と答
こた

えます
か？

もっと学
まな

ぼう！
★ヨハネ 20:24-29

★各
か く じ だ い

時代の希
き ぼ う

望 84 章
しょう

p.344-

348;
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々に届
とど

けて下
くだ

さいました。

この物
ものがたり

語は、わたしが知
し

っている
中
なか

でも、一
いちばんかっぱつ

番活発で、生
な ま い き

意気で、
かわいくて、賢

かしこ
い鳥

とり
のお話

ばなし
です。

その鳥
とり

は小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥で、太
たいよう

陽の日
ひ ざ

差
しがいっぱいの南

みなみ

インドで、お父
とう

さん鳥
どり

、
お母

かあ

さん鳥
どり

といっしょに暮
く

らしていました。
おうちは、美

うつく

しいゴールデン・マハール・
ツリーの生

お

い茂
しげ

った枝
えだ

の間
あいだ

にうまく隠
かく

れる
ように作

つく

られた、とても住
す

み心
こ こ ち

地のよい巣
す

でした。

お父
とう

さん鳥
どり

とお母
かあ

さん鳥
どり

は性
せいかく

格が荒
あらあら

々
しく、彼

かれ

らが近
ちか

くにいるときには、あえて
近
ちか

づこうとする敵
てき

はだれもいません。

広
ひろ

い外
そと

の世
せ か い

界には恐
おそ

ろしい危
き け ん

険が待
ま

ち
受
う

けているということを、お母
かあ

さん鳥
どり

はす
ぐ、赤

あか

ちゃん鳥
どり

に教
おし

えました。毎
まいあさ

朝、お
母
かあ

さん鳥
どり

が巣
す

から出
で

かける前
まえ

には、赤
あか

ちゃ
ん鳥

どり

に、あまり音
おと

を立
た

てないようにするこ
と、また、落

お

ちると危
あぶ

ないので、巣
す

の端
はし

の方
ほう

には近
ちか

づきすぎないようにと教
おし

えまし
た。

すでに太
たいよう

陽がまぶしく輝
かがや

いていたある

朝
あさ

、九
きゅうかんちょう

官鳥のお父
とう

さんとお母
かあ

さんは、お
なかをすかせた赤

あか

ちゃんたちのためのえ
さを探

さが

しに、巣
す

から飛
と

び立
た

ちました。そ
の日

ひ

はとても暑
あつ

くて、赤
あか

ちゃん鳥
どり

たちは落
お

ちつきがなくなっていました。ほかの兄
きょうだい

弟
たちよりも元

げ ん き

気な１羽
わ

の赤
あか

ちゃん鳥
どり

は、く
ちばしを巣

す

の横
よこ

からちょっと出
だ

してみるこ
とにしました。いたずらをしたわけでは
ないのですよ。ただ、好

こ う き し ん

奇心がとっても、
とーっても旺

おうせい

盛な小
こ と り

鳥くんだったのです。
「これくらいはいいだろう」と彼

かれ

は考
かんが

えま
した。「ちょっと新

しんせん

鮮な空
く う き

気を吸
す

うだけだ
から、巣

す

のはしっこにすわっても、危
あぶ

なく
なんかないよな。」お兄

にい

ちゃん鳥
どり

は、自
じ ぶ ん

分
でも気

き

づかないうちに、思
おも

ったことを行
こうどう

動
にうつしてしまっていました。

巣
す

の端
はし

で前
ぜ ん ご

後にゆらゆら揺
ゆ

れるのが、
こんなに楽

たの

しいなんて！興
こうふん

奮とスリルが、
小
ちい

さな体
からだ

をかけめぐりました。「こうするこ
との何

なに

が危
あぶ

ないんだ？」と思
おも

いました。

とつぜん、何
なん

の前
まえ

ぶれもなく、つむじ
風
かぜ

がふきました。暑
あつ

い国
くに

ではよくあること
です。赤

あか

ちゃん鳥
どり

は巣
す

にしっかりとつかま
りました。しかし体

からだ

が小
ちい

さすぎて、力
ちから

があ
まりありません。そしてすぐに、下

した

の地
じ め ん

面
に落

お

ちてしまいました。

その日
ひ

の朝
あさ

、インド人
じん

の少
しょうねん

年ふたりが、
この ゴールデン・マハール・ツリーの

お話しひろば 

 九
きゅうかんちょう

官鳥のラージャ

エルシー・ルイス・ローソン
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木
こ か げ

陰で遊
あそ

んでいました。
彼
かれ

らは、小
ちい

さくて毛
け

もほと
んど生

は

えていない赤
あか

ちゃ
ん鳥

どり

が、いきなり自
じ ぶ ん

分た
ちの横

よこ

に落
お

ちてきたので
びっくりしましたが、かわ
いいひな鳥

どり

を見
み

てうれし
くなりました。少

しょうねん

年たち
は小

こ と り

鳥を拾
ひろ

い上
あ

げ、注
ちゅうい

意
ぶかくさわってみました。
幸
さいわ

い、 小
こ と り

鳥 はまだ 生
い

き
ています。ふたりは顔

かお

を
見
み あ

合わせ、目
め

と目
め

で「この小
こ と り

鳥、どうしよ
うか？」と言

い

っているようです。

もし家
いえ

につれて帰
かえ

れば、小
こ と り

鳥が死
し

んで
しまうことを少

しょうねん

年たちは知
し

っていました。
木
き

の下
した

に置
お

き去
さ

りにすれば、まちがいな
く、猫

ねこ

やほかの野
や せ い ど う ぶ つ

生動物に食
た

べられてし
まうでしょう。すると、いい考

かんが

えが頭
あたま

に浮
う

かびました。「そうだ、あの女
おんな

のお医
い し ゃ

者
さんにあずけようよ。あの先

せんせい

生なら、うま
く世

せ わ

話してくれるはずだよ。たしか、小
ちい

さ
くてあたたかそうなガラスの小

こ や

屋の中
なか

で、
生
う

まれたての赤
あか

ちゃんたちを育
そだ

ててなかっ
たっけ？」

そう言
い

うやいなや、彼
かれ

らは病
びょういん

院へとつ
ながる庭

にわ

を走
はし

って横
よ こ ぎ

切りました。うれしい
ことに、事

じ む し ょ

務所には女
おんな

のお医
い し ゃ

者さんがい
ました。ふたりは、礼

れ い ぎ た だ

儀正しい態
た い ど

度で、
彼
かのじょ

女に贈
おく

り物
もの

をわたしました。優
やさ

しい女
おんな

の
お医

い し ゃ

者さんは、このプレゼントをよろこん
でくれました。

「さて、新
あたら

しいお友
とも

だちには、何
なん

て名
な ま え

前
をつけようかな？」彼

かのじょ

女は、少
しょうねん

年たちにた

ずねました。

「 ラ ー ジ ャ に し よう
よ！」と彼

かれ

らは叫
さけ

びました。
「ラージャって、 王

おうさま

様っ
ていう意

い み

味だから、この
小
こ と り

鳥は、僕
ぼく

たちの小
ちい

さな
王
おうさま

様になるんだ。」

そういうわけでラージャ
は、好

こ う き し ん

奇心が強
つよ

すぎて親
おや

の言
い

いつけにしたがわな
かったばかりに、とらわ
れの身

み

となって、知
し

らな
い家

いえ

で、知
し

らない人
ひと

たちと過
す

ごすことに
なってしまったのでした。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

今
い ま

ではもう、イエス様
さま

が生
い

きておら
れることを、弟

で し
子たち全

ぜんいん
員が知

し
っ

ています。イエス様
さま

は彼
かれ

らに、ガリラヤ
湖
こ

で会
あ

おうとお告
つ

げになりました。それで
弟
で し

子たちは、過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りが終
お

わってか
ら、そこへ出

で
かけて行

い
きました。何

なんにん
人の

弟
で し

子たちでしたか？数
かぞ

えてみましょう。ヨハ

ネ 21:1,2。

ガリラヤ湖
こ

までの道
みち

のりはとても遠
とお

かっ
たため、おそらくエルサレムからでは、
何
なんにち

日もかかったと思
おも

われます。
それでも、話

はな

すことがたくさん
あって、全

ぜんぜん

然たいくつしなかっ
たことでしょう。喜

よろこ

びいさんで
ガリラヤ湖

こ

に向
む

かう、彼
かれ

らのよ
うすを想

そうぞう

像できますか？

イエス様
さま

は、世
せ か い い ち

界一の教
きょうし

師
でした。その最

さいこう

高の教
きょうし

師の下
もと

で、弟
で し

子たちは３年
ねんいじょう

以上もの

間
あいだ

、それまで学
まな

んだことのなかった教
おし

えを
受
う

けました。ようやく彼
かれ

らは、パリサイ人
びと

や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちの教
おし

えがまちがってい
ることがわかりました。イエス様

さま

が、十
じっかい

戒
の本

ほんとう

当の意
い み

味を教
おし

えてくださったからで
す。イエス様

さま

が死
し

んでよみがえられた今
いま

、
彼
かれ

らの考
かんが

えは、ますます変
か

わってきていま
した。

弟
で し

子たちは、あいかわらず貧
まず

しかった
のですが、たとえ偉

えら

い人
ひと

には見
み

えなくと
も、彼

かれ

らはこれから、世
せ か い

界で最
もっと

も重
じゅうよう

要な
働
はたら

きをする人
じんぶつ

物となるのでした。イエス様
さま

が天
てん

にお戻
もど

りになった後
あと

は、彼
かれ

らがイエ
ス様

さま

の福
ふくいん

音を伝
つた

える者
もの

となるのです。人
ひとびと

々
が神

かみ

の国
くに

の国
こくみん

民となるための
道
みち

を、イエス様
さま

がどのように
開
ひら

いてくださったかを、まず
弟
で し

子たちが伝
つた

え、それを聞
き

い
た人

ひと

たちがさらにほかの人
ひと

た
ちに伝

つた

えます。こうしてついに
はすべての人

ひと

が、イエス様
さま

か
サタンのどちらかを自

じ ぶ ん

分で選
えら

ぶまで、伝
でんどう

道の働
はたら

きはつづけ

ふたたび海
う み べ

辺にて

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

は愛
あい

である。愛
あい

のうちにいる者
もの

は、神
かみ

におり、

神
かみ

も彼
かれ

にいます。」第
だい

１ヨハネ 4:16

暗
あんしょうせいく

唱聖句



9

られるのです。それからイエス様
さま

は、ふ
たたびこの地

ちきゅう

球にもどってこられます。マ

タイ 24:14。

考
かんが

えてみよう：ガリラヤ湖
こ

へと向
む

かう弟
で し

子
たちの一

いちだん

団の中
なか

に、あなたもいたと想
そうぞう

像し
てみてください。あなただったら、何

なん

につ
いて彼

かれ

らと話
はな

していたと思
おも

いますか？

月
げ つ よ う び

曜日

弟
で し

子のうちの７人
にん

が、イエス様
さま

にお
会
あ

いするために、ガリラヤ湖
こ

へと
向
む

かっていました。そこに着
つ

いた彼
かれ

らは、
この場

ばしょ
所でなんどもイエス様

さま
と過

す
ごしたこ

とを思
おも

い出
だ

していました。緑
みどり

の芝
しば

におお
われた丘

おか
の上

うえ
で、イエス様

さま
が何

なんぜんにん
千人もの

人
ひとびと

々にお話
はな

しなさったことがありました。
また、多

おお
くの人

ひと
たちの病

びょうき
気をおいやしに

なったこともありました。弟
で し

子たちは、たっ
た５つのパンと２匹

ひき
の魚

さかな
で、５千

せんにんいじょう
人以上も

の人
ひと

たちに食
た

べさせた時
とき

のことも思
おも

い出
だ

していました。

また弟
で し

子たちは、この湖
みずうみ

にとつぜん吹
ふ

き荒
あ

れたあの恐
おそ

ろしい嵐
あらし

の中
なか

、イエス様
さま

が舟
ふね

の中
なか

でぐっすり眠
ねむ

っておられたことも
思
おも

い出
だ

していました。自
じ ぶ ん

分たちはここでお
ぼれ死

し

ぬのだと思
おも

ったその時
とき

、イエス様
さま

がお言
こ と ば

葉を発
はっ

せられただけで、風
かぜ

と雷
かみなり

と
稲
いなずま

妻がやみ、波
なみ

も静
しず

まったのでした。

また、イエス様
さま

が湖
みずうみ

の上
うえ

を歩
ある

かれた、
あの嵐

あらし

の夜
よる

のことも思
おも

い出
だ

していました。
イエス様

さま

が彼
かれ

らの舟
ふね

に足
あし

を踏
ふ

み入
い

れられ
たとたん、嵐

あらし

はやみました。あの夜
よる

、イ
エス様

さま

のほかに、水
みず

の上
うえ

を歩
ある

いた人
ひと

がい

ましたか？その人
ひと

は、なぜ沈
しず

み始
はじ

めたの
ですか？

弟
で し

子たちがイエス様
さま

を待
ま

っている間
あいだ

に、
ペテロはいいことを思

おも

いつきました。彼
かれ

ら
は皆

みな

、食
た

べ物
もの

と衣
い ふ く

服を買
か

うためのお金
かね

を
必
ひつよう

要としていました。ペテロが「魚
さかな

をとり
に、漁

りょう

に出
で

てくる」とほかの弟
で し

子たちに
言
い

うと、彼
かれ

らは「わたしたちもいっしょに
行
い

かせてくれ」と言
い

いました。その舟
ふね

いっ
ぱいの魚

さかな

がとれたら、弟
で し

子たちが必
ひつよう

要な
衣
い ふ く

服と食
しょくりょう

料を十
じゅうぶん

分に買
か

うことができるはず
でした。

ガリラヤ湖
こ

で魚
さかな

がとれる絶
ぜっこう

好の時
じ か ん

間は、
夜
よる

でした。ですから、彼
かれ

らは暗
くら

くなる前
まえ

に、
舟
ふね

と網
あみ

の用
よ う い

意をしなくてはなりませんでし
た。

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちは、イエス様
さま

が
やさしく愛

あい

をもって彼
かれ

らを見
みまも

守っておられた
ことを、知

し

りませんでした。イエス様
さま

は、
わたしたちのことも愛

あいじょう

情をもって見
み

ておら
れますか？

火
か よ う び

曜日

その夜
よる

、弟
で し

子たちは舟
ふね

に乗
の

って、
湖
みずうみ

へこぎだしました。必
ひつよう

要な物
もの

を買
か

うためのお金
かね

を得
え

るには、できるだ
けたくさんの魚

さかな
をとらなくてはいけません。

弟
で し

子たちは、大
おお

きな網
あみ

を水
みず

の中
なか

へおろ
しました。魚

さかな

がかかるのを待
ま

つ間
あいだ

、彼
かれ

らは、
イエス様

さま

がこの湖
みずうみ

の上
うえ

やほとりでなさった
ことについて話

はな

していました。そのイエス
様
さま

がおられなくなって、これからどうすれ
ばよいのだろう？彼

かれ

らは途
と ほ う

方にくれていま
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した。

しばらくたってから網
あみ

を見
み

て
みると、おどろいたことに、網

あみ

には一
いっぴき

匹の魚
さかな

すらかかってい
ないのです。もういちど、網

あみ

を
おろして待

ま

ちました。またして
も、網

あみ

はからっぽです。一
いったい

体、
どうしたことでしょう？彼

かれ

らは一
ひとばんじゅう

晩中、網
あみ

をおろしつづけました。それでも、魚
さかな

は
とれません。とうとう、夜

よ

が明
あ

け始
はじ

めまし
た。太

たいよう

陽が昇
のぼ

る時
じ か ん

間が、どんどん近
ちか

づい
てきました。弟

で し

子たちは、もうこれ以
いじょう

上、
漁
りょう

をつづけてもむだだと思
おも

いました。そし
てひどくがっかりしながら、からっぽの舟

ふね

で、岸
きし

へともどり始
はじ

めたのでした。ヨハネ

21:3。

岸
きし

へ近
ちか

づくと、見
み し

知らぬ人
ひと

がひとり、そ
こに立

た

っているのが見
み

えます。その人
ひと

が、
彼
かれ

らに声
こえ

をかけました。4,5 節
せつ

。

この見
み し

知らぬ人
ひと

は、弟
で し

子たちにとって
まるでおかしいと思

おも

えるような「あること」
をするように言

い

いましたが、それでも彼
かれ

ら
はしたがいました。すると何

なに

が起
お

こりまし
たか？6 節

せつ

。

イエス様
さま

は、網
あみ

を舟
ふね

の右
みぎがわ

側におろすよ
うにとおっしゃいました。それは、イエス
様
さま

の立
た

っておられる岸
きし

に最
もっと

も近
ちか

い側
がわ

でし
た。弟

で し

子たちが、
イエス様

さま

との親
した

し い 関
かんけい

係 を 保
たも

ち、彼
かれ

に頼
たよ

りつ
づ けるならば、
これからも心

しんぱい

配
をする必

ひつよう

要はな

くなるのでした。

とつぜんヨハネが、「あれは、
イエス様

さま

だ」と言
い

いました。み
んながいっせいに、あの見

み し

知
らぬ人

ひと

に目
め

を向
む

けます。たしか
にイエス様

さま

でした。ペテロは、
うれしさのあまり舟

ふね

からとびお
り、全

ぜんそくりょく

速力で岸
きし

へと向
む

かいました。ほか
の弟

で し

子たちもつづきます。彼
かれ

らのひいて
いる網

あみ

は、魚
さかな

でいっぱいになり、船
ふね

にひ
きあげることができないほどでした。7,8

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、ご自
じぶ ん

分がど
れほど力

ちからづよ

強いおかたであるかを、弟
で し

子た
ちに思

おも

い出
だ

させようとしておられたと思
おも

い
ますか？わたしたちも、たとえどんなことが
起
お

こったとしても、そのことをおぼえている
べきでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

あのからっぽだった弟
で し

子たちの網
あみ

が、魚
さかな

でいっぱいになっています。
彼
かれ

らは、イエス様
さま

から、漁
りょうし

師をやめて彼
かれ

の特
とくべつ

別な働
はたら

き人
びと

になるようにと、初
はじ

めて
声
こえ

をかけられたときのことを思
おも

い出
だ

した
ことでしょう。あの時

とき
も、一

ひとばんじゅうりょう
晩 中 漁をし

たのに一
いっぴき

匹も魚
さかな

がとれず、身
み

も心
こころ

も疲
つか

れ
きっていました。するとイエス様

さま
が、もう

いちど網
あみ

をおろすように言
い

われ、同
おな

じよう
な奇

き せ き
跡が起

お
きたのでした。あの時

とき
も、網

あみ

は魚
さかな

でいっぱいになりました。以
い ら い

来、イエ
ス様

さま
はずっと弟

で し
子たちを養

やしな
ってこられ、こ

の日
ひ

も彼
かれ

らの必
ひつよう

要にこたえてくださったの
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でした。

弟
で し

子たちが舟
ふね

を岸
きし

へ引
ひ

き
上
あ

げると、彼
かれ

らの目
め

にある
ものが映

うつ

りました。それは、
きっと弟

で し

子たちをおどろか
せたことでしょう。網

あみ

がか
らっぽだったように、彼

かれ

ら
のおなかもからっぽで、イ
エス様

さま

はそのこともよくご
存
ぞん

じでした。そして彼
かれ

は、
何
なん

とおっしゃいましたか？ヨハネ 21:9-14。

すべてがあまりにもすばらしくて、弟
で し

子
たちは、言

い

うべきことも思
おも

いつきませんで
した。心

こころ

から慕
した

っているイエス様
さま

が、彼
かれ

らへの愛
あい

を、ふたたび示
しめ

して下
くだ

さったので
した。

考
かんが

えてみよう：自
じぶ ん

分はイエス様
さま

を決
けっ

して
見
み す

捨てないと得
とく い

意げに言
い

ったことを、ペテ
ロは覚

おぼ

えていたと思
おも

いますか？それなのに
ペテロは、何

なんど

度、イエス様
さま

のことを知
し

らな
いと言

い

いましたか？彼
かれ

は自
じぶん

分のしたことに、
心
こころ

を痛
いた

めていたと思
おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

朝
ち ょ う

食
しょく

のあと、イエス様
さま

はペテロの
ほうに向

む
き直

なお
り、ある質

しつもん
問をな

さいました。どんな質
しつもん

問でしたか？ペテロ
は何

なん
と答

こた
えましたか？ヨハネ 21:15。

イエス様
さま

のおっしゃった「わたしの小
こひつじ

羊
を養

やしな

いなさい」とは、どういう意
い み

味なので
しょう？イエス様

さま

が話
はな

しておられたのは、
動
どうぶつ

物のことですか、それとも人
にんげん

間のことで
すか？「小

こひつじ

羊」とは、子
こ ど も

供を意
い み

味するの

でしょうか、それとも大
お と な

人の
ことでしょうか？

イエス様
さま

が話
はな

しておられ
たのは、子

こ ど も

供たちがイエス
様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、彼
かれ

にし
たがうことを身

み

につけられ
るように手

て だ す

助けをしなさい、
ということでした。おそらく
弟
で し

子たちは、子
こ ど も

供たちをつ
れてイエス様

さま

のもとへやっ
て来

き

た母
ははおや

親たちを、自
じ ぶ ん

分たちが追
お

い払
はら

っ
たことを思

おも

い出
だ

していたはずです。子
こ ど も

供た
ちがどれほど大

たいせつ

切な存
そんざい

在であるかを、彼
かれ

は弟
で し

子たちに知
し

ってほしかったのでした。
子
こ ど も

供たちを注
ちゅうい

意ぶかく育
そだ

てなくてはならな
いことを、弟

で し

子たちは学
まな

ぶ必
ひつよう

要がありまし
た。またイエス様

さま

は、神
かみ

の国
くに

に入
はい

るため
の学

まな

びを始
はじ

めたばかりの大
お と な

人たちに対
たい

し
ても、特

とくべつ

別に気
き

をつけて接
せっ

するようにとお
話
はな

しなさいました。しばらくたってから、も
ういちどペテロに、先

さき

ほどと全
まった

く同
おな

じ質
しつもん

問
をなさいました。ペテロは何

なん

と答
こた

えました
か？また、イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃいまし
たか？ここでイエス様

さま

が話
はな

しておられたの
は、子

こ ど も

供たちのことですか、それとも大
お と な

人
たちのことですか？16 節

せつ

。

ペテロは以
い ぜ ん

前のように、自
じしんまんまん

信満々でした
か？いいえ。イエス様

さま

のことを知
し

らないと
言
い

った夜
よる

から、ペテロはすっかり変
か

えられ
ていました。あの夜

よる

、彼
かれ

はゲッセマネの
園
その

に走
はし

ってもどり、イエス様
さま

が涙
なみだ

を流
なが

して
祈
いの

られたのと同
おな

じ場
ば し ょ

所ではげしく泣
な

きまし
た。

しばらくたってから、イエス様
さま

は、また
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もペテロに同
おな

じ質
しつもん

問をなさ
いました。ペテロは、悲

かな

しく
なってしまいました。17 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ペテロは
何
なんかい

回、イエス様
さま

のことを知
し

らないと言
い

いましたか？イエ
ス様

さま

は何
なんかい

回、ペテロに「私
わたし

を愛
あい

するか？」とおたずね
になりましたか？イエス様

さま

は
何
なんかい

回、彼
かれ

をご自
じぶ ん

分の働
はたら

き人
びと

として必
ひつよう

要としておられることを、伝
つた

えよう
となさいましたか？

金
き ん よ う び

曜日

イエス 様
さま

は 何
なんかい

回、 ペテロに 同
おな

じ
質
しつもん

問をなさいましたか？それは、
どんな質

しつもん
問でしたか？

イエス様
さま

を知
し

らないと言
い

ったことをペテ
ロが後

こうかい

悔していることを、イエス様
さま

はほ
かの弟

で し

子たちにも知
し

ってほしかったのでし
た。と同

ど う じ

時に、ご自
じ ぶ ん

分がペテロを心
こころ

から
ゆるしていることも、みんなに知

し

ってほし
いと望

のぞ

んでおられました。イエス様
さま

はペテ
ロを愛

あい

しておられましたし、ペテロもイエ
ス様

さま

を愛
あい

していました。今
いま

はもう、高
こうまん

慢で
自
じしんまんまん

信満々のペテロではありません。

このほかにも、イエス様
さま

が弟
で し

子たちに
わからせようとしておられた、とても大

たいせつ

切
なことがありました。イエス様

さま

を愛
あい

するこ
と、心

こころ

からイエス様
さま

を愛
あい

することが、最
もっと

も大
たいせつ

切なことです。イエス様
さま

を心
こころ

から愛
あい

す
るには、若

わか

いとか年
と し お

老いているとか、そ
んなことは問

もんだい

題ではありません。お金
か ね も

持ち

か貧
びんぼう

乏か、また髪
かみ

の毛
け

や目
め

や肌
はだ

が何
なにいろ

色なのかも、関
かんけい

係
ありません。 ただ ひとつ、
本
ほんとう

当に大
たいせつ

切なことは、心
こころ

を
つくしてイエス様

さま

を愛
あい

するこ
となのです。そうすれば、ど
んなことが起

お

ころうとも、彼
かれ

に信
しんらい

頼してしたがうことがで
きるように、イエス様

さま

が助
たす

け
て下

くだ

さいます。そして、イエ
ス様

さま

のためのよい助
たす

け手
て

となるにはどうし
たらよいのかも、教

おし

えて下
くだ

さるのです。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

の働
はたら

き人
びと

となる
には、船

ふね

や飛
ひ こ う き

行機に乗
の

って、遠
とお

いところ
へ出

で

かけて行
い

かなくてはなりませんか？そ
んなことはありません。わたしたちはどこ
にいても、イエス様

さま

のよい助
たす

け手
て

となるこ
とができますか？弟

で し

子たちと共
とも

におられた
ように、イエス様

さま

は、わたしたちと共
とも

にい
て下

くだ

さいます。そのことが分
わ

かったら、う
れしい気

き も

持ちになりませんか？家
かて い

庭におい
ても、またどこであっても、あなたが喜

よろこ

ん
でお手

てつ だ

伝いをするならば、それはイエス
様
さま

のお手
てつ だ

伝いをしているのと同
おな

じことです
か？あなたがどのようにイエス様

さま

のお手
てつ だ

伝
いをしているか、話

はな

してみてください。

もっと学
まな

ぼう！
★ヨハネ 21:1-19

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 85 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
ばなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

小
ち い

さ な 綿
わ た げ

毛 に 体
からだ

を う ず め て、
「孵

ふ ら ん き
卵器」と呼

よ
ばれるガラスの家

いえ

で過
す

ごすのは、ラージャにとって初
はじ

めての
経
けいけん

験でした。彼
かれ

には、お母
かあ

さんが注
ちゅうい

意し
たことについて考

かんが
える時

じ か ん
間が、たっぷりあ

りました。あの時
とき

、おとな
しくしてさえいれば、今

いまごろ
頃

は、 あの 美
うつく

しいゴールデ
ン・マハール・ツリーの生

お

い茂
しげ

った枝
えだ

の間
あいだ

にある小
ちい

さ
な巣

す
で、兄

きょうだい
弟たちと楽

たの
しく

ゆらゆらと揺
ゆ

れていたはず
でした。大

だ い す
好きなお母

かあ
さん

の、羽
はね

のぬくもりが恋
こい

しくて
たまりません。家

いえ
にもどった

お父
とう

さん鳥
どり

とお母
かあ

さん鳥
どり

は、大
たいせつ

切な我
わ

が
子
こ

が巣
す

からいなくなっているのを見
み

て、ひ
どく悲

かな
しんでいるにちがいないのです！

しかし、前
ぜんかい

回もお話
はな

したように、ラージャ
はとても好

こ う き し ん

奇心が旺
おうせい

盛なひな鳥
どり

でした。
彼
かれ

はあやまちを犯
おか

してしまいました。しか
し過

す

ぎたことなので、悔
く

やんでも仕
し か た

方あり
ません。もしかすると、いつかまた、お
母
かあ

さんに会
あ

えるかもしれません。もしもそ

の願
ねが

いがかなったら、
お母

かあ

さんにあやまりた
いと思

おも

ったことでしょ
う。

何
なんにち

日かたつと、ラー
ジャの恐

きょうふしん

怖心はほとんどなくなっていまし
た。彼

かれ

は１日
にち

になんどか、小
ちい

さな管
くだ

をと
おして食

しょくじ

事をとりました。まわりに危
き け ん

険な
敵
てき

はいませんし、新
あたら

しいお友
とも

だちも彼
かれ

のこ
とを気

き

に入
い

ってくれたようです。

ある朝
あさ

、彼
かれ

はすばらしい発
はっけん

見をしました。
自
じ ぶ ん

分の体
からだ

に生
は

えていたやわら
かい産

う ぶ げ

毛が、かたい毛
け

に変
か

わってきています。ラージャ
は成

せいちょう

長していました。

数
す う じ つ ご

日後、ラージャはガラス
の家

いえ

から出
だ

され、事
じ む し ょ

務所の
机
つくえ

におかれました。すてき
な鳥

とり

かごが用
よ う い

意されていまし
た。今

き ょ う

日からは、その鳥
とり

か
ごが彼

かれ

の家
いえ

になるのです。

その朝
あさ

、ラージャはいつもより元
げ ん き

気で、
なんだかうきうきしていました。そしてふ
と、自

じ ぶ ん

分の羽
はね

で飛
と

んでみたくなったのです。
彼
かれ

は起
お

き上
あ

がって、羽
はね

をいっぱい広
ひろ

げま
した。うれしさで体

からだぜんたい

全体がゾクゾクします。
そして、女

おんな

のお医
い し ゃ

者さんに捕
つか

まる前
まえ

に、ラー
ジャは飛

と

んでいってしまいました。

ラージャは、ヤシの木
き

に飛
と

んでいきまし

お話
はな

しひろば 

羽
は ね

が生
は

えてきたラージャ
エルシー・ルイス・ローソン
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た。そして、そのヤシの葉
は

にとまって、下
した

に広
ひろ

がっている、大
おお

きくて広
ひろ

い世
せ か い

界をな
がめていました。

（つづく）



15

日
に ち よ う び

曜日

イエス様
さま

がよみがえられた後
あと

に残
のこ

っ
ていた弟

で し
子は、12 人

にん
ではなく11

人
にん

でした。ユダが、いなくなっていたから
です。

イエス様
さま

は死
し

なれる前
まえ

、３日
か ご

後によみ
がえるとおっしゃいました。その約

やくそく

束は、
イエス様

さま

の敵
てき

たちでさえ覚
おぼ

えていました。
マタイ 27:63。

それなのに、イエス
様
さま

の弟
で し

子 や 友
ゆうじん

人たち
のうち、いったい何

なんにん

人
の者

もの

がその約
やくそく

束を覚
おぼ

えてい たでしょう？ま
た、イエス様

さま

とガリラ
ヤでお 会

あ

い する約
やくそく

束
を、何

なんにん

人の者
もの

が覚
おぼ

えて
いたでしょうか？マタイ

26:32。

さて 今
き ょ う

日 は、 あ る

出
で き ご と

来事を振
ふ

り返
かえ

ってみましょう。弟
で し

子たち
が集

あつ

まっていた部
へ や

屋の扉
とびら

は閉
し

められ、鍵
かぎ

がかかっていたにもかかわらず、とつぜん
イエス様

さま

が部
へ や

屋の中
なか

にあらわれた、あの
夜
よる

の出
で き ご と

来事です。その時
とき

、トマスは部
へ や

屋
にいませんでしたが、あとになってお会

あ

い
したことで、彼

かれ

もイエス様
さま

が生
い

きておられ
ることを信

しん

じるようになりました。ヨハネ

20:24-29。

過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りの週
しゅう

には、イエス様
さま

を信
しん

じる大
おおぜい

勢の人
ひとびと

々がエ
ル サレムを 訪

おとず

れて
いました。多

おお

くの人
ひと

は、ただイエス様
さま

と
お会

あ

いするためだけ
にそこに来

き

ていまし
た。ですからこれら
の人

ひと

たちは、イエス
様
さま

が死
し

んでしまった
と聞

き

いて悲
かな

しみ、ひ
どく失

しつぼう

望していまし
た。しかし、イエス
様
さま

が弟
で し

子たちの部
へ や

屋

イエス様
さま

の昇
しょうてん

天

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたがたを離
はな

れて天
てん

にあげられたこのイエスは、天
てん

に上
のぼ

って行
い

かれるのをあなたがたが見
み

たのと同
おな

じ有
ありさま

様で、

またおいでになるであろう。」使
しとぎょうでん

徒行伝 1:11

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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にあらわれたあの夜
よる

のあと、彼
かれ

らはできる
だけ多

おお

くの友
ゆうじん

人たちに、イエス様
さま

が生
い

き
ておられることを伝

つた

え、またイエス様
さま

がガ
リラヤで自

じ ぶ ん

分たちに会
あ

うという約
やくそく

束につい
ても話

はな

しました。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

の友
ゆうじん

人たちが、
どんなによろこんだか、想

そうぞう

像できますか？
そこは、歩

ある

いていくにはとても遠
とお

いところで
したが、あなただったら、行

い

ってイエス様
さま

にお会
あ

いし、お話
はなし

を聞
き

きたいと思
おも

ったでしょ
うか？

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

の弟
で し

子たちは、過
す ぎ こ

越しの
週
しゅう

が終
お

わるまで、エルサレムに
滞
たいざい

在していました。それから彼
かれ

らとイエス
様
さま

の友
ゆうじん

人たちが故
ふるさと

郷へ帰
かえ

ったときに、イ
エス様

さま
は生

い
きておられ、ガリラヤで弟

で し
子

たちと会
あ

うことになっているというニュース
を広

ひろ
めたのでした。そのため、イエス様

さま

に会
あ

ってお話
はなし

を聞
き

くためにあちらこちらか
らやってきた人

ひとびと
々の数

かず
は、少

すく
なくとも 500

人
にん

はいました。何
なんねん

年もたってから、使
し と

徒パ
ウロはこの時

とき
のことを手

て が み
紙に書

か
いていま

す。第
だい

１コリント15:6。

これらの人
ひと

たちはいろいろなところから
来
き

ていたので、敵
てき

には気
き

づかれませんで
した。彼

かれ

らはそれぞれ小
ちい

さなグループに
なって集

あつ

まり、弟
で し

子たちはそれらのグルー
プをまわって、イエス様

さま

の復
ふっかつ

活のことを話
はな

して聞
き

かせました。中
なか

には、イエス様
さま

に
会
あ

ったこともない人
ひと

たちもいましたが、彼
かれ

らは皆
みな

、熱
ねっしん

心に耳
みみ

をかたむけました。

トマスは、イエス様
さま

の傷
きず

を見
み

てさわって
みるまではイエス様

さま

のよみがえりを信
しん

じな
い、とかたく心

こころ

に決
き

めていたことや、イエ
ス様

さま

がとつぜん、自
じ ぶ ん

分とほかの弟
で し

子たち
がいる部

へ や

屋にあらわれたときのことを話
はな

し
ました。それからトマスは、もうイエス様

さま

のよみがえりを疑
うたが

ってはいないと言
い

いまし
た。生

い

きておられるイエス様
さま

に会
あ

って、話
はなし

をしたのですから。

また弟
で し

子たちは、イエス様
さま

がどのよう
にして、ご自

じ ぶ ん

分が真
しん

のメシヤであることを
聖
せいしょ

書からお示
しめ

しになったかを、人
ひとびと

々に話
はな

して聞
き

かせました。彼
かれ

こそが、わたしたち
を救

すく

うためにこの世
せ か い

界においでになった、
真
しん

の神
かみ

の子
こ

でした。祭
さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者た
ちが彼

かれ

を受
う

け入
い

れなかったのは、本
ほんとう

当に
悲
かな

しいことです！

人
ひとびと

々が弟
で し

子たちの話
はなし

に聞
き

き入
い

っている
と、とつぜん、イエス様

さま

が彼
かれ

らのいるとこ
ろにお姿

すがた

をあらわされました。イエス様
さま

は
何
なん

とおっしゃいましたか？マタイ 28:18。

考
かんが

えてみよう：そこにいた人
ひとびと

々の多
おお

くは、
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イエス様
さま

が力
ちから

あるお方
かた

だと知
し

っていました
か？イエス様

さま

の力
ちから

が示
しめ

された奇
きせ き

跡のいくつ
かについて、話

はな

してみましょう。

火
か よ う び

曜日

イエス様
さま

は山
やま

の中
ちゅうふく

腹あたりで、大
おおぜい

勢
の人

ひと
たちに話

はな
しておられました。

彼
かれ

がとつぜん姿
すがた

をあらわされた時
とき

に、何
なん

とおっしゃったか覚
おぼ

えていますか？マタイ

28:18。

あらゆる権
けんりょく

力とあらゆる権
け ん い

威！これらの
すべてがイエス様

さま

のものであるというの
です。すばらしいですね！人

ひとびと

々はこれまで
以
いじょう

上に、イエス様
さま

が真
しん

の人
にんげん

間でありなが
ら、真

しん

の神
かみ

でもあることを悟
さと

りました。イ
エス様

さま

は、ご自
じ ぶ ん

分が真
しん

のメシヤであるとい
うこの福

ふくいん

音を、いたるところで伝
つた

えるよう
にと、すでに弟

で し

子たちに命
めい

じておられまし
た。イエス様

さま

の生
しょうがい

涯と死
し

の意
い み

味をさらに
深
ふか

く理
り か い

解した彼
かれ

らは、できるだけ多
おお

くの人
ひと

たちにそのことを伝
つた

えたくてたまりません
でした。ルカ 24:46-49。

イエス様
さま

は、十
じっかい

戒にしたがうことが可
か の う

能
であることを証

しょうめい

明なさいました。彼
かれ

は、真
しん

の人
にんげん

間であられましたが、十
じっかい

戒を破
やぶ

った
ことはいちどもありませんでし
た。イエス様

さま

は、ご 自
じ し ん

身 が
天
てん

の父
ちち

なる神
かみさま

様の助
たす

けを求
もと

め
たように、わたしたちも彼

かれ

の
助
たす

けに身
み

をまかせるならば、
神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

うことができ
ることを示

しめ

してくださいまし
た。

わたしたちが永
えいえん

遠の死
し

から逃
のが

れること
ができるのは、イエス様

さま

がわたしたちの
身
み が

代わりとなって死
し

んで下
くだ

さったからで
す。そして今

いま

、もしわたしたちがイエス様
さま

を心
こころ

に住
す

まわせるならば、まもなく、イエ
ス様

さま

と共
とも

に永
えいえん

遠に生
い

きることができるよう
になるでしょう。何

なん

とすばらしいことでしょ
う！イエス様

さま

は、これほどまでにわたした
ちを愛

あい

しておられるのですね！

「福
ふくいん

音」とは「よき知
し

らせ」という意
い み

味
です。ガリラヤでイエス様

さま

は、彼
かれ

に会
あ

い
に来

き

た人
ひとびと

々に、全
ぜ ん せ か い

世界へ出
で

て行
い

って福
ふくいん

音
を伝

つた

えるという使
し め い

命を与
あた

えられたのでし
た。

考
かんが

えてみよう：わたしたちも、人
ひとびと

々に伝
つた

え
るべき同

おな

じ「福
ふくいん

音」を持
も

っていますか？あ
なたやあなたの家

かぞ く

族、またあなたの教
きょうかい

会
がどのように福

ふくいん

音を伝
つた

えているか、話
はな

して
みましょう。

水
す い よ う び

曜日

イエス 様
さま

が 復
ふっかつ

活 なさってから 40
日
に ち ご

後、イエス様
さま

と弟
で し

子たちはエ
ルサレムにもどっていました。弟

で し
子たちは、

これがイエス様
さま

と過
す

ごす最
さ い ご

後
の時

とき
になるとは、夢

ゆめ
にも思

おも
い

ませんでした。あなたがその
場
ば

にいたなら、11 人
にん

の弟
で し

子
たちがイエス様

さま
のあとについ

て、エルサレムの門
もん

を通
とお

るの
を目

め
にしたでしょう。人

ひとびと
々は

その光
こうけい

景を、目
め

を丸
まる

くして見
み



18

つめていました。なぜなら、
イエス様

さま
が十

じゅうじか
字架につけら

れて殺
ころ

されたのを、彼
かれ

らは
知
し

っていたからです。

歩
ある

きながら、イエス様
さま

は
弟
で し

子たちに、以
い ぜ ん

前に話
はな

した
いくつもの大

たいせつ

切なことを、も
ういちどお話

はな

しなさいまし
た。ゲッセマネの園

その

へやっ
てくると、イエス様

さま

は、そこ
にしばらく立

た

ち止
ど

まっておられました。そ
れから、弟

で し

子たちが彼
かれ

をおいて逃
に

げたあ
の晩

ばん

に語
かた

られたことを、もういちどお話
はな

しなさいました。イエス様
さま

のすべてのお
言
こ と ば

葉に、弟
で し

子たちは注
ちゅうい

意ぶかく耳
みみ

をかた
むけていました。使

し と

徒 1:1-3。

やがてこの小
ちい

さな一
いちだん

団は、イエス様
さま

が
かつて何

な ん ど

度も来
こ

られたオリブ山
やま

の頂
ちょうじょう

上で
足
あし

を止
と

めました。そこは、マリヤとマルタ
とラザロが住

す

む、ベタニヤ村
むら

の近
ちか

くです。
弟
で し

子たちに優
やさ

しく語
かた

られるイエス様
さま

のお顔
かお

からは、特
とくべつ

別な光
ひかり

が輝
かがや

き出
で

ているように
見
み

えました。

ご自
じ し ん

身がここを去
さ

られたあとも、弟
で し

子た
ちは自

じ ぶ ん

分たちだけでとり残
のこ

されるのではな
いことを、イエス様

さま

は彼
かれ

らに知
し

らせようと
しておられました。共

とも

にいてくれる特
とくべつ

別な
助
たす

け主
ぬし

、すなわち聖
せいれい

霊を送
おく

ると、約
やくそく

束な
さったのでした。8 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：わたしたちの中
なか

に、つね
に聖

せいれい

霊を住
す

まわせることは、イエス様
さま

を
つねに心

こころ

に住
す

まわせるのと同
おな

じことです。
聖
せいれい

霊をとおしてイエス様
さま

がともにいてくだ
さるのですから、私

わたし

たちは決
けっ

して、ひとり

ではないのです。

木
も く よ う び

曜日

オリブ山
やま

の上
うえ

で、イ
エス様

さま
は弟

で し
子たち

に語
かた

っておられました。そ
れから両

りょうて
手を広

ひろ
げて、彼

かれ
ら

を祝
しゅくふく

福なさいました。祝
しゅくふく

福
なさってから、ゆっくり天

てん
に

向
む

かってのぼり始
はじ

めました。お別
わか

れの時
とき

が
きたのです。イエス様

さま
が天

てん
にもどられる時

とき

がきたのです。弟
で し

子たちは、その光
こうけい

景を、
目
め

をこらして見
み

つめたことでしょう。できる
だけ長

なが
く、イエス様

さま
を見

み
ていたかったの

です。しばらくすると、光
ひか

り輝
かがや

く天
てんし

使たち
の雲

くも
が彼

かれ

を包
つつ

みこみ、そのお姿
すがた

は見
み

えな
くなりました。ルカ 24:50.51; 使

し と
徒 1:9。

天
て ん し

使たちの雲
くも

につつまれてお姿
すがた

が見
み

え
なくなると、弟

で し

子たちの耳
みみ

に、ふたたびイ
エス様

さま

の美
うつく

しいお声
こえ

が聞
き

こえてきました。
そのお言

こ と ば

葉を聞
き

いた彼
かれ

らの心
こころ

は、感
かんどう

動で
ふるえたことでしょう！「見

み

よ、わたしは世
よ

の終
お

わりまで、いつもあなたがたと共
とも

にい
るのである。」マタイ 28:20。

それは彼
かれ

らにとって、まるで夢
ゆめ

でも見
み

せ
られているかのような出

で き ご と

来事だったにちが
いありません。しかし、夢

ゆめ

ではなく本
ほんとう

当に
起
お

きていました。イエス様
さま

は、もうここに
はおられません。以

い ぜ ん

前から話
はな

しておられた
とおり、天

てんごく

国にもどられたのでした。

使
し と

徒たちが空
そら

を見
み あ

上げて立
た

っていると、
美
うつく

しい声
こえ

が語
かた

りかけました。急
いそ

いであたり
を見

み

まわすと、そこには、白
しろ

い衣
ころも

を着
き

た
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ふたりの男
おとこ

の人
ひと

が立
た

っていました。彼
かれ

らは
天
て ん し

使でした。その天
て ん し

使たちは、弟
で し

子たち
に何

なん

と言
い

いましたか？使
し と

徒 1:10,11。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

が去
さ

ってしまった
あと、エルサレムへ歩

ある

いて帰
かえ

る弟
で し

子たちは、
どんな気

き も

持ちだったと思
おも

いますか？

金
き ん よ う び

曜日

イエス様
さま

は、天
てん

にお帰
かえ

りになったば
かりです。けれども、そのすぐあ

とにあらわれたふたりの天
てんし

使は、イエス様
さま

がふたたびおいでになることを、弟
で し

子たち
に確

かくしん
信させてくれました。「このイエス」と、

天
てんし

使たちは言
い

いました。たしかに、イエス
様
さま

は天
てん

にお帰
かえ

りになりましたが、今
いま

でもひ
とりの人

にんげん
間であられるのです。今

いま
でも彼

かれ
は、

弟
で し

子たちとともにおられた、あのすばらし
いイエス様

さま
なのです。彼

かれ
らとともに食

しょくじ
事を

し、長
なが

い道
みち

のりをともに歩
ある

き、彼
かれ

らと同
おな

じ
ようにおなかをすかせ、疲

つか
れ、そして何

なんど
度

も彼
かれ

らを助
たす

けてくださった、あのイエス様
さま

なのです。「このイエス」様
さま

が、いつの日
ひ

か、
ふたたびもどって来

こ
られるのです。

エルサレムへもどる途
とちゅう

中、弟
で し

子たちは、
ヨハネ 14:1-3 にあるお約

やくそく

束を思
おも

い出
だ

して
いたかもしれませんね。

エルサレムにもどった弟
で し

子たちといっ
しょにイエス様

さま

がおられないのを見
み

た
人
ひとびと

々は、彼
かれ

らが悲
かな

しんでいるにちがいな
いと思

おも

っていました。ところが、弟
で し

子たち
の顔

かお

はよろこびにあふれています。約
やくそく

束ど
おり、イエス様

さま

がかならずもどって来
こ

られ
ることを知

し

っていたからです。

イエス様
さま

は弟
で し

子たちに、約
やくそく

束された
聖
せいれい

霊が下
くだ

るまでは、エルサレムで待
ま

って
いるようにとお命

めい

じになりました。そこで
彼
かれ

らは、イエス様
さま

と過
す ぎ こ

越しの食
しょくじ

事をしたあ
の 2 階

かい

の部
へ や

屋にもどりました。ただし、何
なに

もしないでただ待
ま

っていたのではありませ
ん。聖

せいれい

霊を待
ま

っている間
あいだ

、彼
かれ

らは何
なに

をし
ていましたか？ルカ 24:49; 使

し と

徒 1:12-14。

考
かんが

えてみよう：わたしたちも、イエス様
さま

がもどって来
こ

られるのを待
ま

っていますか？
わたしたちは今

いま

でも、あの時
とき

イエス様
さま

が
約
やくそく

束なさった聖
せいれい

霊を持
も

っているでしょうか？
聖
せいれい

霊が共
とも

におられることを、弟
で し

子たちがど
のようにして確

かくしん

信できたのかは、来
らいしゅう

週お
勉
べんきょう

強しましょう。

もっと学
まな

ぼう！

★マタイ 28:16-20

★マルコ 16:14-20

★ルカ 24:44-53

★使
し と

徒 1:1-11

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 86 章
しょう

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 3 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

広
ひ ろ

くて大
おお

きな外
そと

の世
せかい

界に出
で

るのは、
ラージャにとって初

はじ
めての経

けいけん
験で

す。たくさんの音
おと

が聞
き

こえてきて、戸
とまど

惑っ
てしまうことがたくさんあります。男

おとこ
の子

こ

たちは大
おおごえ

声で叫
さけ

び、手
て

をたたいています。
変
か

わった生
い

き物
もの

がえさを求
もと

め
てうろついていますし、ラー
ジャよりも大

おお
きな鳥

とり
が、ラー

ジャめがけて飛
と

んできては大
おお

きな 恐
おそ

ろしい 声
こえ

を出
だ

したり
します。ラージャは、こんな
世
せかい

界が好
す

きではありませんでし
た。結

けっきょく
局、あのガラスの家

いえ
は

そう悪
わる

い場
ば し ょ

所ではなかったの
だと思

おも
いました。ラージャは、

自
じ ぶ ん

分と遊
あそ

んでくれた少
しょうねん

年たち
のことを考

かんが
えていました。

木
き

から木
き

へ飛
と

び移
うつ

りながら、新
あたら

しい家
いえ

を見
み

つけようとしましたが、見
み

つかりませ
ん。気

き

がつくと、燃
も

えるように熱
あつ

い砂
すな

の海
うみ

に太
たいよう

陽が沈
しず

んでいくところでした。そして
すぐに、夜

よる

の闇
やみ

におおわれました。ラー
ジャは、腹

はら

ぺこです。「ホー」というフク
ロウの鳴

な

き声
こえ

におどろいて、身
み

をすくめま

した。ここは、ガラスの家
いえ

でずっと大
だ い じ

事に
育
そだ

てられた赤
あか

ちゃん鳥
どり

が来
く

るような場
ば し ょ

所で
はありませんでした。

心
こころ

の中
なか

の何
なに

かが、安
あんぜん

全な場
ば し ょ

所をさが
すようにうながしました。ラージャはすぐ
に、自

じ ぶ ん

分の知
し

っているただひとつの安
あんぜん

全
な場

ば し ょ

所へ、そう。あの病
びょういん

院へと飛
と

んで行
い

きました。

小
ちい

さなお友
とも

だちが窓
ま ど ご

越しに羽
は

ばたいて
いるのを見

み

つけて、女
おんな

のお医
い し ゃ

者さんは
大
おおよろこ

喜びしました。ラージャも、狂
くる

ったよう
によろこんでいます。ここは
ボクの部

へ や

屋だ、と言
い

わんばか
りに、胸

むね

をはって部
へ や じ ゅ う

屋中を歩
ある

いています。やっぱり、慣
な

れ
親
した

しんだこの場
ば し ょ

所のすべてが
大
だ い す

好きです。自
じ ぶ ん

分の家
いえ

は、こ
こなのです。ここでは安

あんぜん

全で
いられます。住

す

み慣
な

れたこの
すてきなかごにもどると、ラー
ジャはすぐに落

お

ち着
つ

きをとりも
どしました。

ラージャのかごは、ちょうどお医
い し ゃ

者さん
の事

じ む し ょ

務所の外
そと

にある、ベランダの屋
や ね

根か
らつり下

さ

げられていました。ラージャは、
病
びょういん

院で行
おこな

われていることは、 何
なに

にでも
興
きょうみ

味をもちました。かわいそうに、どうし
てこの小

ちい

さい赤
あか

ちゃんたちは泣
な

いているの
かな？どうしておじいちゃんやおばあちゃ
んたちは、あんなにひどい咳

せき

をするのか

お話
はな

しひろば 

手
しゅじゅつ

術
エルシー・ルイス・ローソン
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な？子
こ ど も

供たちはどうして、ボクの動
うご

きを見
み

て笑
わら

うのかな？子
こ ど も

供たちがボクに「サラー
ム（こんにちは）、ラージャ」って言

い

うけど、
どういう意

い み

味なんだろう？彼
かれ

らがボクに教
おし

えようとしている、変
へん

な言
こ と ば

葉はいったい何
なん

なんだ？こういった、たくさんの疑
ぎ も ん

問がラー
ジャの頭

あたま

をよぎったにちがいありません。

自
じ ぶ ん

分が「こんにちは、坊
ぼう

やたち」と言
い

えることに気
き

づいた日
ひ

は、ラージャにとっ
て特

とくべつ

別な日
ひ

となりました。彼
かれ

は短
みじか

い期
き か ん

間
で、タミル語

ご

の言
こ と ば

葉をいくつか言
い

えるよう
になりました。タミル語

ご

というのは、学
まな

ぶ
のがとてもむずかしい言

げ ん ご

語です。話
はな

すとき
は、口

くち

の中
なか

に小
こ い し

石がいっぱいつまってい
るように聞

き

こえます。それでもラージャは、
たくさんの言

こ と ば

葉を言
い

えるようになるまで、
一
いっしょう

生けん命
めいれんしゅう

練習しました。それから彼
かれ

は、
人
にんげん

間の赤
あか

ちゃんが泣
な

く声
こえ

や、お年
と し よ

寄りの
咳
せき

、子
こ ど も

供たちの楽
たの

しそうに笑
わら

う声
こえ

を真
ま ね

似る
ようになりました。このようにラージャは、
とても楽

たの

しい日
ひ び

々を過
す

ごしていました。

外
そと

の世
せ か い

界を冒
ぼうけん

険してから数
すうじつ

日たったこ
ろ、ラージャは看

か ん ご し

護師につれられて、女
おんな

のお医
い し ゃ

者さんの部
へ や

屋の机
つくえ

にのせられまし
た。机

つくえ

の上
うえ

におかれている物
もの

にちらりと目
め

をやると、ラージャは恐
きょうふ

怖で震
ふる

えあがって
しまいました。目

め

の前
まえ

には、鋭
するど

い輝
かがや

きを
放
はな

つナイフと、1 本
ほん

のはさみがおかれて
います。

ラージャは、「いったい、ボクはここで
何
なに

をされるんだろう？」と思
おも

いました。

お医
い し ゃ

者さんはラージャを手
て

にとり、恐
きょうふ

怖
をなだめようとしています。そしてとても
優
やさ

しく、ラージャの口
くち

を開
あ

けました。ラー

ジャが鳴
な

き声
こえ

をあげる間
ま

もなく、彼
かのじょ

女は、
彼
かれ

の舌
した

の下
した

に小
ちい

さな切
き

れ目
め

を入
い

れました。
もちろん痛

いた

くはありませんでしたが、気
き も

持
ちいいわけでもありませんでした。

気
き

がつくと、自
じ ま ん

慢の美
うつく

しい羽
はね

も切
き

られて
いました。そのあと、かごへと優

やさ

しく運
はこ

ば
れていきました。

ラージャは、大
おお

いにご機
き げ ん

嫌ななめでし
た。かごの端

はし

まで反
そ

り返
かえ

って歩
ある

き、羽
はね

に
頭
あたま

をうずめて、ほかからのなぐさめを断
だ ん こ

固
として拒

き ょ ひ

否しています。子
こ ど も

供たちはいろ
いろと試

ため

してみたのですが、その日
ひ

は一
いち

日
にちじゅう

中、ラージャに話
はなし

をさせることはできま
せんでした。

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

、ラージャはいつものように
ぱっちりと早

はや

い時
じ か ん

間に目
め

を覚
さ

ましました。
やはり、生

う

まれながらの物
もの

まね芸
げいにん

人である
ラージャは、かごのまわりにいる子

こ ど も

供たち
の楽

たの

しそうなおしゃべりに、ついつい反
はんのう

応
してしまいました。

それから数
す う じ つ ご

日後、おどろいたことに、か
ごの扉

とびら

が開
ひら

かれました。これでもう、彼
かれ

は
自
じ ゆ う

由の身
み

です。自
じ ぶ ん

分の好
す

きなように、出
で

かけても、帰
かえ

って来
き

てもよいのです。その
日
ひ

、かごの中
なか

と外
そと

をわがもの顔
かお

で歩
ある

き回
まわ

るラージャを見
み

て、子
こ ど も

供たちは大
おおわら

笑いして
いました。

ところで、ラージャはすごいことに気
き

が
つきました。彼

かれ

は、タミル語
ご

の中
なか

でもかな
りむずかしい言

こ と ば

葉を、今
いま

では楽
らく

に言
い

える
ようになっていたのです。言

い

えるようにな
るまで、何

な ん ど

度も何
な ん ど

度もくりかえしたからで
す。

それはそれですごいことなのですが、
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残
ざんねん

念ながら、ラージャは話
はな

せるようになっ
たことで、とても高

こうまん

慢になってしまいまし
た。あとになってその高

こうまん

慢さが仇
あだ

となり、
ラージャは面

めんどう

倒なことに巻
ま

きこまれてしま
います。

（つづく）

聖
せいれいくだ

霊下る
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日
に ち よ う び

曜日

もしあなたが、危
き け ん

険な国
くに

、つまり
あなたを傷

きず
つけようとする恐

おそ
ろし

い敵
てき

がいるような、安
あんぜん

全でない場
ば し ょ

所に住
す

んでいたとしたら、どんな気
き も

持ちでしょう
か？そんな中

なか
、もしもあなたの両

りょうしん
親から、

あなたをおいてどこか遠
とお

い国
くに

へ行
い

かなけ
ればならないと言

い
われたら、どう感

かん
じる

でしょう？あるいは、あなたをその恐
おそ

ろし
い敵

てき
から守

まも
ってくれる人

ひと
がだれもいないこ

とを両
りょうしん

親から告
つ

げられた
ら、どう思

おも
うでしょうか？

もしあなたが、お父
とう

さん
とお母

かあ
さんにもう二

に ど
度と

会
あ

えなくなることを知
し

った
ら、どんな気

き も
持ちになる

でしょう？怖
こわ

くなるでしょ
うか？悲

かな
しくなるでしょう

か？

もちろん、恐
おそ

らくそのよ
うなことは、あなたの身

み

に起
お

こらないでしょう。けれども、イエス
様
さま

が亡
な

くなられたとき、弟
で し

子たちはそれと
似
に

たような気
き も

持ちでした。

ただし、もしあなたのお父
とう

さんやお母
かあ

さんが長
なが

い旅
たび

に出
で

なければならないとし
て、その間

あいだ

もあなたは敵
てき

の手
て

から安
あんぜん

全に
守
まも

られるとしたら、どうでしょう？ そして、
とても強

つよ

くてたよりになる親
しんせき

戚の人
ひと

が来
き

て、両
りょうしん

親が留
る す

守の間
あいだ

、あなたのことを養
やしな

い、守
まも

ってくれるとしたらどうでしょう？実
じつ

は、あなたの両
りょうしん

親が長
なが

い旅
たび

に出
で

ているの
は、あるすばらしい国

くに

に、とてもすてきな
家
いえ

を建
た

てるためだったと
したら？そしていつの日

ひ

か、あなたを迎
むか

えにき
て、家

か ぞ く

族そろって安
あんしん

心し
て幸

しあわ

せに、しかも永
えいえん

遠
に暮

く

らす約
やくそく

束をしてくれ
たなら、もう怖

こわ

いことな
どありませんか？かえっ
てうれしく思

おも

うでしょう
か？

イエス様
さま

がよみがえ

聖
せいれいくだ

霊下る

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「悔
く

い改
あらた

めなさい。そしてあなたがたひとりびとりが罪
つみ

のゆる

しを得
え

るために、イエス・キリストの名
な

によって、バプテスマ

を受
う

けなさい。そうすれば、あなたがたは聖
せいれい

霊の賜
たまもの

物を受
う

ける

であろう。」使
しとぎょうでん

徒行伝 2:38

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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り、天
てん

にお帰
かえ

りになったときの弟
で し

子たち
の気

き も

持ちは、それに似
に

ていました。ルカ

24:50-53。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

が天
てん

にお帰
かえ

りに
なった日

ひ

、あなたがそこにいた弟
で し

子のひと
りだったとしましょう。あなたの心

こころ

はなぜ、
喜
よろこ

びでいっぱいになるのでしょうか？

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

が亡
な

くなられたとき、弟
で し

子
たちは、もう二

に
度
ど

とイエス様
さま

に
会
あ

うことはできないと思
おも

っていました。と
ころが、イエス様

さま
が生

い
きておられることを

知
し

ったとき、すべてが変
か

わりました。イエ
ス様

さま
は天

てん
にお帰

かえ
りになりましたが、ふたた

びもどって来
こ

られると約
やくそく

束なさいました。

エルサレムにもどった弟
で し

子たちを見
み

た
人
ひとびと

々は、彼
かれ

らがイエス様
さま

といっしょでない
のがわかりました。それなのに、弟

で し

子た
ちのようすは、まるで悲

かな

しそうではありま
せん。むしろ、よろこんでいるようです。
それが、とてもふしぎに思

おも

われました。そ
れは、イエス様

さま

がもどって来
こ

られるという
約
やくそく

束を知
し

らなかったからです。また人
ひとびと

々
は、一

ひ と り

人ひとりとつねに共
とも

にいて下
くだ

さるす
ばらしい助

たす

け主
ぬし

を、イエス様
さま

が送
おく

って下
くだ

さ
るという約

やくそく

束も知
し

りませんでした。ヨハネ

14:16,17。

人
にんげん

間となられたイエス様
さま

は、神
かみさま

様であ
られると同

ど う じ

時に、これからもずっと人
にんげん

間で
あられます。人

にんげん

間の体
からだ

をもつイエス様
さま

は、
私
わたし

たちみんなのそばについていることはで
きませんが、助

たす

け主
ぬし

である聖
せいれい

霊には、そ

れができるのです。ですからイエス様
さま

の
弟
で し

子であれば、その人
ひと

は決
けっ

してひとりに
なることはありません。これほどすばらし
いことが、ほかにあるでしょうか！ヨハネ

16:7。

イエス様
さま

がこの世
せ か い

界におられるかぎり、
彼
かれ

にしたがう人
ひと

たちは、イエス様
さま

にずっと
いっしょにいてもらいたいと思

おも

ったはずで
す。しかしまもなく、彼

かれ

の信
しんじゃ

者は世
せかいじゅう

界中に
広
ひろ

がることになります。そうなると、イエ
ス様

さま

は人
にんげん

間ですから、世
せかいじゅう

界中に散
ち

らばっ
た信

しんじゃ

者の一
ひ と り

人ひとりといっしょにいること
はできません。心

こころ

に聖
せいれい

霊を住
す

まわせること
によってのみ、わたしたちはイエス様

さま

にし
たがうことができ、彼

かれ

の働
はたら

き人
びと

となること
ができるのです。エゼキエル 36:27。

イエス様
さま

は弟
で し

子たちに、特
とくべつ

別な力
ちから

を与
あた

えて下
くだ

さる聖
せいれい

霊をどこで待
ま

つようにとおっ
しゃいましたか？ルカ 24:49。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、わたしたち
が決

けっ

してひとりぼっちにならないように、た
しかな道

みち

をそなえて下
くだ

さいましたか？

火
か よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちは、イエス様
さま

が亡
な

くなられ
る前

まえ
に過

す ぎ こ
越しの夕

ゆうしょく
食を共

とも
にした、

あの 2 階
かい

の部
へ や

屋へもどりました。そこは、
イエス様

さま
が十

じゅうじか
字架で殺

ころ
されたあと、あの

残
ざんこく

酷な祭
さ い し

司や民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちを恐
おそ

れて、
身
み

をひそめていた場
ばしょ

所でもあります。また、
イエス様

さま
がよみがえられたその日

ひ
に、弟

で し
子

たちをたずねられた場
ば し ょ

所でもありました。
イスカリオテのユダだけが、そこにはいま
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せんでした。使
し と

徒 1:12-14。

弟
で し

子たちは、聖
せいれい

霊をとおしてイエス様
さま

か
らの特

とくべつ

別な力
ちから

を受
う

けるのを待
ま

つ間
あいだ

、彼
かれ

の
なさった数

かずかず

々の奇
き せ き

跡や、語
かた

られたお言
こ と ば

葉
を思

おも

いめぐらしていました。もっと注
ちゅうい

意し
て聞

き

いておけばよかったと、どんなにか
悔
く

やんだことでしょう！また、これらのお
話
はなし

がなされたその時
とき

に、神
かみ

の国
くに

のことや、
彼
かれ

が王
おう

の王
おう

であられることを信
しん

じておけば
よかったと、どんなにか悔

く

やんだことでしょ
う！

弟
で し

子たちは、互
たが

いに言
い

い争
あらそ

ったときに、
イエス様

さま

が悲
かな

しんでおられたことも思
おも

い出
だ

しました。互
たが

いに、ひどくねたみ合
あ

ってい
たときもそうです。今

いま

や彼
かれ

らは、イエス様
さま

にゆるしを求
もと

め、互
たが

いにゆるし合
あ

いました。
聖
せいれい

霊を心
こころ

にお迎
むか

えできるように、心
こころ

が清
きよ

め
られることを願

ねが

っていました。

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちが互
たが

いに愛
あい

し
合
あ

ったように、わたしたちも愛
あい

し合
あ

うよう、

イエス様
さま

は望
のぞ

んでおられますか？わたした
ちが互

たが

いに愛
あい

し合
あ

っていることを、どのよ
うに表

あらわ

すことができるでしょうか？お互
たが

いへ
の愛

あい

をどのように示
しめ

したらよいか、何
なに

か思
おも

いつくことはありませんか？

水
す い よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちは、聖
せいれい

霊が下
くだ

って、彼
かれ

らを
特
とくべつ

別な力
ちから

でみたしてくださるのを
待
ま

っています。それは、彼
かれ

らがイエス様
さま

の
よき伝

でんどうしゃ
道者となるために、ぜひとも必

ひつよう
要

な経
けいけん

験でした。使
し と

徒 1:14。

一
い っ ち

致するとは、もはや言
い

い争
あらそ

いをしなく
なることを意

い み

味します。弟
で し

子たちはもはや、
利
り こ て き

己的〔わがまま〕ではありませんでした。
自
じ ぶ ん

分たちの犯
おか

したまちがいを告
こくはく

白して、今
いま

では、心
こころ

から愛
あい

し合
あ

っています。そして、
イエス様

さま

の働
はたら

きに必
ひつよう

要な特
とくべつ

別な力
ちから

が与
あた

え
られるのを、2 階

かい

の部
へ や

屋で待
ま

ちつづけて
いました。特

とくべつ

別な力
ちから

を授
さず

けられるために
定
さだ

められたのは、ペンテコステ〔五
ごじゅんせつ

旬節〕
の日

ひ

でした。この日
ひ

、世
せ か い

界のいたるところ
から、おおぜいのユダヤ人

じん

がエルサレム
へやって来

き

ていました。当
とうぜん

然、あちこちの
国
くに

からの人
ひと

たちが話
はな

す言
こ と ば

葉も様
さまざま

々でした。
使
し と

徒 2:1,5。

弟
で し

子たちが瞑
めいそう

想して祈
いの

っていると、と
つぜん、はげしい風

かぜ

の吹
ふ

く音
おと

が聞
き

こえま
した。その風

かぜ

があまりにも強
つよ

かったので、
家
いえぜんたい

全体がゆれたほどです。それから、何
なに

か火
ひ

のようなものが、弟
で し

子たち一
ひ と り

人ひとり
の頭

あたま

の上
うえ

で光
ひか

りました。2,3 節
せつ

。

ただちに聖
せいれい

霊が下
くだ

り、イエス様
さま

が弟
で し

子
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たちに約
やくそく

束しておられた特
とくべつ

別な力
ちから

を与
あた

えま
した。こうして今

いま

や、いろんな国
くにぐに

々から来
き

た人
ひとびと

々が話
はな

す様
さまざま

々な言
こ と ば

葉で、イエス様
さま

の
ことを伝

つた

える準
じゅんび

備ができたのです。４節
せつ

。

目
め

の前
まえ

で起
お

きているのは、とても信
しん

じ
られないことばかりでした。外

がいこく

国から来
き

た人
ひとびと

々は、自
じ ぶ ん

分たちの国
くに

の言
こ と ば

葉を、弟
で し

子
たちがいちども学

まな

んだことがないのを知
し

っ
ていました。それなのに、様

さまざま

々な国
くに

の
言
こ と ば

葉を完
かんぺき

璧に話
はな

しているではありません
か。人

ひとびと

々は、「この人
ひと

たちは、ガリラヤ人
じん

ではないか？」と互
たが

いに言
い

いました。「こ
の人

ひと

たちは、いったいどうしてこれほど多
おお

くの言
げ ん ご

語を、完
かんぺき

璧に話
はな

せるのだ？彼
かれ

らは、
外
が い こ く ご

国語を学
まな

んだことがないはずなのに？」
6-8 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちが話
はな

すことので
きた言

げ ん ご

語がいくつあったか、数
かぞ

えてみま
しょう。9-11 節

せつ

。ある子
こ ど も

供たちは、二
に

か
国
こくごいじょう

語以上の言
げん ご

語を話
はな

すことができますね。
あなたはいくつの国

くに

の言
こと ば

葉を話
はな

せますか？
あなたは、その話

はな

せる言
こと ば

葉を用
もち

いて、ほ
かの人

ひと

たちがイエス様
さま

を知
し

ることができる
ためのお手

てつ だ

伝いをしてい
ますか？

木
も く よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちは 群
ぐんしゅう

衆
に向

む
かって、イ

エス様
さま

のことを話
はな

してい
ます。どの国

くに
から来

き
た人

ひと

にも、 彼
かれ

らの 話
はなし

はわか
るようです。それは、イ

エス様
さま

が弟
で し

子たちに特
とくべつ

別な力
ちから

を与
あた

えてく
ださったからです。人

ひとびと
々は、すっかりおど

ろいてしまいました。「いったいどうなって
いるんだ？」まったくふしぎでなりません。

「なぜこのイエスの弟
で し

子たちは、急
きゅう

に他
た こ く

国
の言

こ と ば
葉を話

はな
せるようになったのだろう？」

使
し と

徒 2:11,12。

それは、本
ほんとう

当にすばらしい光
こうけい

景でした。
もしあなたが、ヘブル人

びと

にイエス様
さま

のこと
を話

はな

したいと思
おも

ったら、とつぜん、その人
ひと

に完
かんぺき

璧なヘブル語
ご

で話
はなし

ができるということ
です。すばらしい奇

き せ き

跡だと思
おも

いませんか？

サタンは、今
い ま お

起こっている出
で き ご と

来事を、よ
ろこんでいたと思

おも

いますか？まさか、そん
なはずはありません。彼

かれ

は群
ぐんしゅう

衆のうちの
何
なんにん

人かに、弟
で し

子たちをからかわせました。
その人

ひと

たちは、弟
で し

子たちが酒
さけ

に酔
よ

ってい
るのだと言

い

いました。13 節
せつ

。

イエス様
さま

が殺
ころ

された夜
よる

、ペテロがひど
く臆

おくびょう

病になったのは、あなたも覚
おぼ

えていま
すね？しかし、今

いま

のペテロは、もう臆
おくびょうもの

病者
ではありません。彼

かれ

が自
じ ぶ ん

分たちをからかう
人
ひと

たちに言
い

うべきことは、すべて聖
せいれい

霊が教
おし

えて下
くだ

さいました。弟
で し

子
たちは酔

よ

っているのでは
ないと、ペテロは言

い

いま
した。イエス様

さま

のことを
教
おし

える手
て だ す

助けをするため
に、 神

かみさま

様が聖
せいれい

霊を送
おく

る
約
やくそく

束をしてくださったこと
を、ペテロは思

おも

い起
お

こさ
せました。14-18 節

せつ

。

ペテロは人
ひとびと

々に、イエ
ス様

さま

の行
おこな

われた数
かずかず

々の
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奇
き せ き

跡は、彼
かれ

が神
かみ

の子
こ

であることを証
しょうめい

明し
ていると言

い

いました。また、イエス様
さま

は
十
じ ゅ う じ か

字架で殺
ころ

されたにもかかわらず、生
い

き
返
かえ

って天
てん

にお帰
かえ

りになったことも話
はな

しまし
た。22,32,33 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

について教
おし

えるこ
とができるように、聖

せいれい

霊が弟
で し

子たちに力
ちから

を
与
あた

えておられましたか？

金
き ん よ う び

曜日

ペテロが 大
だいたん

胆 に 群
ぐんしゅう

衆 に 向
む

かって
説
せっきょう

教しているあいだ、聖
せいれい

霊は聞
き

く人
ひと

たちの心
こころ

に語
かた

りかけていました。そ
の時

ときひとびと
人々は、メシヤを殺

ころ
したのが自

じぶん
分たち

であったことに気
き

づき、急
きゅう

に怖
こわ

くなってし
まいました。「わたしたちは、どうしたらよ
いのですか？」と、彼

かれ
らはたずねました。

するとペテロは、うれしそうにこう答
こた

えた
のです。使

し と
徒 2:38。

人
ひとびと

々はついに、偉
い だ い

大なる神
かみ

であられ
るイエス様

さま

が人
にんげん

間となられたこと、また
神
かみさま

様の力
ちから

によって、わたしたちもあのすば
らしい十

じっかい

戒にしたがうことができるのを、
イエス様

さま

が証
しょうめい

明して下
くだ

さったことを理
り か い

解し
ました。

３年
ねんはん

半にわたり、イエス様
さま

は幾
いくせんまん

千万も
の人

ひとびと

々を教
おし

え、お助
たす

けになりました。し
かし彼

かれ

が亡
な

くなられたときは、その愛
あい

と心
こころ

づかいがまるで無
む だ

駄になってしまったか
のように思

おも

われました。ゲッセマネでは、
弟
で し

子たちでさえ、イエス様
さま

を暴
ぼ う と

徒たちのも
とに残

のこ

して逃
に

げ去
さ

ったからです。

しかし、イエス様
さま

のお話
はなし

を聞
き

いた多
おお

くの

人
ひとびと

々が、この日
ひ

、ペテロの話
はなし

に耳
みみ

をかた
むけていました。人

ひとびと

々はイエス様
さま

が語
かた

ら
れたことを理

り か い

解し始
はじ

め、また彼
かれ

らの多
おお

くは、
イエス様

さま

の語
かた

られた王
おうこく

国を信
しん

じなかった
ことを後

こうかい

悔しました。自
じ ぶ ん

分たちの考
かんが

えがま
ちがっていたことに気

き

づいたのです。人
ひとびと

々
は今

いま

、どうしたらイエス様
さま

の国
くに

の国
こくみん

民とな
れるかを知

し

りたいと思
おも

いました。この日
ひ

、
何
なんにん

人の人
ひと

たちがバプテスマを受
う

けました
か？41 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ご再
さいりん

臨の前
まえ

には、ペンテ
コステの日

ひ

に起
お

こったようなことが起
お

こる
時
とき

が来
く

ると、イエス様
さま

は約
やくそく

束なさいました。
あの日

ひ

、弟
で し

子たちに力
ちから

を与
あた

えられた聖
せいれい

霊
は、今

こんにち

日も、互
たが

いに愛
あい

し合
あ

い、協
きょうりょく

力し合
あ

えるようにわたしたちを助
たす

け、人
ひとびと

々の心
こころ

を動
うご

かす力
ちから

を与
あた

えることができるのです。
今
こんにち

日でも、毎
まいにち

日、何
なんぜんにん

千人もの人
ひとびと

々がバプ
テスマを受

う

けています。あなたは、どのよ
うにイエス様

さま

のお手
てつだ

伝いをしていますか？

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 1:12-14

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ p.29-31
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

しばらくの間
あいだ

、ラージャは何
なん

の問
もんだい

題
もなく過

す
ごしました。彼

かれ

は、い
ろんなことをどんどん覚

おぼ
えていきました。

今
いま

では、ひっきりなしに大
おおごえ

声で売
う

り物
もの

の
宣
せんでん

伝をしている、ほとんどの 行
ぎょうしょうにん

商 人 を
真
ま ね

似ることができました。

そんなある日
ひ

、ラージャの生
せいかつ

活を暗
くら

く
するような出

で き ご と

来事が起
お

こりました。女
おんな

の
お医

い し ゃ

者さんがラージャと話
はなし

をする時
じ か ん

間は、
以
い ぜ ん

前より少
すく

なくなっていました。ラージャ
は、お医

い し ゃ

者さんが別
べつ

の生
い

き物
もの

を腕
うで

に抱
いだ

い
て、それをとてもかわいがり、なでている
のを見

み

ました。ラージャは、それにやきも
ちを焼

や

いたのです。それはそれは、もの
すごいやきもちでした。この新

あたら

しい生
い

き物
もの

が、自
じ ぶ ん

分の居
い ば し ょ

場所を横
よこ

どりしたのですか
ら。ラージャは生

な ま い き

意気で、気
き

むずかしい、
いやな鳥

とり

になってしまいました。怒
いか

りに燃
も

えたラージャは、チャンスがあれば、お
医
い し ゃ

者さんの足
あし

の指
ゆび

をかんだり、顔
かお

をめが
けて飛

と

び、つついたりしました。ミルクを
あげるために赤

あか

ちゃんを腕
うで

にだくと、ラー
ジャは彼

かのじょ

女のひざめがけて飛
と

んで行
い

き、

小
ちい

さな子
こ

にくちばしで一
いちげき

撃を与
あた

えようとし
ます。それがうまくいかなければ、こん
どはくちばしで赤

あか

ん坊
ぼう

の服
ふく

をくわえて、お
医
い し ゃ

者さんのひざから引
ひ

きずりおろそうとす
るのです。しかしラージャがどんなにがん
ばっても、赤

あか

ちゃんはますます愛
あいじょう

情を受
う

け、一
いっぽう

方でラージャは、よけいに叱
しか

られ、
叩
たた

かれるのでした。

この不
ふ こ う

幸な九
きゅうかんちょう

官鳥は、 １時
じ か ん

間くらい
部
へ や

屋のすみにすわりこみ、すねていまし
た。このように、しばらく機

き げ ん

嫌の悪
わる

かった
ラージャでしたが、あるいたずらを思

おも

いつ
きました。そしてまたも、その思

おも

いつきを
実
じっこう

行してしまいます。

ラージャは、赤
あか

ちゃんの寝
ね

ているベビー
ベッドをいばった態

た い ど

度で歩
ある

き、くちばしで
赤
あか

ちゃんをえいっとつつきました。かわい
そうな赤

あか

ちゃんは、恐
おそ

ろしさで泣
な

き叫
さけ

びま
した。すると、ラージャもこわくなってしま
いました。彼

かれ

は部
へ や

屋のすみに飛
と

んで行
い

っ
て、頭

あたま

を羽
はね

の中
なか

に隠
かく

し、何
なに

が起
お

こるかよう
すをうかがっていました。

女
おんな

のお医
い し ゃ

者さんは、ラージャのしたこ
とを見

み

てかんかんに怒
おこ

りました。最
さいしょ

初は、
ラージャの悪

わる

い行
こうどう

動は直
なお

せるもので、た
いした事

こと

はないと思
おも

っていましたが、今
いま

や、それがやきもちによるもので、自
じ ぶ ん

分の
赤
あか

ちゃんをラージャといっしょにいさせる
のは危

き け ん

険だとわかりました。

お話
はな

しひろば 

お客
き ゃ く さ ま

様
エルシー・ルイス・ローソン
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ラージャはただちにかごに閉
と

じこめられ、おりこうになるまで
入
はい

っているように言
い

いつけられ
ました。

ある日
ひ

わたしと夫
おっと

は、そのお
医
い し ゃ

者さんから手
て が み

紙をもらいまし
た。手

て が み

紙には、彼
かのじょ

女の家
いえ

に来
き

てほしいと書
か

かれていました。
彼
かのじょ

女は、わたしたちが教
おし

えているすばらし
い真

し ん り

理を勉
べんきょう

強したかったのです。彼
かのじょ

女の
家
いえ

に着
つ

いた私
わたし

たちは、玄
げんかん

関をノックして待
ま

ちました。しばらくするとタミル語
ご

で、「ど
なたですか？ご用

ようけん

件は？」という声
こえ

が聞
き

こ
えてきました。

わたしたちは自
じこしょうかい

己紹介をし、ここへ来
き

た
理
り ゆ う

由を話
はな

しました。すると、家
いえ

の中
なか

からふ
ざけた笑

わら

い声
ごえ

が聞
き

こえ、とつぜん静
しず

まり
かえりました！

そこでわたしたちは、もういちど玄
げんかん

関を
ノックしました。少

すこ

したってから、あの声
こえ

がこう言
い

いました。「ご用
ようけん

件は？お帰
かえ

りくだ
さい。」

わたしたちはびっくりして、帰
かえ

ろうかと
思
おも

いましたが、主
しゅじん

人がもういちど試
ため

してみ
ようと言

い

いました。こんどは、先
さき

ほどより
も扉

とびら

を強
つよ

く、長
なが

く、何
な ん ど

度もたたいてみまし
た。

「どなたですか？ご用
ようけん

件は？」また、あ
の声

こえ

が返
かえ

ってきます。

３度
ど め

目には、わたしたちの名
な ま え

前と用
ようけん

件
を伝

つた

えました。こんどは、先
さき

ほどよりもひ
どくふざけて笑

わら

ったかと思
おも

えば、咳
せき

こみ、
しまいには泣

な

き声
こえ

になりました。それから、
しんと静

しず

まり返
かえ

ってしまいました。

女
おんな

のお医
い し ゃ

者さんが玄
げんかん

関を開
あ

けて姿
すがた

をあらわしたとき、わ
たしたちはもう少

すこ

しで帰
かえ

るとこ
ろでした。彼

かのじょ

女はわたしたち
に、「長

なが

いこと待
ま

っておられま
したか？」とたずねました。「は
い」とわたしたちは答

こた

えました。
彼
かのじょ

女は 2 階
かい

で赤
あか

ちゃんにミル
クをあげていたことを説

せつめい

明し、
謝
あやま

りました。そこでわたしは、何
な ん ど

度も返
へ ん じ

事
をしていたのがだれだったのかをたずね
ました。

「今
いま

、お見
み

せいたしますわ。どうぞお入
はい

り下
くだ

さい。」お医
い し ゃ

者さんは笑
わら

いながら、答
こた

えました。

椅
い す

子にすわると、ラージャが呼
よ

ばれ、
客
きゃく

に「サラーム（こんにちは）」と言
い

うよ
うに促

うなが

されました。彼
かれ

はやってきて、わた
したちの目

め

の前
まえ

の床
ゆか

に立
た

ちました。とて
も人

ひと

なつっこい声
こえ

で鳴
な

きながら、羽
はね

を大
おお

きく広
ひろ

げて、わたしたちの足
あしもと

元で深
ふかぶか

々とお
辞
じ ぎ

儀をしました。ラージャはこのかわいら
しい動

ど う さ

作を３度
ど

もくり返
かえ

した後
あと

に、胸
むね

を
張
は

って歩
ある

き、そこから去
さ

っていきました。
わたしたちは、大

おお

いに興
こうふん

奮しました。まる
で人

にんげん

間のようではありませんか！お医
い し ゃ

者さ
んは、ラージャはとても賢

かしこ

い鳥
とり

だと話
はな

して
くれました。わたしたちはラージャを見

み

て、
あまりにもおどろいてしまったので、ここ
を訪

たず

ねてきた本
ほんらい

来の目
もくてき

的をうっかり忘
わす

れて
しまうところでした。

（つづく）



30

日
に ち よ う び

曜日

あるところに、生
う

まれ
つき足

あし
の不

ふ じ ゆ う
自由な 男

おとこ

がいました。足
あしくび

首のあたりが
悪
わる

かったようです。幼
おさな

いころ、
彼
かれ

はほかの子
こ ど も

供たちのように、
走
はし

り回
まわ

って遊
あそ

ぶことができま
せんでした。そして40 歳

さい
をすぎた今

いま
も、

歩
ある

くことができずにいました。

イエス様
さま

のふしぎな奇
き せ き

跡のことを耳
みみ

にし
たとき、この男

おとこ

はどんな気
き も

持ちだったと思
おも

いますか？あなただったら、どうでしょう？
当
とうぜん

然ながら、男
おとこ

はぜひイエス様
さま

にお会
あ

い
し、足

あしくび

首をいやしてもらいたいと願
ねが

いまし
た。ところが、イエス様

さま

がおられた場
ば し ょ

所は、
彼
かれ

が住
す

んでいるところからは遠
とお

くはなれて
いました。

男
おとこ

は友
ゆうじん

人たちに、自
じ ぶ ん

分をエルサレムの
神
しんでん

殿の門
もん

まで運
はこ

んでくれるように頼
たの

みまし
た。そこでイエス様

さま

とお会
あ

いできたら、と
思
おも

ったのです。ところが、友
とも

だちにつれら

れて神
しんでん

殿にやってきたら、残
ざんこく

酷
な者

もの

たちがイエス様
さま

を死
し け い

刑に
してしまったことを知

し

りました。
彼
かれ

の心
こころ

は、すっかりくじけてし
まったにちがいありません！

くる日
ひ

もくる日
ひ

も、友
ゆうじん

人たち
は、男

おとこ

を「うるわしの門
もん

」と呼
よ

ばれる神
しんでん

殿の門
もん

へとつれて行
い

きました。男
おとこ

はそこに一
いちにちじゅう

日中す
わって、お金

かね

や食
た

べ物
もの

を人
ひとびと

々からめぐん
でもらうのでした。そこを通

とお

りすぎる人
ひと

た
ちのなかに、お金

かね

をめぐんでくれる人
ひと

たち
がいたので、友

ゆうじん

人たちはそのお金
かね

で男
おとこ

に
食
た

べ物
もの

を買
か

ってあげました。

午
ご ご

後の祈
いの

りの時
じ か ん

間になると、大
おおぜい

勢の人
ひと

がこの足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

のすわっている門
もん

を通
とお

り過
す

ぎます。ある日
ひ

のこと、ペテロと
ヨハネがこの門

もん

を通
とお

りました。使
し と

徒 3:1。

ペテロとヨハネは神
しんでん

殿へ行
い

く前
まえ

、人
ひとびと

々に
イエス様

さま

のことを話
はな

す機
き か い

会が与
あた

えられるよ
うにと祈

いの

っていました。彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たち
に必

ひつよう

要なのは、聖
せいれい

霊だけが与
あた

えることので
きる力

ちから

であることを知
し

っていました。「うる

足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「信
しんこう

仰による祈
いの

りは、病
や

んでいる人
ひと

を救
すく

い、そして、主
しゅ

はその

人
ひと

を立
た

ちあがらせて下
くだ

さる。」ヤコブ 5:15

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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わしの門
もん

」を通
とお

ったとき、ひとりの貧
まず

しい
足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

が、そこにすわって物
も の ご

乞い
をしているのが目

め

にとまりました。2 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：ペテロとヨハネは、物
もの ご

乞
いをしている男

おとこ

の前
まえ

を早
はやあし

足で通
とお

り過
す

ぎまし
たか？さっさと歩

ある

き去
さ

ったとしたら、それは
なぜだと思

おも

いますか？そうしなかったとし
たら、それはなぜだと思

おも

いますか？

月
げ つ よ う び

曜日

ペテロとヨハネが祈
いの

りをささげるた
めに神

しんでん
殿へ向

む
かっていると、神

しんでん
殿

の門
もん

のところにだれがすわっていました
か？使

し と
徒 3:2。

足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

は、ペテロとヨハネに
向
む

かって手
て

をのばしました。自
じ ぶ ん

分の前
まえ

を
通
とお

りすぎていく人
ひと

に対
たい

しては、だれにでも
そうしていました。3 節

せつ

。

ペテロとヨハネは、足
あし

を止
と

めました。彼
かれ

らは男
おとこ

をかわいそうに思
おも

いましたが、何
なに

かをあげたくてもお金
かね

がありませんでし
た。すると聖

せいれい

霊は、お金
かね

よりもはるかにす
ばらしいものがあることを、ペテロに思

おも

い
出
だ

させました。男
おとこ

の注
ちゅうい

意を引
ひ

くために、彼
かれ

は何
なん

と言
い

いましたか？4 節
せつ

。

男
おとこ

はペテロとヨハネを見
み あ

上
げました。ふたりが、お金

かね

を
めぐんでくれるだろうと思

おも

っ
たからです。5 節

せつ

。

ペテロがお金
かね

をもっていな
いと言

い

うと、男
おとこ

はがっかりし
ました。ところが、次

つぎ

にペテ

ロの言
い

った言
こ と ば

葉が、男
おとこ

にふたたび希
き ぼ う

望を
いだかせます。6 節

せつ

。

「イエスの名
な

によって」とペテロは言
い

い
ました。貧

まず

しいあわれな男
おとこ

は、イエス様
さま

に助
たす

けてもらうには遅
おそ

すぎたと思
おも

っていま
した。イエス様

さま

は死
し

んでしまったと、聞
き

か
されていましたから。しかし、ペテロのこ
とばを聞

き

いて、ふたたび希
き ぼ う

望がわいてき
たのでした。

ペテロが男
おとこ

の手
て

をとると、男
おとこ

はその手
て

を
しっかりとにぎりました。そして男

おとこ

は、生
う

まれて初
はじ

めて立
た

ち上
あ

がったのです。足
あしくび

首
はすっかり強

つよ

くなっています。彼
かれ

は、いや
されたのです。7 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなただったら、次
つぎ

に男
おとこ

がしたのと同
おな

じことをしたと思
おも

いますか？8
節
せつ

。

火
か よ う び

曜日

人
ひ と

々
びと

は、生
う

まれてからずっと足
あし

が
不
ふ じ ゆ う

自由だった男
おとこ

が、神
しんでん

殿に入
はい

って
行
い

くのを見
み

ました。彼
かれ

らは、男
おとこ

が歩
ある

けずに、
門
もん

のそばでいつも物
ものご

乞いをしていたのをよ
く知

し
っていました。ところが、その男

おとこ
が歩

ある

き、とびはねて、神
かみさま

様を賛
さ ん び

美
しているではありませんか。
使
し と

徒 3:9.10。

いつの間
ま

にか、人
ひと

だかりが
できていました。感

かんしゃ

謝の気
き も

持
ちでいっぱいのこの男

おとこ

は、ペ
テロとヨハネを去

さ

らせたくあ
りませんでした。11 節

せつ

。
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人
ひとびと

々は、ペ
テロとヨハネ
が奇

き せ き

跡を起
お

こ
したと思

おも

って
いました。そ
のことに気

き

づ
い た ペ テ ロ
は、彼

かれ

らにむ
かって、この
男
おとこ

をいやした
のは自

じ ぶ ん

分たち
ではなく、イ

エス様
さま

であったことを話
はな

しました。

ペテロは人
ひとびと

々に、「皆
みな

さん、どうか、ヨ
ハネとわたしが足

あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な彼
かれ

をいやし
たと思

おも

わないでください」と言
い

いました。
「わたしたちに、そのような力

ちから

は全
まった

くない
のですから。」12 節

せつ

。

ペテロはその場
ば

で、別
べつ

の説
せっきょう

教を始
はじ

めま
した。彼

かれ

は、神
かみさま

様がイエス様
さま

をこの世
せ か い

界
に送

おく

って下
くだ

さったことや、そのイエス様
さま

が
偉
い だ い

大なるメシヤだと信
しん

じるのを人
ひとびと

々が拒
こば

ん
だことを話

はな

しました。彼
かれ

らはイエス様
さま

では
なく、強

ごうとう

盗であり殺
さつじんしゃ

人者であった悪
あくにん

人バラ
バをゆるすことを選

えら

びました。こうして人
ひとびと

々
は、自

じ ぶ ん

分たちの救
すく

い主
ぬし

を殺
ころ

してしまった
のでした。しかしペテロは、神

かみさま

様がイエ
ス様

さま

を死
し

からよみがえらせて下
くだ

さったこと
を話

はな

し、この足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

のいやしは、
実
じつ

にイエス様
さま

の力
ちから

をとおしてなされたのだ
と訴

うった

えたのです。13-16 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：ペテロとヨハネにとっては、
自
じぶ ん

分たちの力
ちから

で足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

をいやし
たと人

ひとびと

々に思
おも

わせるほうが、楽
らく

だったので

はありませんか？彼
かれ

らはなぜ、あえてそう
思
おも

わせないようにしたのでしょう？

水
す い よ う び

曜日

神
し ん

殿
でん

でペテロは、よろこんでイエス
様
さま

のことを話
はな

しました。聖
せいれい

霊が、
聞
き

く人
ひとびと

々の心
こころ

に語
かた

りかけていました。イ
エス様

さま
がなさったことや語

かた
られたことを、

多
おお

くの人
ひと

が思
おも

い出
だ

していました。今
いま

や彼
かれ

らは、イエス様
さま

が真
しん

の神
かみ

の子
こ

であったこと
をさとりました。

多
おお

くの人
ひと

たちがイエス様
さま

を信
しん

じなかっ
た理

り ゆ う

由は、彼
かれ

らが律
りっぽうがくしゃ

法学者や祭
さ い し

司、民
たみ

の
指
し ど う し ゃ

導者たちの言
い

うことを、何
なん

でも信
しんらい

頼する
ように教

おし

えこまれていたからです。弟
で し

子た
ちですら、メシヤは敵

てき

を追
お

いはらってくだ
さるものと考

かんが

えていました。彼
かれ

らは、本
ほんとう

当
の敵

てき

がサタンであることを知
し

りませんでし
た。ペテロは人

ひとびと

々に、何
なん

と言
い

いましたか？
使
し と

徒 3:17。

その日
ひ

、ペテロの話
はなし

を聞
き

くうちに、しま
いには多

おお

くの人
ひと

が、自
じ ぶ ん

分たちがずっとサタ
ンにしたがっていたことに気

き

づきました。
その日

ひ い ら い

以来、彼
かれ

らはイエス様
さま

を信
しん

じるよう
になりました。ペテロは彼

かれ

らに、何
なに

をすべ
きであると言

い

いましたか？19 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

がこの世
せか い

界に来
こ

られたとき、ほとんどの人
ひと

は、神
かみさま

様と、彼
かれ

らに対
たい

する神
かみさま

様の愛
あい

について知
し

っていまし
たか？いいえ。では、神

かみさま

様のことを知
し

って
いる信

しんじんぶか

心深い人
ひと

たちは、多
おお

かったですか？
はい。神

かみさま

様は、これらの信
しんじんぶか

心深い人
ひとびと

々が、
人
ひとびと

々に対
たい

する神
かみさま

様の愛
あい

を全
ぜんせかい

世界にのべ伝
つた
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えるように望
のぞ

んでおられました。しかし彼
かれ

らは、本
ほんとう

当に神
かみさま

様を愛
あい

していたでしょうか？
本
ほんとう

当の意
い み

味で、十
じっかい

戒にしたがっていました
か？いいえ。それどころか、彼

かれ

らは神
かみ

のみ
子
こ

であられるイエス様
さま

を殺
ころ

したのでした。
そこまで恐

おそ

ろしいことをしてしまった人
ひと

でさ
えも、神

かみさま

様は愛
あい

しておられたと思
おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

その日
ひ

ペテロは神
しんでん

殿で、イエス様
さま

を殺
ころ

した人
ひと

たちでさえも、神
かみさま

様が
愛
あい

しておられることを話
はな

しました。神
かみさま

様は
その時

とき
もまだ、彼

かれ
らが他

た
の人

ひとびと
々に、神

かみさま
様

のことを伝
つた

えるように望
のぞ

んでおられたから
です。しかしそうするためには、彼

かれ
らを救

すく

うために来
こ

られたイエス様
さま

が、メシヤであ
ることを信

しん
じなくてはなりません。また彼

かれ

らは、イエス様
さま

にたよって、本
ほんとう

当の意
い み

味で
十
じっかい

戒にしたがうための力
ちから

を得
え

なくてはなり
ません。使

し と
徒 3:25,26。

ある人
ひと

たちは、足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

がいや
されたことと、イエス様

さま

のよみがえりにつ
いてペテロが説

せっきょう

教をしていることを、走
はし

っ
て祭

さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちに
報
ほうこく

告しにいったことでしょう。
祭
さ い し

司たちは、弟
で し

子たちが墓
はか

か
らイエス様

さま

の遺
い た い

体を盗
ぬす

み出
だ

し
たのであって、イエス様

さま

が生
い

き返
かえ

ったわけではないと主
しゅちょう

張
していました。マタイ 28:11-

15。

足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

がイエス様
さま

を信
しん

じていやされたことを聞
き

いて、祭
さ い し

司たちはどんな気
き も

持ちだったと思
おも

いますか？彼
かれ

らは怒
おこ

りましたが、同
ど う じ

時に怖
こわ

くなりました。祭
さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちは、
イエス様

さま

がよみがえられたのを知
し

っていま
した。イエス様

さま

が復
ふっかつ

活なさったことを、よ
くわかっていたのです。そして、イエス様

さま

の力
ちから

だけが、あの足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由な男
おとこ

をいや
すことができたことも、よくわかっていまし
た。ところが彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちがまちがっ
ていたことを認

みと

めるどころか、これまで
以
いじょう

上にますます心
こころ

をかたくなにしました。
彼
かれ

らは何
なに

をしましたか？使
し と

徒 4:1-3。

何
なん

と悲
かな

しいことでしょう！イエス様
さま

は、こ
れらの悪

あくにん

人たちを愛
あい

しておられました。そ
して、彼

かれ

らが心
こころ

を入
い

れかえる機
き か い

会を、い
つも与

あた

えておられました。ただし、だれに
対
たい

しても、ご自
じ ぶ ん

分を愛
あい

するように強
きょうせい

制する
ことは決

けっ

してありません。

考
かんが

えてみよう：サタンはあらゆる方
ほうほう

法を
用
もち

いて、人
ひとびと

々をイエス様
さま

にしたがわせない
ように力

ちから

をつくしてきました。しかしサタン
は、選

えら

ぶ自
じゆう

由をうばうことができたでしょう
か？いいえ。そしてイエス様

さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼
し、彼

かれ

にしたがうことを選
えら

ぶ人
ひと

は、ますま
す増

ふ

えていったのです。

金
き ん よ う び

曜日

牢
ろ う

獄
ごく

で一
い ち や

夜を明
あ

かした
ペテロとヨハ ネは、

翌
よくあさ

朝、役
やくにん

人らにつれられて、
大
だいさいし

祭司のいる法
ほうてい

廷へ引
ひ

き出
だ

されました。まもなく彼
かれ

らは、
大
おおぜい

勢の地
ち い

位の高
たか

い人
ひと

たちの
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前
まえ

に立
た

たされます。彼
かれ

らがペ
テロとヨハネにたずねた最

さいしょ
初

の質
しつもん

問は何
なん

でしたか？使
し と

徒

4:5-7。

ペテロとヨハネが立
た

ってい
たのは、数

すうしゅうかんまえ

週間前に、イエ
ス様

さま

が審
しんもん

問〔裁
さいばん

判での質
しつもん

問〕
をうけられたのと同

おな

じ場
ば し ょ

所
で、審

しんもん

問する祭
さ い し

司たちもイエ
ス様

さま

の裁
さいばん

判の時
とき

と同
おな

じでした。そこはまさ
に、臆

おくびょう

病だったペテロが、三
さん

度
ど

もイエス
様
さま

を知
し

らないと言
い

い切
き

った、あの場
ば し ょ

所で
す。しかし、ペテロはもう臆

おくびょうもの

病者ではあり
ません。祭

さ い し

司の質
しつもん

問に対
たい

して、ペテロ
が大

だいたん

胆に答
こた

えるようすが書
か

かれている
8-12 節

せつ

を読
よ

んでみましょう。

これらの祭
さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちには、
ペテロとヨハネがこれほどまでに力

ちから

ある
言
こ と ば

葉で語
かた

っていることが、まるで信
しん

じら
れませんでした。この弟

で し

子たちはとて
も貧

まず

しかったため、特
とくべつ

別な教
きょういく

育を受
う

け
たことはいちどもないはずです。ですか
ら指

し ど う し ゃ

導者たちには、イエス様
さま

がふたりの
弟
で し

子を助
たす

けて、勇
ゆうかん

敢に話
はなし

をさせておられ
ることが分

わ

かりました。13 節
せつ

。

足
あし

の不
ふ じ ゆ う

自由だった男
おとこ

がその場
ば

に立
た

って
いることが、ペテロの話

はな

すことが真
しんじつ

実だと
いう何

なに

よりの証
しょうこ

拠でした。そこで指
し ど う し ゃ

導者た
ちは話

はな

し合
あ

った上
うえ

で、ペテロとヨハネに、
イエスについて語

かた

るのをやめるように命
めい

じ
ました。15-18 節

せつ

。

弟
で し

子たちは、民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちの言
い

うこと
にしたがいましたか？それからどうなりま
したか？19-21 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：そこで起
お

こっ
ていることを見

み

て、サタンは
どう思

おも

っていたでしょう？ふた
りの弟

で し

子は、イエス様
さま

の約
やくそく

束
なさったとおり、聖

せいれい

霊が強
きょうりょく

力
な助

たす

け手
て

であることを、身
み

を
もって知

し

り始
はじ

めていたと思
おも

い
ますか？すでに聖

せいれい

霊は、どの
ようにその力

ちから

を示
しめ

していまし
たか？また、わたしたちの住

す

むこの世
せか い

界に
おいて、聖

せいれい

霊はその力
ちから

をどのようにあらわ
しておられますか？

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 3:4-1-22

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 6 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

わたしはずっと、このすばらしい鳥
とり

のことばかり考
かんが

え、話
はな

していまし
た。こんな鳥

とり
は、もちろん今

いま
までに、見

み

たことがありませんでした。わたしができ
るかぎりの「感

かんげき
激をあらわす言

ことば
葉」をすべ

て言
い

いつくし、息
いき

つぎのために話
はなし

をとめた
ところで、女

おんな
のお医

い し ゃ
者さんは

大
おおごえ

声で笑
わら

い出
だ

しました。彼
かのじょ

女
はわたしの話

はなし
を聞

き
きながら、

わたしができればラージャを
欲
ほ

しいと思
おも

っていることに気
き

づいたようでした。

得
と く い

意そうに目
め

を輝
かがや

かせなが
ら、お医

い し ゃ

者さんはわたしたち
に、ラージャの話

はなし

を聞
き

かせて
くれました。それから、彼

かのじょ

女
に赤

あか

ちゃんが生
う

まれてからの、ラージャの
やきもちを焼

や

く性
せいしつ

質や、いじわるな行
こうどう

動に
ついても話

はな

しました。お医
い し ゃ

者さんは、赤
あか

ちゃ
んに危

き け ん

険がおよぶのではないかと心
しんぱい

配し
ているようすでした。今

いま

では、ほんの一
いっしゅん

瞬
でも、赤

あか

ちゃんをひとりにするのは危
き け ん

険だ

と言
い

います。

彼
かのじょ

女は、いきなり私
わたし

のほう
を向

む

いて、「ラージャを、も
らってくれませんか？」とた
ずねました。

私
わたし

がラージャを欲
ほ

しいかですって！この
とつぜんの質

しつもん

問は、わたしが幼
おさな

かったこ
ろ、いつかアフリカへ旅

りょこう

行して、きれい
なおしゃべりオウムを持

も

って返
かえ

ることを
夢
ゆ め み

見ていたことを思
おも

い出
だ

させました。私
わたし

の
父
ちち

はアフリカに行
い

ったことがあって、オウ
ムが話

はな

すのを見
み

たり聞
き

いたりしたことがあ
りました。しかし私

わたし

は今
いま

、イン
ドにいます。たしかにこの国

くに

にも、たくさんのオウムがいま
す。でもその中

なか

のどれも、わ
たしは気

き

に入
い

りませんでした。
ほとんどが、ただぺちゃくちゃ
と、よくわからない鳴

な

き声
ごえ

を
出
だ

すだけでした。ところが今
いま

、
何
なんねん

年もたった今
いま

、夢
ゆめ

が現
げんじつ

実に
なろうとしていました。言

こ と ば

葉を
話
はな

す鳥
とり

を飼
か

う、という夢
ゆめ

です。

やさしく愛
あいじょう

情をこめてかごに入
い

れられた
ラージャが、わたしの手

て

にわたされました。
このありがたい贈

おく

り物
もの

が入
はい

ったかごをしっ
かりにぎって、さっさと帰

かえ

ろうとしたわたし
は、興

こうふん

奮のあまり、玄
げんかん

関の階
かいだん

段からころ

お話
はな

しひろば 

ラージャの新
あたら

しい家
い え

エルシー・ルイス・ローソン
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げ落
お

ちそうになったほどです。

しばらくして、ラージャは新
あたら

しい家
いえ

に着
つ

きました。ふたりの子
こ ど も

供たち、ベティー・ジュ
ンとアーキー・クレイグは、この新

あたら

しいペッ
トに大

おお

よろこびです。ラージャが話
はな

すのを
聞
き

いたときの、子
こ ど も

供たちのおどろきと興
こうふん

奮
は、もう大

たいへん

変なものでした。彼
かれ

らは何
なんにち

日も、
かごのそばに立

た

ったりすわったりして、ラー
ジャの笑

わら

い声
ごえ

、咳
せき

、泣
な

き声
ごえ

、またタミル
語
ご

でのおしゃべりを聞
き

きました。ラージャ
の芸

げい

を見
み

た子
こ ど も

供たちの笑
わら

い声
こえ

が響
ひび

きわた
ると、ラージャも笑

わら

います。

ラージャは四
し ろ く じ ち ゅ う

六時中、芸
げい

をするのに忙
いそが

し
くしていましたが、同

ど う じ

時に、新
あたら

しいことや
新
あたら

しい音
おと

も学
まな

んでいきました。彼
かれ

は、ふ
たりの子

こ ど も

供たちの名
な ま え

前を、おどろくほどの
速
はや

さで覚
おぼ

えました。ふたりが数
すうふん

分の間
あいだ

ラー
ジャを離

はな

れると、ラージャは「ベティー！
アーキー！」と呼

よ

びます。

さらにラージャは、すぐにキミーという、
飼
か

い犬
いぬ

の名
な ま え

前も覚
おぼ

えてくれました。飼
か

い主
ぬし

であるわたしたちの声
こえ

をあまりにもじょう
ずに真

ま ね

似るので、ラージャが「キミー！キ
ミー！」と呼

よ

ぶと、犬
いぬ

のキミーは起
お

き上
あ

がっ
て声

こえ

のするほうへ走
はし

って行
い

くのですが、そ
こでは、ラージャのばかにした笑

わら

い声
ごえ

を
あびせられるだけです。わたしたちといっ
しょに住

す

んでいる間
あいだ

、ラージャはずっとこ
のいたずらをしていました。キミーはうん
ざりしたと思

おも

いますが…。

次
つぎ

に、この鳥
とり

が覚
おぼ

えた名
な ま え

前は、「リリー」
と「ジョージ」でした。これは、わたした
ちの子

こ も

守りをしているインド人
じん

のメイドの、
子
こ ど も

供たちの名
な ま え

前です。

子
こ ど も

供たちが学
がっこう

校に行
い

っている間
あいだ

、ラー
ジャは「アーキー！ベティー！リリー！ジョー
ジ！」と呼

よ

びながら、家
いえじゅう

中を歩
ある

いていま
した。部

へ や

屋から部
へ や

屋をわたり歩
ある

くのです。
子
こ ど も

供たちが留
る す

守だとわかると、こんどは犬
いぬ

のキミーをさがし出
だ

して、からかって時
じ か ん

間
を過

す

ごすのでした。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

イエス様
さま

がこの世
せかい

界で人
ひとびと

々を教
おし

え、
いやしておられたころ、彼

かれ
には 12

人
にん

の特
とくべつ

別な弟
で し

子たちがいました。その中
なか

のひとりは、イエス様
さま

よりもお金
かね

を愛
あい

して
いました。ユダのことです。でも、お金

かね
は

ユダを幸
こうふく

福にしませんでした。イエス様
さま

が
亡
な

くなられた同
おな

じ日
ひ

に、ユダは自
みずか

ら首
くび

を
つって死

し
んでしまいまし

た。

では、何
なんにん

人の弟
で し

子が
残
のこ

ったでしょうか？11
人
にん

です。教
きょうかい

会は 12 人
にん

から始
はじ

まって、成
せいちょう

長す
ることになっていまし
た。ですからユダの代

か

わりに、もうひとり特
とくべつ

別
な人

じんぶつ

物が必
ひつよう

要でした。
その人

じんぶつ

物は、イエス様
さま

と長
なが

くいっしょにいて、

彼
かれ

を心
こころ

から愛
あい

する人
ひと

でなくてはいけませ
ん。

イエス様
さま

は 11 人
にん

の弟
で し

子たちに、彼
かれ

の
ことを他

た

の人
ひとびと

々に伝
つた

え、彼
かれ

の力
ちから

によって
奇
き せ き

跡を行
おこな

うように望
のぞ

んでおられました。ま
たほかの人

ひと

たちに、どうやってイエス様
さま

の
ために働

はたら

くかを教
おし

えなくてはなりませんで
した。

ユダはその特
とくべつ

別な弟
で し

子のひとりで、ほ
かの弟

で し

子たちは彼
かれ

のことを、イエス様
さま

の
すばらしい働

はたら

き手
て

にな
る人

じんぶつ

物だと思
おも

っていま
した。しかし、イエス
様
さま

はユダの心
こころ

をご 存
ぞん

じでした。弟
で し

子たちは
今
いま

、ユダに代
か

わる人
じんぶつ

物
を選

えら

びたかったのです
が、本

ほんとう

当にふさわしい
人
ひと

を選
えら

ばなくてはなら
ないと思

おも

いました。

そして、イエス様
さま

を
心
こころ

から愛
あい

し、彼
かれ

と多
おお

く

成
せいちょう

長する教
きょうかい

会

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「彼
かれ

らが祈
いの

り終
お

えると・・・一
いちどう

同は聖
せいれい

霊に満
み

たされて、

大
だいたん

胆に神
かみ

の言
こ と ば

葉を語
かた

りだした。」

使
しとぎょうでん

徒行伝 4:31

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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の時
じ か ん

間をすごしたことのあるふたりの人
じんぶつ

物
にしぼりました。それから熱

ねっしん

心に祈
いの

った
11 人

にん

に、イエス様
さま

は、どちらの者
もの

を選
えら

ぶ
べきかをお示

しめ

しになりました。使
し と

徒 1:23-

26。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、わたしたち
の心
こころ

をご存
ぞん

じですか？また、わたしたちが
彼
かれ

に仕
つか

える最
さいぜん

善の方
ほうほう

法もご存
ぞん

じですか？

月
げつようび

曜日

最
さ い

初
しょ

、使
し と

徒たちはイエス様
さま

から命
めい

じられたとおりエルサレムで伝
でんどう

道
し、教

おし
えを説

と
きました。彼

かれ
らの働

はたら
きは、

聖
せいれい

霊の力
ちから

によって祝
しゅくふく

福されました。イエス
様
さま

が今
いま

も生
い

きておられ、聖
せいれい

霊をとおして
弟
で し

子たちと共
とも

におられることを知
し

らしめる
ために、神

しんでん
殿の門

もん
でペテロとヨハネにお

こなわせた奇
き せ き

跡は何
なん

でしたか？あなたは、
その物

ものがたり
語を話

はな
すことができますか？その

日
ひ

、何
なんめい

名の人
ひと

がイエス様
さま

を信
しん

じる選
えら

びを
しましたか？使

し と
徒 4:4。

ペテロとヨハネを牢
ろうごく

獄に入
い

れた祭
さ い し

司と
民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちは、翌
よくあさ

朝、ふたりの弟
で し

子に、
これ以

いじょう

上イエスについて説
せっきょう

教しても教
おし

えて
もいけないと警

けいこく

告しました。ではペテロと
ヨハネは、その警

けいこく

告にしたが
うと約

やくそく

束しましたか？いいえ。
ふたりはもう、何

なに

も恐
おそ

れません
でした。祭

さ い し

司たちに言
い

いわた
されてから、ふたりはどこへ行

い

きましたか？23 節
せつ

。

仲
な か ま

間のみんなが、ふたりの
話
はなし

にどれほど熱
ねっしん

心に聞
き

き入
い

っ

たか、 想
そうぞう

像できますか？話
はな

し終
お

えると、
神
かみさま

様がその偉
い だ い

大な力
ちから

をあらわして下
くだ

さった
ことをみんなで感

かんしゃ

謝し、賛
さ ん び

美しました。彼
かれ

らは、勇
ゆうかん

敢でいられるように、また、神
かみさま

様
がイエス様

さま

のみ名
な

をとおして、これからも
すばらしい奇

き せ き

跡を起
お

こしつづけて下
くだ

さるよ
うにと祈

いの

りました。24,29,30 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：聖
せいれい

霊の力
ちから

によって、弟
で し

子
たちは、イエス様

さま

が亡
な

くなられる前
まえ

と後
あと

で
どのように変

か

わりましたか？聖
せいれい

霊は、わた
したちがイエス様

さま

のために勇
ゆうかん

敢になれるよ
うに、助

たす

けたいと望
のぞ

んでいますか？

火
か よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちは、イエス様
さま

について大
だいたん

胆
に語

かた
ることができるように、神

かみさま
様

に助
たす

けを求
もと

め、祈
いの

っていました。神
かみさま

様が
彼
かれ

らの祈
いの

りをお聞
き

きになったしるしとして、
何
なに

が起
お

きましたか？使
し と

徒 4:31。

この聖
せ い く

句によれば、そこにいた人
ひとびと

々のう
ち、何

なんめい

名が聖
せいれい

霊にみたされましたか？

その日
ひ

、聖
せいれい

霊はふたたび弟
で し

子たちの心
こころ

をみたし、イエス様
さま

にしたがうことを選
えら

ん
だ何

なんぜんにん

千人もの人
ひとびと

々の心
こころ

もみたしました。こ
れらの人

ひとびと

々が、聖
せいれい

霊をとおしてイエス様
さま

を心
こころ

に住
す

まわせた結
け っ か

果、何
なに

が
起
お

こりましたか？３つあげてく
ださい。32 節

せつ

。

まず人
ひとびと

々は、「心
こころ

をひとつ
に、思

おも

いをひとつに」しました。
彼
かれ

らの心
こころ

は、まるでひとりの
人
ひと

、ひとつの心
こころ

であるかのよう
に、互

たが

いに一
い っ ち

致したのです。
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２つ目
め

に、全
ぜんいん

員が、持
も

ち物
もの

のすべては
神
かみさま

様からの贈
おく

り物
もの

であることを知
し

りました。
神
かみさま

様こそが、世
せかいじゅう

界中のすべてのものの持
も

ち主
ぬし

であられます。子
こ ど も

供たちが「これは
わたしのだよ。返

かえ

して」と言
い

って、互
たが

いに
とり合

あ

いをしているのを見
み

たことはありま
せんか？イエス様

さま

は子
こ ど も

供のころ、同
おな

じよう
なことをしましたか？

３つ目
め

に、すべての持
も

ち物
もの

を「共
きょうゆう

有に
していた」という意

い み

味は、彼
かれ

らが持
も

ってい
るものは何

なん

でも、必
ひつよう

要とする仲
な か ま

間に分
わ

け
与
あた

えたということです。

考
かんが

えてみよう：多
おお

くの新
あたら

しい信
しんじゃ

者たちの、
お互

たが

いへの態
たい ど

度について、あなたはどう
思
おも

いますか？イエス様
さま

がわたしたちの心
こころ

に
住
す

まれるとき、わたしたちは利
り こ て き

己的〔わが
まま〕になるでしょうか？けんかや言

い

い争
あらそ

いをするでしょうか？互
たが

いに意
い じ わ る

地悪なこと
を言

い

うでしょうか？自
じぶん

分の思
おも

いどおりになら
ないときは、すねて口

くち

をとがらせるでしょ
うか？

水
すいようび

曜日

イエス様
さま

にしたがう多
おお

くの人
ひと

たち
は、ほかの人

ひと
たちとはちがってい

ました。なぜちがっていたのか、考
かんが

えてみ
ましょう。いつでもほかの人

ひと
に親

しんせつ
切で、人

ひと

の役
やく

に立
た

ちたいとう性
せいしつ

質を、わたしたちは
生
う

まれつきもっていますか？私
わたし

たちは自
しぜん

然
に、どんな時

とき
でもわがままをせず、自

じ ぶ ん
分

の物
もの

を人
ひと

に分
わ

けてあげようとするでしょう
か？いいえ。わたしたちは生

う
まれつき、そ

のような善
ぜん

を行
おこな

う気
き も

持ちがあるわけでは

ありません。

罪
つみ

がこの世
せ か い

界に入
はい

って以
い ら い

来、わたした
ち人

にんげん

間はわがままで、何
なん

でも「自
じ ぶ ん じ し ん

分自身
のやりかた」をとおしたいという性

せいしつ

質をもっ
て生

う

まれてきました。そして、イエス様
さま

が
わたしたちの心

こころ

に住
す

んでくださらないかぎ
り、その「自

じ ぶ ん じ し ん

分自身のやりかた」はサタ
ンのやりかたなのです。イエス様

さま

が心
こころ

に
住
す

んでくだされば、わたしたちはイエス様
さま

に似
に

た者
もの

となることができます。しかしイ
エス様

さま

の助
たす

けがなければ、そうなることは
できません。なぜなら私

わたし

たちは、生
う

まれ
つきサタンに似

に

た者
もの

だからです。

イエス様
さま

にしたがっていた人
ひと

たちは、イ
エス様

さま

のようにふるまいました。なぜなら、
イエス様

さま

が彼
かれ

らの心
こころ

におられたからです。
イエス様

さま

にしたがう前
まえ

と後
あと

では、そのちが
いがだれの目

め

にも明
あき

らかでした。

イエス様
さま

を選
えら

んだ人
ひと

たちが、実
じつ

に様
さまざま

々
な身

み ぶ ん

分や職
しょくぎょう

業、年
ねんれい

齢や境
きょうぐう

遇にわかれて
いたことを考

かんが

えてみて下
くだ

さい。裕
ゆうふく

福な人
ひと

、
貧
まず

しい人
ひと

、老
ろうじん

人、若
わかもの

者や幼
おさな

い子
こ ど も

供、そし
て彼

かれ

らの両
りょうしん

親などです。高
たか

い教
きょういく

育を受
う

け
た人

ひと

もいましたし、いちども学
がっこう

校へかよっ
たことのない人

ひと

もいました。中
なか

には祭
さ い し

司
や地

ち い

位の高
たか

い人
じんぶつ

物、たとえばニコデモや
アリマタヤのヨセフのような人

ひと

たちもいま
した。このふたりが、十

じ ゅ う じ か

字架で亡
な

くなられ
たイエス様

さま

のご遺
い た い

体をひきとったのでし
た。彼

かれ

らも今
いま

では、イエス様
さま

にしたがう多
おお

くの人
ひと

たちの中
なか

にいました。

考
かんが

えてみよう：もしわたしたちがイエス様
さま

に似
に

た者
もの

となったら、まわりの人
ひと

たちはそ
のことに気

き

づくでしょうか？わたしたちは、
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どのようにふるまうようになりますか？

木
もくようび

曜日

この世
せ か い

界におられた間
あいだ

、イエス様
さま

は、真
し ん り

理の種
たね

を幾
いくせんまん

千万もの人
ひと

た
ちの心

こころ
に植

う
えつけられました。今

いま
になっ

てこれらの人
ひと

たちは、彼
かれ

らの教
きょうし

師たちが
真
し ん り

理を教
おし

えていなかったことを知
し

りまし
た。そして、長

なが
い間

あいだま
待ちわびていた偉

い だ い
大

なメシヤが、イエス様
さま

であったことを知
し

り
ました。この世

せかい
界に来

こ
られて、わたしたち

のために生
い

き、死
し

んで下
くだ

さったイエス様
さま

こ
そが、人

じんるい
類の救

すく
い主

ぬし
だったのです。

約
やくそく

束どおりイエス様
さま

は、ほかの人
ひと

たち
に彼

かれ

のことを伝
つた

えるための特
とくべつ

別な力
ちから

を与
あた

える聖
せいれい

霊を送
おく

ってくださいました。そして
聖
せいれい

霊は、神
かみ

の国
くに

について、またイエス様
さま

に似
に

た者
もの

になることについて理
り か い

解させるた
めに、何

なんぜんなんまん

千何万もの人
ひと

たちを助
たす

けておら
れました。

祭
さ い し

司と民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちは、イエス様
さま

が
死
し

ねば、人
ひとびと

々は彼
かれ

のことを忘
わす

れてしまう
だろうと思

おも

っていまし
た。本

ほんとう

当にそうなりま
した か？い い え。 彼

かれ

らは弟
で し

子たちをおどし
て、イエス様

さま

について
話
はな

すのをやめさせよう
としましたが、できま
せんでした。イエス様

さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、彼
かれ

に
したがうことを選

えら

ぶ人
ひと

は、ますます増
ふ

えるば

かりです。イエス様
さま

のことを伝
つた

える弟
で し

子た
ちが、勇

ゆうかん

敢に、大
だいたん

胆に語
かた

ることができるよ
うに聖

せいれい

霊が助
たす

けていたので、彼
かれ

らは何
なに

も
恐
おそ

れませんでした。使
し と

徒 4:33。

考
かんが

えてみよう：聖
せいれい

霊は今
いま

でも、世
せかいじゅう

界中
の人

ひとびと

々がイエス様
さま

について学
まな

ぶのを助
たす

け
ておられますか？そのお手

てつ だ

伝いをするため
に、あなたはどんなことをしていますか？

金
きんようび

曜日

森
も り

の木
き ぎ

々には数
かぞ

えきれないほどの葉
は

がありますが、たとえ同
おな

じ木
き

につ
いている葉

は
でも、ひとつひとつがちがうと

いうことを、だれかから聞
き

いたことはあり
ませんか？また雪

ゆき
の結

けっしょう
晶は、ふたつとして

まったく同
おな

じ形
かたち

のものはないことを、習
なら

っ
たことがありますか？

この世
よ

に、あなたとまったく同
おな

じ人
ひと

がい
ますか？双

ふ た ご

子の中
なか

には、ひじょうによく似
に

ていて、なかなか見
み わ

分けがつかない人
ひと

た
ちもいますね。それでも、よく似

に

た双
ふ た ご

子の
母
ははおや

親は、ふたりの子
こ

を見
み わ

分けることがで
きるのです。世

せかいじゅう

界中
をさがしても、まった
く同

おな

じ人
ひと

がふたり存
そんざい

在
することはありませ
ん。ですから私

わたし

たち
は、一

ひ と り

人ひとりがとて
も特

とくべつ

別なのです。

イエス様
さま

は、 みん
ながまったく同

おな

じ人
にんげん

間
になるようにとは、望

のぞ

んでおられませんでし
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た。ですから、これまで生
せいぞん

存した一
ひ と り

人ひと
りの人

にんげん

間は、皆
みな

ほかの人
ひと

とはちがうので
す。目

め

や皮
ひ ふ

膚の色
いろ

、または髪
かみ

の毛
け

の色
いろ

が
同
おな

じ人
ひと

たちはいますね。同
おな

じ言
こ と ば

葉を話
はな

す
人
ひと

たちもいます。けれども、わたしたちは
皆
みな

、いろいろなところがほかの人
ひと

とはちが
うのです。

互
たが

いにちがっている者
もの

どうしが、いつで
も仲

な か よ

良くできるでしょうか？多
おお

くの場
ば あ い

合、人
ひと

によって考
かんが

え方
かた

はちがいます。好
す

きな食
た

べ物
もの

もちがうでしょうし、好
す

きなこと、やり
たいこともちがうでしょう。そして、わたし
たちが皆

みな

、生
う

まれつき利
り こ て き

己的〔わがまま〕
であるために、ほかの人

ひと

も自
じ ぶ ん

分と同
おな

じもの
を好

す

きになるべきだとか、自
じ ぶ ん

分のやりたい
ことをみんなもやるべきだと、つい思

おも

って
しまうのです。

聖
せいれい

霊をとおしてイエス様
さま

がわたしたちの
心
こころ

におられるなら、互
たが

いにちがっていたと
しても、愛

あい

し合
あ

うことができるようになりま
す。弟

で し

子たちの話
はなし

を聞
き

いてイエス様
さま

にし
たがった人

ひと

たちは、まさにそうでした。彼
かれ

らは互
たが

いに助
たす

け合
あ

い、そして愛
あい

し合
あ

ってい
ました。

考
かんが

えてみよう：このように教
きょうかい

会が成
せいちょう

長して
いくのを見

み

て、サタンはよろこんでいたで
しょうか？聖

せいれい

霊がなさっていることを、彼
かれ

は
台
だい な

無しにしたいと思
おも

っていましたか？

もっと学
まな

ぼう！
★使

しとぎょうでん

徒行伝 1:23-26; 4:23-33; 

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ上
じょうかん

巻 p.70-71
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

ラージャの食
しょくじ

事には、
レタスかほうれん

草
そう

などの 青
あおやさい

野 菜、 砕
くだ

いた
豆
まめ

、果
くだもの

物など、何
なん

でもその季
き せ つ

節にとれる
物
もの

を食
た

べさせます。好
こうぶつ

物はバナナとグアバ
です。また、いろんな種

しゅるい
類の昆

こんちゅう
虫も好

す
き

でした。

インドでは、もし鳥
とり

を上
じょうず

手に話
はな

せるよう
にしたければ、青

あ お と う が ら し

唐辛子を毎
ま い に ち た

日食べさせ
るべきだと信

しん

じられていたので、ラージャ
のかごにはいつでも、唐

と う が ら し

辛子をぶら下
さ

げ
ていました。ほかにもインド人

じん

は、ニン
ニクにすばらしい薬

やっこうせいぶん

効成分が含
ふく

まれてい
ると考

かんが

えていました。ニンニクは、鳥
とり

や
ニワトリの病

びょうき

気のほとんどに効
こ う か

果のある、
万
ばんのうやく

能薬と考
かんが

えられていました。ですから
ラージャのかごには、ニンニクも下

さ

げられ
ていました。当

とうぜん

然、鳥
とり

かごがすてきな匂
にお

いになるわけはないのですが、唐
と う が ら し

辛子で
話
はなし

が上
じょうず

手になり、ニンニクで病
びょうき

気を予
よ ぼ う

防
できるのなら、においにも耐

た

えることがで
きました。

食
しょくじ

事のとき、ラージャは子
こ ど も

供たちの横
よこ

にすわることになりました。でも、これが
一
いちばん

番いいやり方
かた

だったとは思
おも

っていませ
ん。ラージャは自

じ ぶ ん

分の近
ちか

くにおかれたもの
を、片

かた

っぱしから味
あ じ み

見していったからです。
何
なん

とかしなくてはなりませんでした。ラー
ジャを食

しょくたく

卓につかせるなら、お行
ぎょうぎ

儀よく食
た

べることを学
まな

ばせなくてはなりません。

そこで、長
なが

いあいだ使
つか

われていなかっ
た、 古

ふる

い、 背
せ

の高
たか

い子
こ ど も よ う

供用の椅
い す

子を、
子
こ ど も

供たちの間
あいだ

におきました。２枚
まい

の皿
さら

と、ベティのお人
にんぎょう

形ティーセットの小
こ ざ ら

皿を、
ラージャのお皿

さら

にしました。ラージャは、
これがとても気

き

に入
い

っていました。

夕
ゆうしょく

食のベルが鳴
な

るとすぐに、ラージャは
一
いっちょくせん

直線に背
せ

の高
たか

い椅
い す

子に向
む

かいます。お
皿
さら

がからになると、ラージャはお皿
さら

の端
はし

を気
き

どって歩
ある

き回
まわ

ります。そしてはげしい
口
くちょう

調で「パン！バター！ココア！」と叫
さけ

びま
す。この要

ようきゅう

求は、食
た

べ物
もの

がもって来
こ

られる
までずっとつづきます。

くる日
ひ

も来
く

る日
ひ

も、ラージャの文
も ん く

句はつ
づきました。これも、どうにかしなくては
いけません。特

とく

に食
しょくじ

事のお祈
いの

りのあいだ
は、静

しず

かにする習
しゅうかん

慣を身
み

につけさせなく
てはいけません。それができないのなら、
台
だいどころ

所で犬
いぬ

といっしょに食
た

べさせるしかあり
ません。

子
こ ど も

供たちは、この新
あたら

しいお友
とも

だちに、ど
うしても食

しょくたく

卓にいてほしかったので、ラー

お話
はな

しひろば 

ラージャ、 テーブルマナーを習
な ら

う
エルシー・ルイス・ローソン
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ジャがうまくできるように協
きょうりょく

力しました。も
ちろん私

わたし

たちおとなも、できるだけのこと
をしました。お祈

いの

りが終
お

わるまで、食
しょくたく

卓
には一

いっさい

切、食
た

べ物
もの

をのせませんでした。
そしてついに、教

おし

えようとしていること
を、ラージャは理

り か い

解するようになりまし
た。以

い ら い

来、食
しょくたく

卓で問
もんだい

題が起
お

こることは、
一
いっさい

切なくなりました。自
じ ぶ ん

分の
椅
い す

子におかれている盆
ぼん

に止
と

ま
り、頭

あたま

を一
いっぽう

方にぴんとたてて
すわります。ラージャの目

め

は、
多
おお

くの九
きゅうかんちょう

官鳥に特
とくゆう

有の、賢
かしこ

くて生
な ま い き

意気そうな目
め

です。お
祈
いの

りの言
こ と ば

葉が終
お

わるやいな
や、ラージャは自

じ ぶ ん

分の要
ようきゅう

求を
ありったけの大

おおごえ

声で叫
さけ

びます。
「ボーイ君

くん

！パン！バター！コ
コア！」

「ボーイ君
くん

」というのは、わが家
や

で料
りょうり

理
を作

つく

っている青
せいねん

年のことです。子
こ ど も

供たちが
何
なに

か必
ひつよう

要なときに、「ボーイ君
くん

、あれとこ
れを持

も

ってきて」と呼
よ

ぶので、ラージャは
すぐにその名

な ま え

前を覚
おぼ

えましたし、「ボーイ
君
くん

」という呼
よ

び名
な

が、何
なに

か食
た

べ物
もの

に関
かんけい

係
することもわかるようになりました。

小
ちい

さい子
こ ど も

供たちが好
す

き嫌
きら

いをするよう
に、ラージャにも好

こうぶつ

物と苦
に が て

手なものがあり
ました。彼

かれ

が苦
に が て

手だったもののひとつは、
かわいたパンでした。ほかに食

た

べるもの
があるときには、かわいたパンに手

て

をつ
けませんでした。子

こ ど も

供たちがラージャをか
らかいたいときは、かわいたパンを少

すこ

し
ラージャのお皿

さら

において、ラージャがどう
するのかようすを見

み

ます。ラージャは頭
あたま

を
一
いっぽう

方にぴんとたてて、パンに目
め

をやります。

それから、パンをつまんでひっくり返
かえ

しま
す。パンの両

りょうめん

面ともかわいていたら、彼
かれ

はうんざりした声
こえ

で、「ボーイ君
くん

！バター！
バター！」と叫

さけ

びます。すると子
こ ど も

供たちは、
賢
かしこ

いラージャへのごほうびに、ぶ厚
あつ

くバ
ターをぬってあげるのです。

ラージャは、ある種
しゅ

の昆
こんちゅう

虫
が大

だいこうぶつ

好物でした。羽
はね

アリやイ
ナゴ、コオロギは特

とく

にお気
き

に
入
い

りでした。食
しょくじ

事の終
お

わりは
いつでも、大

だ い す

好きな昆
こんちゅう

虫で
しめくくりたいと思

おも

っていまし
た。アーキー・クレイグは、
新
しんせん

鮮な昆
こんちゅう

虫を網
あみ

でつかまえ
て、ポケットに入

い

れていまし
た。こうすれば、ラージャに
デザートをあげられますから。

何
なに

かの理
り ゆ う

由で、食
しょくじ

事の最
さ い ご

後に昆
こんちゅう

虫が
用
よ う い

意されていないときは、アーキー・クレ
イグの肩

かた

に飛
と

んで行
い

き、彼
かれ

の耳
みみ

をやさしく
つまんで「アーキー、虫

むし

！アーキー、虫
むし

！」
と言

い

います。ペットをよろこばせようと、
アーキーはポケットに手

て

を入
い

れて昆
こんちゅう

虫をと
り出

だ

し、それをあげるのでした。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

エルサレムにあるイエス様
さま

の 教
きょうかい

会
は、ますます成

せいちょう
長しています。イ

エス様
さま

が聖
せいれい

霊をとおして、弟
で し

子たちにすば
らしい力

ちから
をお与

あた
えになっているのが、だれ

の目
め

にもわかりました。おどろくべき奇
き せ き

跡
が次

つぎつぎ
々になされ、人

ひとびと
々はイエス様

さま
を愛

あい
し、

信
しんらい

頼し、彼
かれ

にしたがう選
えら

びをしていました。

人
ひとびと

々は、十
じっかい

戒の本
ほんとう

当の意
い み

味を学
まな

びま
した。すると、それまで教

おし

えられてきた、
人
にんげん

間によって作
つく

り上
あ

げられたたくさんの
規
き そ く

則が、実
じつ

は神
かみさま

様の規
き そ く

則
ではなかったことに気

き

がつ
きました。 彼

かれ

らは 今
いま

、 心
こころ

をつくして神
かみさま

様を愛
あい

するこ
とと、自

じ ぶ ん

分を愛
あい

するように
他
た に ん

人を愛
あい

することを学
まな

んで
いました。

あまりにもたくさんの人
ひと

がイエス様
さま

を信
しん

じるように
なったので、 祭

さ い し

司と民
たみ

の

指
し ど う し ゃ

導者たちは怒
おこ

っていました。そこで彼
かれ

らは、なんとかして、弟
で し

子たちが教
おし

えたり
説
せっきょう

教したりするのをやめさせようと、あら
ゆる手

て

をつくしました。

多
おお

くの人
ひと

たちが、イエス様
さま

への信
しんこう

仰を
持
も

ったため苦
くる

しみにあいました。ある者
もの

た
ちは、家

か ぞ く

族を離
はな

れなくてはなりませんでし
た。いったい、どこへ行

い

けばよいのでしょ
う？どうやって、食

た

べ物
もの

を手
て

に入
い

れたらよ
いのでしょう？

イエス様
さま

はこのような人
ひと

たちに、ほか
の信

しんじゃ

者たちを用
もち

いて、家
いえ

や食
た

べ物
もの

をお与
あた

えになりました。家
いえ

や食
た

べ物
もの

のある信
しんじゃ

者
たちは、生

い

きるのに必
ひつよう

要な
ものが不

ふ そ く

足している人
ひと

たち
と、すべてを分

わ

け合
あ

いまし
た。中

なか

には、 助
たす

けを必
ひつよう

要
としている人

ひと

たちのために
使
つか

ってもらおうと、弟
で し

子た
ちにお金

かね

をわたす者
もの

もいま
した。また、ほかの人

ひと

を助
たす

けるために、土
と ち

地を売
う

った
お金

かね

をささげる者
もの

もいまし

やぶられた約
やくそく

束

第
だい

7 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「正
ただ

しい人
ひと

は、偽
いつわ

りを憎
にく

む。」

箴
しんげん

言 13:5

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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た。

考
かんが

えてみよう：エルサレムの献
けんしんてき

身的な
信
しんじゃ

者たちをごらんになって、イエス様
さま

はど
う思
おも

われたでしょう？

月
げ つ よ う び

曜日

エル サレムの 教
きょうかい

会 は、 ますます
成
せいちょう

長 していきました。信
しんじゃ

者たち
は互

たが
いに持

も
ち物

もの
を分

わ
け合

あ
い、愛

あい
し合

あ
い、

このようにしてすべての信
しんじゃ

者が養
やしな

われまし
た。お腹

なか
をすかせた人

ひと
は、いなくなりまし

た。衣
い ふ く

服や住
す

む家
いえ

がなくて困
こま

っている人
ひと

は、ひとりもいません。みんなが喜
よろこ

んです
べての物

もの
を分

わ
け合

あ
ったので、イエス様

さま
にし

たがったために苦
くる

しみを受
う

けている人
ひと

を
助
たす

けるためのお金
かね

が、十
じゅうぶん

分にありました。

困
こま

っている人
ひと

たちのために、 喜
よろこ

んで
自
じ ぶ ん

分たちのお金
かね

をささげた人
ひと

たちの中
なか

に
は、イエス様

さま

の信
しんじゃ

者となったニコデモと
ヨセフもいました。彼

かれ

らは裕
ゆうふく

福でした。も
うひとり、ヨセフという名

な

の人
ひと

は、弟
で し

子
たちにとって大

おお

きな助
たす

けとなり、「バルナ
バ〔励

はげ

ましの子
こ

〕」と呼
よ

ばれたほどでした。
バルナバは、弟

で し

子たちをど
のように助

たす

けましたか？使
し と

徒

4:36,37。

ほかにもふたりの信
しんじゃ

者が、
自
じ ぶ ん

分たちの土
と ち

地を売
う

り、代
だいきん

金
のすべてを多

おお

くの新
あたら

しい信
しんじゃ

者
たちを援

えんじょ

助するためにささげ
ると約

やくそく

束しました。アナニヤ
と妻

つま

のサッピラでした。もち
ろん弟

で し

子たちは、このふたり

の申
もう

し出
で

に感
かんしゃ

謝しました。使
し と

徒 5:1。

明
あ す

日は物
ものがたり

語のつづきで、アナニヤとサッ
ピラが、自

じ ぶ ん

分たちの約
やくそく

束を守
まも

ったかどうか
について学

まな

びます。

考
かんが

えてみよう：いちど約
やくそく

束をしたら、ど
うするべきですか？約

やくそく

束したのに考
かんが

えを変
か

えたり、それをやぶったりするのは、正
ただ

し
いことですか？では、神

かみさま

様に約
やくそく

束をしたと
きは、どうでしょう？神

かみさま

様との約
やくそく

束はもっと
重
じゅうよう

要で、きちんと守
まも

るべきではないです
か？

火
か よ う び

曜日

アナニヤとサッピラは、自
じぶん

分たちの
土
と ち

地を売
う

ったお金
かね

を、弟
で し

子たちに
ささげる約

やくそく
束をしていました。ところが家

いえ

に帰
かえ

ってよく考
かんが

えると、全
ぜ ん ぶ

部ささげる約
やくそく

束
をしなければよかったと後

こうかい
悔してしまいま

した。そこで、土
と ち

地を売
う

った代
だいきん

金の一
い ち ぶ

部
を手

てもと
元に残

のこ
しておきたいと思

おも
いました。で

も、もうすでに約
やくそく

束してしまったことです。
ふたりはどうするのでしょう？

アナニヤとサッピラは、 みんな から
利
り こ て き

己的〔自
じ ぶ ん

分の利
り え き

益だけ
をもとめるようす 〕 だと
思
おも

われたくなかったので、
土
と ち

地を売
う

った値
ね だ ん

段をだれ
にも言

い

わないことにしまし
た。こうすれば、 代

だいきん

金の
一
い ち ぶ

部をごまかして自
じ ぶ ん

分のも
のにしても、だれにも知

し

ら
れずにすみます。弟

で し

子たち
もほかの人

ひと

たちも、これま
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でどおり自
じ ぶ ん

分たちのことを、よく思
おも

ってくれ
るでしょう。

弟
で し

子たちに全
ぜんざいさん

財産をささげた人
ひと

には、
困
こま

っている人
ひと

たちと同
おな

じように、食
た

べ物
もの

で
も何

なん

でも、必
ひつよう

要なものが与
あた

えられることを、
アナニヤとサッピラは知

し

っていました。こ
うして彼

かれ

らは、援
えんじょ

助を受
う

けながらも、だれ
にも知

し

られずに、たくさんのお金
かね

をたくわ
えることができると思

おも

っていました。

では、アナニヤとサッピラのこの計
けいかく

画は、
正
せいとう

当なもの〔道
ど う り

理にかなっていて正
ただ

しいこ
と〕でしたか？人

ひ と し

知れずお金
かね

をもっていな
がら、お金

かね

のないふりをして援
えんじょ

助をもらっ
てよいのでしょうか？も
ちろん、だめですね。
しかもアナニヤとサッ
ピラは、それが悪

わる

いこ
とだと知

し

っていました。
知
し

っていながら、結
けっきょく

局
そうすることに決

き

めた
のです。

アナニヤとサッピラ
は、 手

て も と

元 に残
のこ

してお
く金

きんがく

額を決
き

めました。
それからアナニヤは、
残
のこ

ったお 金
かね

をささげ
るために、ペテロのところへ行

い

きました。
使
し と

徒 5:2。

アナニヤを見
み

たペテロは、それからお
金
かね

に目
め

を向
む

け、悲
かな

しくなってしまいました。
アナニヤとサッピラがしたことを、聖

せいれい

霊が
ペテロに教

おし

えたのです。ペテロは、イエ
ス様

さま

も悲
かな

しんでおられることを知
し

っていま
した。このあとに起

お

こったことについては、

明
あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、すべての人
ひと

のす
べてのことについてご存

ぞん

じですか？はい。
わたしたちは、だれかをだますことはでき
ても、神

かみさま

様をだますことができるでしょう
か？

水
す い よ う び

曜日

アナニヤはペテロに、自
じぶん

分が売
う

った
土
と ち

地の代
だいきん

金の全
ぜ ん ぶ

部をわたしたふり
をしていました。ところが、ペテロは彼

かれ
に

何
なん

とたずねましたか？
使
し と

徒 5:3,4。

ペテロにほめられる
代
か

わりに、アナニヤは、
たとえ真

しんじつ

実でないこと
を話

はな

しても、神
かみさま

様はす
べてをご存

ぞん

じであるこ
とを知

し

らされました。

アナニヤとサッピラ
は、全

ぜんざいさん

財産を神
かみさま

様にさ
さげる約

やくそく

束をしなけれ
ばよかったのです。残

のこ

しておくお金
かね

と、献
けんきん

金
するお金

かね

の額
がく

をふたりで決
き

めてもよかった
のです。しかし、全

ぜんざいさん

財産をささげる約
やくそく

束し
てしまった以

いじょう

上、その約
やくそく

束を守
まも

るべきでし
た。約

やくそく

束を守
まも

っているふりをすることは、
うそをついているのと同

おな

じことです。その
時
とき

、そこにいた人
ひと

たちみんなが、神
かみさま

様に
うそをつくのがどれほど危

き け ん

険なことかを
知
し

ったのでした。その出
で き ご と

来事に、人
ひとびと

々は
大
たいへん

変なショックを受
う

けました。5,6 節
せつ

。
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３時
じ か ん

間ほどたってから、
サッピラがやってきました。
アナニヤが お 金

かね

を いくら
もってきたのか、ペテロに
はわかっています。ペテロ
はサッピラに、何

なん

とたずね
ましたか？7,8 節

せつ

。

サッピラも、アナニヤの
ようにうそを言

い

いました。
ペテロはどんなにがっかり
したことでしょう！ペテロが
サッピラと話

はな

していると、足
あしおと

音が聞
き

こえま
した。それは、アナニヤを墓

はか

に入
い

れてもどっ
てきた若

わかもの

者たちでした。それから、何
なに

が
起
お

こりましたか？9,10 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：おそらくアナニヤとサッピ
ラは、神

かみさま

様との約
やくそく

束をやぶっても、大
たい

した
ことはないと考

かんが

えていたのでしょう。そして、
うそをつきました。しかし、神

かみさま

様との約
やくそく

束
をやぶっている人

ひと

は、ほかにも大
おおぜい

勢いるの
ではありませんか？神

かみさま

様はなぜ、これほど
すみやかにアナニヤとサッピラを罰

ばっ

したの
でしょうか？明

あ す

日、そのことについて考
かんが

えて
みましょう。

木
も く よ う び

曜日

だれかと約
やくそく

束していながら、気
き

がか
わったら勝

か っ て
手に変

か
えてもいいので

しょうか？私
わたし

たちは、勝
か っ て

手に約
やくそく

束をやぶ
る人

ひと
を信

しんよう
用できますか？

神
かみさま

様との約
やくそく

束はどうでしょう？10 分
ぶん

の１
献
けんきん

金とは何
なに

か、あなたは覚
おぼ

えていますか？
10 分

ぶん

の１は、だれのものですか？イエス

様
さま

にしたがうという約
やくそく

束に
は、10 分

ぶん

の１をささげるこ
ともふくまれています。

だれかがわたしに 1,000
円
えん

をくれたとしたら、それ
は全

ぜ ん ぶ

部わたしのものです
か？ちがいますね。では、
そのうちのいくらが、神

かみさま

様
のものですか？100 円

えん

です
ね。本

ほんとう

当はすべてが神
かみさま

様
のものですが、神

かみさま

様は 10
分
ぶん

の１を返
かえ

すよう私
わたし

たちに求
もと

めておられ
ます。では、もし 10 分

ぶん

の１であるその
100 円

えん

を使
つか

ってしまったら、わたしは何
なに

を
したことになるのでしょう？神

かみさま

様から盗
ぬす

ん
だことになるのです。

献
けんきん

金についてはどうでしょう？ふつうの
献
けんきん

金は、10 分
ぶん

の１献
けんきん

金とはちがいます
か？そうですね。ふつうの献

けんきん

金であれば、
自
じ ぶ ん

分で決
き

めた額
がく

をささげてよいのです。

もしわたしが神
かみさま

様に対
たい

して、ある額
がく

のお
金
かね

を献
けんきん

金すると決
き

めたとしたら、そのお
金
かね

はまだわたしのものでしょうか？いいえ、
それは神

かみさま

様のお金
かね

になりました。わたし
はそれを神

かみさま

様にささげて、約
やくそく

束を守
まも

るべ
きですか？

約
やくそく

束をするとき、私
わたし

たちはとても注
ちゅうい

意ぶ
かくやるべきです。ふたりの男

だんじょ

女が結
けっこん

婚を
するときは、生

い

きている間
あいだ

ずっと守
まも

るべき
約
やくそく

束を、おごそかに交
か

わしますか？

イエス様
さま

が天
てん

にもどられたあと、めざま
しく成

せいちょう

長していた教
きょうかい

会にとって、約
やくそく

束がど
れほど重

じゅうよう

要であるかをみんなに分
わ

かって
もらうことの大

たいせつ

切さを、イエス様
さま

はよくご
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存
ぞん

じでした。

金
き ん よ う び

曜日

アナニヤとサッピラの物
ものがたり

語を話
はな

して
みましょう。聖

せいしょ
書のこの部

ぶ ぶ ん
分を読

よ

んでみるのもいいでしょう。使
し と

徒 4:32-37。

この大
たいせつ

切なお話
ばなし

からあなたが学
まな

んだこと
は何

なん

ですか？今
いま

からする質
しつもん

問に、あなたは
どう答

こた

えますか？

神
かみさま

様は、一
ひ と り

人ひとりの心
こころ

の中
なか

を、すべ
てご存

ぞ ん じ

知ですか？約
やくそく

束を守
まも

るのは、とて
も大

だ い じ

事なことですか？
約
やくそく

束を や ぶるの は、
うそをつくようなもの
ですか？それはどうし
てですか？

もしあなたが、 や
るべきでない約

やくそく

束をしてしまい、それを
守
まも

るために十
じっかい

戒をやぶる必
ひつよう

要があると
したら、その約

やくそく

束を守
まも

るべきですか？
いいえ、そうするべきではありません。
そのよくない約

やくそく

束をしてしまったことに
ついて、相

あ い て

手に謝
あやま

るべきです。

わたしたちを利
り こ て き

己的〔わがまま〕な
人
にんげん

間にしようと誘
ゆうわく

惑するのは、だれで
すか？神

かみさま

様のお金
かね

を返
かえ

さずにとっておくこ
とは、盗

ぬす

んでいるのと同
おな

じですか？

アナニヤとサッピラは、うそをつきまし
たか？ふたりのやったことは、利

り こ て き

己的でし
たか？彼

かれ

らは、ペテロをだまそうとしまし
たか？自

じ ぶ ん

分たちが善
ぜんりょう

良な人
にんげん

間だと、人
ひとびと

々
に思

おも

ってほしかったのですか？彼
かれ

らは自
じ ぶ ん

分

たちのしたことを、悪
わる

かったと思
おも

いました
か？

アナニヤとサッピラ
を罰

ばっ

したのと同
おな

じよう
に、 神

かみさま

様は、 約
やくそく

束を
やぶる人

ひと

たちをいつも罰
ばっ

せられますか？い
いえ。しかし、アナニヤ
とサッピラの悲

かな

しい物
ものがたり

語
は、サタンにしたがうこ

とによってもたらされる恐
おそ

ろしい結
けつまつ

末を、
信
しんじゃ

者たちに分
わ

からせてくれました。イエス
様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、彼
かれ

にしたがうことが、
幸
こうふく

福へのただひとつの道
みち

です。わたした
ちも、その教

きょうくん

訓を学
まな

ぶ必
ひつよう

要があるのでは
ないでしょうか？

わたしたちの助
たす

けとなる聖
せいしょ

書と、真
しんじつ

実の
物
ものがたり

語を与
あた

えて下
くだ

さったイエス様
さま

に、感
かんしゃ

謝し
ようではありませんか。

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 4:34-5:11

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 7 章
しょう



49

これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

子
こ ど も

供たちが学
がっこう

校に行
い

っ
ている間

あいだ
、ラージャ

は 彼
かれ

らに 会
あ

いたくて 仕
し か た

方
がありません。彼

かれ

は玄
げんかん

関の扉
とびら

のそばに
何
なんじかん

時間もすわって、聞
き

こえる足
あしおと

音すべてに
耳
みみ

をかたむけ、それが子
こ ど も

供たちであるよう
にと願

ねが
います。

お 客
きゃく

さんが 玄
げんかん

関を
ノックすると、いつも
のように「どなたです
か？ご用

ようけん

件は？」と叫
さけ

びます。そして、「お
母
かあ

さん、来
き

て！お母
かあ

さ
ん、来

き

て！」と家
いえじゅう

中を誇
ほこ

らしそうなようす
で歩

ある

きまわります。

訪
ほうもんしゃ

問者がセールスマンだろうと思
おも

ったら、
「その人

ひと

に帰
かえ

るように言
い

って」とラージャ
に頼

たの

みます。するとラージャは、すぐ玄
げんかん

関
へもどって「お帰

かえ

り下
くだ

さい！お帰
かえ

り下
くだ

さい！」
と叫

さけ

びます。

友
ゆうじん

人たちがわが家
や

をたずねてきたら、

ラージャに、「お客
きゃくさま

様にごあいさつしなさ
い」と言

い

います。ラージャは彼
かれ

らがすわっ
ているところへ行

い

って、愛
あい

らしい鳴
な

き声
ごえ

を
出
だ

しながら、羽
はね

をふわりとふくらませて、
お客

きゃく

の足
あしもと

元で深
ふかぶか

々とおじぎをするのです。
ラージャはいつも、これを３回

かい

くり返
かえ

して
から、ゆっくりと歩

ある

いて出
で

て行
い

きます。こ
の美

うつく

しいあいさつを見
み

た訪
ほうもんきゃく

問客は、必
かなら

ず
ほめてくれました。

おしゃべりを する 鳥
とり

の ほとんど は、
不
ふ き げ ん

機嫌でがんこです。どうしても芸
げい

やおしゃ
べりをしてほしいと思

おも

うときにかぎって、
彼
かれ

らはそれを拒
き ょ ひ

否します。オウムは、特
とく

にそうです。ラージャは、わたしたちがお
願
ねが

いすることは何
なん

でも、
よろこんでやってくれ
ました。そのこともま
た、ラージャが愛

あい

され
る大

おお

きな理
り ゆ う

由のひとつ
でした。彼

かれ

がわたしたちの期
き た い

待にこたえな
かったことなんて、ひとつも思

おも

い出
だ

せませ
ん。お客

きゃく

の訪
ほうもん

問が昼
ひる

であろうと夜
よる

であろう
と、ラージャはいつでもこころよく、わが
家
や

にお客
きゃく

を迎
むか

えてくれました。

「ラージャ、こっちに来
き

て、お客
きゃくさま

様に『サ
ラーム〔こんにちは〕』ってごあいさつして」
とわたしたちが言

い

えば、ラージャはしてい
ることをすぐにやめ、お客

きゃく

の足
あしもと

元で深
ふかぶか

々と

お話
はな

しひろば 

ベルボーイ
エルシー・ルイス・ローソン
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おじぎをしました。神
かみさま

様のお造
つく

りになった
この小

ちい

さい、むじゃきでほほえましい生
い

き
物
もの

が、これほど礼
れ い ぎ た だ

儀正しく優
やさ

しいのを見
み

て、
うれしい誇

ほこ

らしい気
き も

持ちになって、わたし
の目

め

は何
な ん ど

度も感
かんどう

動の涙
なみだ

であふれました。

ありがとう、愛
あい

するラージャ、本
ほんとう

当にあ
りがとう。あなたがわたしたちに教

おし

えてく
れた、服

ふくじゅう

従、助
たす

け合
あ

いの精
せいしん

神、そして
礼
れ い ぎ た だ

儀正しさについての教
きょうくん

訓に、わたした
ちは感

かんしゃ

謝しています。

（つづく）

真
ま よ な か

夜中の訪
ほうもんしゃ

問者
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日
にちようび

曜日

すばらしい、わくわくするようなこ
とが、エルサレムで起

お
こっていま

す。聖
せいれい

霊が弟
で し

子たちに大
おお

いなる力
ちから

を与
あた

え、
弟
で し

子たちはおどろくような奇
き せ き

跡を行
おこな

ってい
ます。祭

さ い し
司と民

たみ
の指

しどうしゃ
導者たちは、そのこ

とが気
き

に入
い

りませんでしたが、弟
で し

子たち
はひきつづき教

おし
え、説

せっきょう
教をしていました。

毎
まいにち

日、大
おおぜい

勢の群
ぐんしゅう

衆が弟
で し

子たちの話
はなし

を聞
き

く
ために神

しんでん
殿へやって来

き
て、イエス様

さま
を信

しん

じる人
ひとびと

々は、ますます増
ふ

えつづけていました。使
し と

徒

5:12-15。

その知
し

らせは広
ひろ

まり、ま
もなくあちらこちらの町

まちまち

々
や村

むらむら

々からも、助
たす

けを求
もと

める大
おおぜい

勢の人
ひとびと

々がエルサ
レムへとやってきました。
16 節

せつ

。

祭
さ い し

司と民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たち

は、もう気
き

が狂
くる

いそうです。ますます多
おお

く
の人

ひと

たちがイエス様
さま

を信
しん

じるようになり、
さらなる奇

き せ き

跡が行
おこな

われていることは、彼
かれ

らの目
め

にも明
あき

らかでした。弟
で し

子たちは、
奇
き せ き

跡を行
おこな

えることを自
じ ま ん

慢していたと思
おも

いま
すか？いいえ、とんでもないですね。聖

せいれい

霊
をとおしてイエス様

さま

の力
ちから

が働
はたら

いていたの
で、すばらしい奇

き せ き

跡が起
お

こっていたと、彼
かれ

らはみんなに話
はな

していました。

祭
さ い し

司たちはいまだに、毎
まいにちしんでん

日神殿で小
こひつじ

羊
をささげていました。一

いっぽう

方で、ますます多
おお

くの人
ひと

たちが、イエス様
さま

が真
しん

の神
かみ

の小
こひつじ

羊
であると信

しん

じるようになっ
ていました。祭

さ い し

司たちがさ
さげる小

こひつじ

羊は、イエス様
さま

が死
し

なれるまでは、ひじょ
うに重

じゅうよう

要な意
い み

味がありまし
た。ささげられる小

こひつじ

羊は、
わたしたちの身

み が

代わりと
なって死

し

なれるイエス様
さま

のことを、すべての人
ひと

に思
おも

い起
お

こさせるものだったか
らです。しかしもう、小

こひつじ

羊

真
ま よ な か

夜中の訪
ほうもんしゃ

問者

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「人
にんげん

間に従
したが

うよりは、神
かみ

に従
したが

うべきである。」

使
しとぎょうでん

徒行伝 5:29

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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を殺
ころ

す必
ひつよう

要はなくなりまし
た。なぜなら、イエス様

さま

がすでに来
こ

られて、すべ
ての人

ひと

のために死
し

んで下
くだ

さったからです。

け れども 祭
さ い し

司と 民
たみ

の
指
し ど う し ゃ

導者たちは、イエス様
さま

を真
しん

の神
かみ

の小
こひつじ

羊、またメ
シヤとして受

う

け入
い

れません
でした。彼

かれ

らは、これまで
つづけてきた儀

ぎ し き

式を、人
ひとびと

々
につづけてほしかったの
です。そして、自

じ ぶ ん

分たちの
作
つく

り上
あ

げた規
き そ く

則に、人
ひとびと

々
がしたがうように望

のぞ

んでいました。

考
かんが

えてみよう：祭
さいし

司と民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちは、
自
じぶ ん

分たちがサタンにしたがっていると思
おも

っ
ていたでしょうか？いいえ。では、自

じぶ ん

分た
ちは神

かみさま

様にしたがっていると思
おも

っていた
のでしょうか？そのとおりです。このような
人
ひと

たちについて、イエス様
さま

は弟
で し

子たちに
警
けいこく

告なさいましたか？ヨハネ 16:2を読
よ

ん
でみましょう。

月
げつようび

曜日

次
つ ぎ

々
つぎ

に行
おこな

われるすばらしい奇
き せ き

跡をと
おして、イエス様

さま
はご自

じしん
身の力

ちから
を

あらわしておられました。ペテロが人
ひとびと

々の
横
よこ

を通
とお

りすぎると、彼
かれ

の影
かげ

にふれただけ
でいやされた人

ひと
たちがいたなんて、想

そうぞう
像で

きますか？使
しとぎょうでん

徒行伝 5：14-15 をもういち
ど読

よ
んでください。

しかしペテロも、ほかの弟
で し

子たちのだ

れも、力
ちから

は自
じ ぶ ん

分たちから
出
で

ていると言
い

って自
じ ま ん

慢する
人
ひと

はいませんでした。彼
かれ

らは皆
みな

、聖
せいれい

霊をとおして
奇
き せ き

跡を行
おこな

っておられるイエ
ス様

さま

の力
ちから

をみとめていた
のです。

祭
さ い し

司と民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たち
は、怒

いか

り狂
くる

いました。彼
かれ

ら
は、イエス様

さま

が神
かみさま

様の真
しん

の小
こひつじ

羊として死
し

なれた後
のち

によみがえり、今
いま

も生
い

きて
おられることを、弟

で し

子たち
が人

ひとびと

々に話
はな

すのをやめさ
せることにしました。弟

で し

子たちがこのまま
活
かつどう

動をつづけるならば、人
ひとびと

々が祭
さ い し

司と民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちに敵
てきたい

対するようになるので
はと恐

おそ

れたのです。そこで彼
かれ

らは、ペテロ
とヨハネを牢

ろうごく

獄に入
い

れたのでした。17,18

節
せつ

。

ふたりの弟
で し

子が牢
ろうごく

獄に入
い

れられてしまっ
たので、ほかの弟

で し

子たちは、もうイエス
様
さま

のことを伝
つた

えるのをやめようと考
かんが

えたで
しょうか？いいえ。そんなことは思

おも

いもし
ませんでした。イエス様

さま

のための働
はたら

きを、
祭
さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちがやめさせようと
することは、イエス様

さま

ご自
じ し ん

身から知
し

らされ
ていました。でも、彼

かれ

らは恐
おそ

れませんでし
た。イエス様

さま

が自
じ ぶ ん

分たちのために苦
くる

しみ
を受

う

けられたので、彼
かれ

らもイエス様
さま

のた
めによろこんで苦

くる

しみを受
う

けようと思
おも

うの
でした。ところが、夜

よる

の間
あいだ

に何
なに

が起
お

こりま
したか？19,20 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなたがこのふたりの
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弟
で し

子といっしょに牢
ろうごく

獄にいたとしたら、
天
てん し

使の言
い

ったことについて、どう感
かん

じたで
しょう？

火
か よ う び

曜日

ペテロとヨハネは、牢
ろうごく

獄に入
い

れられ
ていました。ところが、ひとりの

天
てんし

使が牢
ろ う や

屋の扉
とびら

を開
あ

けて、夜
よ

が明
あ

けたら
神
しんでん

殿にもどるようにと彼
かれ

らに告
つ

げました。
ペテロとヨハネは、言

い
われたとおりにしま

した。使
し と

徒 5:21。

ペテロとヨハネが牢
ろ う や

屋から出
だ

されたこと
をまるで知

し

らなかった祭
さ い し

司と民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者ら
は、次

つぎ

の朝
あさ

、これからどうすべきかを決
き

め
るために、議

ぎ い ん

員たちを集
あつ

めました。彼
かれ

らは、
弟
で し

子たちが騒
さわ

ぎを起
お

こしていて、おまけに
アナニヤとサッピラを殺

ころ

した、といった罪
つみ

を着
き

せることにしました。

祭
さ い し

司と民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちは、群
ぐんしゅう

衆をあ
おって、「イエスを十

じ ゅ う じ か

字架につけよ」と叫
さけ

ばせることができました。こんどは、同
おな

じ
ような方

ほうほう

法で弟
で し

子たちを追
お

いこむことがで
きたら、と思

おも

っていました。
議
ぎ い ん

員たちは役
やくにん

人に、弟
で し

子た
ちを牢

ろうごく

獄からただちに連
つ

れ
てくるようにと言

い

いつけまし
た。21 節

せつこうはん

後半。

役
やくにん

人たちは命
めいれい

令にしたが
おうとしましたが、ペテロと
ヨハネをつれ出

だ

そうとして、
見
み は

張りの者
もの

に扉
とびら

をあけさせ
ると、ふたりの弟

で し

子の姿
すがた

は
ありませんでした。

役
やくにん

人たちは急
いそ

いで議
ぎ か い

会にもどり、何
なに

が
起
お

きたかを興
こうふん

奮しながら報
ほうこく

告したことで
しょう。22,23 節

せつ

。

議
ぎ い ん

員たちは顔
かお

を見
み あ

合わせました。「いっ
たい何

なに

があったのだろう？」とあっけにと
られていました。弟

で し

子たちはどうやって、
牢
ろうごく

獄から出
で

たのでしょう？

考
かんが

えてみよう：議
ぎ い ん

員たちはなぜ、自
じぶ ん

分
たちの戦

たたか

っている相
あい て

手が、到
とうてい

底かなわな
いほど力

ちから

のあるお方
かた

であることに気
き

づかな
かったのでしょう？今

いま

でもサタンは、多
おお

くの
人
ひと

の考
かんが

えを支
しはい

配していますか？

水
すいようび

曜日

役
や く

人
にん

たちが牢
ろうごく

獄からもどって、そこ
に弟

で し
子たちがいなかったことを話

はな

すと、議
ぎ い ん

員たちはどうしていいかわからず、
顔
かお

を見
み あ

合わせていました。使
し と

徒 5:24。

とつぜん、だれかが議
ぎ か い

会の部
へ や

屋に飛
と

び
こんできました。彼

かれ

は何
なん

と言
い

いましたか？
25 節

せつ

。

隊
たいちょう

長と役
やくにん

人たちは、一
いっこく

刻
もはやく弟

で し

子たちをつれも
どすために、そこへ向

むか

いま
した。しかし彼

かれ

らは、弟
で し

子
たちを丁

ていちょう

重に〔礼
れ い ぎ た だ

儀正し
く〕あつかわなければなら
ないことを、よくわきまえて
いました。そうしなければ、
弟
で し

子たちの話
はなし

を聞
き

いていた
人
ひと

たちが怒
おこ

って、彼
かれ

らに石
いし

を投
な

げつけたことでしょう。
それで役

やくにん

人たちは、ひじょ
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うに礼
れ い ぎ た だ

儀正しく弟
で し

子たちと話
はな

し、弟
で し

子たち
は役

やくにん

人たちにつれられて行
い

きました。26

節
せつ

。

まもなくペテロとヨハネは、イエス様
さま

の
話
はなし

を人
ひとびと

々に教
おし

えるのをやめるようにと命
めいれい

令
した、あの大

だ い さ い し

祭司と議
ぎ い ん

員たちの前
まえ

に立
た

っ
ていました。しかしペテロは、次

つぎ

のように
言
い

いました。「人
にんげん

間に従
したが

うよりは、神
かみ

に従
したが

うべきである。」27-29 節
せつ

。

さらにペテロは、大
だ い さ い し

祭司と議
ぎ い ん

員たちに
向
む

かって、臆
おく

することなく、イエス様
さま

を殺
ころ

したのは彼
かれ

らだと言
い

ったのです。その言
こ と ば

葉
が、どれだけ彼

かれ

らを怒
おこ

らせたか、想
そうぞう

像で
きますか？ローマ政

せ い ふ

府の許
き ょ か

可を得
え

ていな
いのにもかかわらず、大

だ い さ い し

祭司と議
ぎ い ん

員たち
は議

ぎ か い

会を中
ちゅうだん

断して、ペテロとヨハネを殺
ころ

し
てしまおうという勢

いきお

いでした。30-33 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちは、どんな気
き も

持
ちだったと思

おも

いますか？怖
こわ

かったでしょう
か？怖

こわ

くなかったでしょうか？

木
もくようび

曜日

はげしく怒
おこ

った議
ぎ い ん

員たちは、ペテ
ロとヨハネを殺

ころ
したくてたまりま

せんでした。忠
ちゅうじつ

実なふたりの
弟
で し

子は、まもなく自
じぶん

分たちは、
イエス様

さま
のために死

し
ぬことに

なるかもしれないと思
おも

ったは
ずです。たとえそういうことに
なっても、死

し
ぬ覚

か く ご
悟はできて

いました。

けれども議
ぎ い ん

員の中
なか

にひとり
だけ、大

だ い さ い し

祭司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者

たちのたくらみが賢
けんめい

明ではないと考
かんが

えてい
る人

ひと

がいました。彼
かれ

の名
な

は、ガマリエル
と言

い

います。ガマリエルが立
た

ちあがると、
そこにいたみんなが静

しず

かになって、彼
かれ

の
話
はなし

に聞
き

き入
い

りました。

まずガマリエルは、しばらくの間
あいだ

、弟
で し

子
たちをこの部

へ や

屋から出
だ

すように求
もと

めまし
た。ペテロとヨハネが部

へ や

屋から出
だ

されると、
ガマリエルは議

ぎ い ん

員たちに向
む

かって、この
弟
で し

子たちをどうあつかうかについては、き
わめて慎

しんちょう

重に決
き

める必
ひつよう

要があることを訴
うった

え
ました。使

し と

徒 5:34,35。

ガマリエルは議
ぎ い ん

員たちに、ある者
もの

たち
が民

みんしゅう

衆を煽
せんどう

動〔演
えんぜつ

説などをして、多
おお

くの
人
ひと

を自
じ ぶ ん

分の思
おも

うように動
うご

かすこと〕した
のに、結

けっきょく

局その指
し ど う し ゃ

導者は殺
ころ

され、彼
かれ

にし
たがっていた人

ひと

たちも散
ち

り散
ぢ

りになってし
まったことを話

はな

しました。そして、もしこれ
らの弟

で し

子たちが人
にんげん

間の計
けいかく

画にしたがって
いるのであれば、神

かみさま

様が彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福する
ことはなく、人

ひとびと

々もじきに関
かんしん

心を抱
いだ

かなく
なるだろう、と言

い

いました。38 節
せつ

。

それからガマリエルは、とても重
じゅうよう

要なあ
ることを言

い

いました。議
ぎ い ん

員たちは、彼
かれ

の
言
い

うことが正
ただ

しいとわかっていました。39

節
せつ

を読
よ

んでみましょう。

議
ぎ い ん

員たちの怒
いか

りはおさまり
ませんでしたが、自

じ ぶ ん

分たちが
神
かみさま

様を敵
てき

にまわしているとは
考
かんが

えたくありませんでした。そ
こで、弟

で し

子たちを殺
ころ

さないこ
とにしたのでした。

考
かんが

えて み よう：今
いま

でも、
神
かみさま

様を敵
てき

にまわしている人
ひと

は
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大
たいせい

勢いますか？どんなことを
したときに神

かみさま

様を敵
てき

にして
しまうのか、具

ぐたいてき

体的な例
れい

を
あげられますか？まちがって
いると知

し

っていながら、そ
れをすることを選

えら

んでしまう
とき、わたしたちは神

かみさま

様を
味
みか た

方にしていますか、それ
とも敵

てき

にしていますか？

金
きんようび

曜日

ガマリエルの話
はなし

を聞
き

いた議
ぎ い ん

員たち
は、弟

で し
子たちを殺

ころ
さないことに

決
き

めましたが、怒
いか

りはまだおさまりませ
ん。そこで議

ぎ い ん
員たちは、部

へ や
屋にもどってき

た弟
で し

子たちをむちで打
う

つように命
めいれい

令しま
した。彼

かれ
らはその後

ご
、弟

で し
子たちに、今

こ ん ご
後

いっさいイエス様
さま

の名
な

を使
つか

って話
はな

さないよ
うに警

けいこく
告〔注

ちゅうい
意〕してから解

かいほう
放しました。

使
し と

徒 5:40。

むち打
う

ちによる痛
いた

みはひどいものでした
が、弟

で し

子たちはよろこんでいました。また
イエス様

さま

もよろこんでおられました。なぜ
なら、このふたりの弟

で し

子が勇
ゆうかん

敢で、イエ
ス様

さま

のためには死
し

ぬことさえ覚
か く ご

悟していた
からです。彼

かれ

らは神
かみさま

様をほめたたえながら
その場

ば

を去
さ

り、イエス様
さま

の福
ふくいん

音を伝
つた

えるこ
とをやめませんでした。41,42 節

せつ

。

イエス様
さま

は前
まえ

もって、彼
かれ

にしたがうこと
を選

えら

ぶ人
ひと

たちは、苦
くる

しみにあうであろうと
言
い

われました。それは、イエス様
さま

がふた
たび来

こ

られる時
とき

までつづくでしょう。第
だい

２

テモテ 3:12。

考
かんが

えてみよう：あの日
ひ

、
弟
で し

子たちの話
はなし

を聞
き

いたガ
マリエルは、彼

かれ

らの話
はなし

が
真
しんじつ

実で、神
かみさま

様が彼
かれ

らと共
とも

におられることがわかりま
した。ガマリエルがあれ
ほど賢

けんめい

明に、また勇
ゆうかん

敢に
話
はな

していたとき、聖
せいれい

霊が
彼
かれ

を助
たす

けていたと思
おも

いま
すか？聖

せいれい

霊は今
いま

でも、わた
したちがイエス様

さま

のため
に勇

ゆうかん

敢でいられるように、
助
たす

けて下
くだ

さいますか？あなたの知
し

っている
人
ひと

の中
なか

には、イエス様
さま

に忠
ちゅうじつ

実であるため
に、苦

くる

しみにあっている人
ひと

がいますか？正
ただ

しいことと知
し

っていても、そのように行
こうどう

動す
るのは、いつでも簡

かんたん

単なわけではありませ
ん。しかし、わたしたちのそばにはいつも、
聖
せいれい

霊をとおしてイエス様
さま

がついていて下
くだ

さ
ることを、決

けっ

して忘
わす

れてはいけません。

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 5:12-42

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 8 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

ラージャには、ある悪
わる

い癖
くせ

がありました。
その癖

くせ
を直

なお
すことができな

かった彼
かれ

は、そのせいで大
おお

きな災
さいなん

難をまねいたことがありました。

ラージャは、家
いえ

の門
もん

の前
まえ

を通
とお

る人
ひと

たち
を嫌

いや

がりました。全
ぜ ん せ か い

世界が自
じ ぶ ん

分
のものだと、かん違

ちが

いしていた
のです。機

き か い

会があればいつだっ
て門

もん

のところまでぴょんぴょん跳
は

ねて行
い

き、警
け い び い ん

備員のように立
た

っ
て、通

とお

りがかりの一
ひ と り

人ひとりに
怒
ど な

鳴りつけるのです。ラージャ
にはいばったところがあり、そ
のせいで本

ほんとう

当に痛
いた

い目
め

にあうこ
とになります。

門
もん

の前
まえ

に立
た

って、まるで人
にんげん

間
のように話

はな

しかけてくるこの小
ちい

さな鳥
とり

を、
人
ひとびと

々はおどろいて見
み

ていました。ラージャ
の芸

げい

やおしゃべりを見
み

るために、大
お と な

人も
子
こ ど も

供もたくさん集
あつ

まってきました。

ある日
ひ

のこと、子
こ ど も

供たちがまだ学
がっこう

校へ
行
い

っている間
あいだ

に、ラージャは家
いえ

を出
で

て、

正
せいもん

門へ向
む

かいました。それを、何
なんにん

人かの
少
しょうねん

年たちがこっそり見
み

ていました。ラージャ
を自

じ ぶ ん

分たちのものにしたいという思
おも

いと
好
こ う き し ん

奇心から、少
しょうねん

年たちはラージャを誘
ゆうかい

拐
することに決

き

めたのです。すばやく辺
あた

りを
みまわして、だれにも見

み

られていないこと
がわかると、ラージャにボロ布

ぬの

を投
な

げて
かぶせ、自

じ ぶ ん

分たちの村
むら

へつれていってし
まいました。

この古
ふる

くて臭
くさ

いボロ布
ぬの

から出
だ

されたと
きには、町

まち

はずれにある、小
こ や

屋の中
なか

にい
ました。ラージャはカンカンに怒

おこ

っていま
した。そこら中

じゅう

を飛
と

び回
まわ

って、
自
じ ぶ ん

分を捕
つか

まえた連
れんちゅう

中の目
め

をつつ
こうとしました。それがうまくい
かないと、こんどは彼

かれ

らを叱
しか

り
始
はじ

めました。大
おおごえ

声で、しかも長
ながなが

々
と文

も ん く

句を言
い

いました。ラージャ
自
じ し ん

身は気
き

づきませんでしたが、
この攻

こうげき

撃と説
せっきょう

教が、彼
かれ

を助
たす

ける
ことになりました。というのは、
おしゃべり鳥

どり

がどこかの小
こ や

屋に
いることが、近

きんじょ

所のほとんどの
人
ひと

に知
し

れわたったからです。

ラージャがいなくなったことに気
き

づいた
わたしたちは、すぐにそのことを町

まちじゅう

中の
人
ひと

たちに知
し

らせ、見
み

つけてくれた人
ひと

には
謝
しゃれい

礼をすると申
もう

し出
で

ました。お手
て つ だ

伝いさん
たちにもあちらこちらを探

さが

してもらいまし

お話
はな

しひろば 

誘
ゆ う か い

拐
エルシー・ルイス・ローソン
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たが、見
み

つかりませんでした。

どうしても見
み

つけることができなかった
ので、警

けいさつ

察に通
つうほう

報しました。警
けいさつ

察は町
まちじゅう

中
をさがし、おしゃべり鳥

どり

のことを見
み

たり聞
き

いたりした人
ひと

がいないか、たずねて歩
ある

き
ました。するとある人

ひと

が、町
まち

はずれのあ
る地

ち く

区へ行
い

くようにと、警
けいさつかん

察官に教
おし

えてく
れたようです。

「だれか、おしゃべりをする鳥
とり

を、見
み

か
けませんでしたか？」

「ああ、見
み

たよ、見
み

た。」彼
かれ

らはいっせ
いに叫

さけ

びました。

「男
おとこ

の子
こ

たちが、その鳥
とり

を小
こ や

屋に閉
と

じこ
めているよ。」

警
けいさつかん

察官はその小
こ や

屋へと案
あんない

内されました。
彼
かれ

は、ラージャが監
かんきん

禁されている小
こ や

屋の
扉
とびら

を、しばらくたたきました。

「どなたですか？ご用
ようけん

件は？」というラー
ジャの声

こえ

が聞
き

こえました。

警
けいさつかん

察官は、扉
とびら

を押
お

して中
なか

へ入
はい

りました。
彼
かれ

についてきた人
ひと

たちも、小
こ や

屋の中
なか

へな
だれこみます。ところが、小

こ や

屋にはだれも
いませんでした。なんということでしょう！
小
こ や

屋のすみには、ラージャがとても悲
かな

しそ
うに、さびしそうにすわりこんでいました。
まもなくラージャは、警

けいさつかん

察官の大
おお

きな腕
うで

に
だかれて、助

たす

け出
だ

されました。

そして数
すうふん

分の間
あいだ

に、大
だ い す

好きな仲
な か ま

間たち
のいるわが家

いえ

へ帰
かえ

ってきました。遊
あそ

び友
とも

だちとふたたび会
あ

えて、ラージャはどんな
にうれしかったことでしょう！

この経
けいけん

験は、わたしたちの九
きゅうかんちょう

官鳥に、
よい教

きょうくん

訓を与
あた

えました。ラージャはもう、
だれにでも自

じ ぶ ん

分を見
み

せびらかさないで、

少
すこ

しはおとなしくしているほうがよい、と
いうことが身

み

にしみてわかったようです。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

サタンは、弟
で し

子たちがイエス様
さま

のこ
とを人

ひとびと
々に伝

つた
えるのをやめさせよ

うと、あらゆる手
て

をつくしていました。し
かし聖

せいれい
霊は、さらに多

おお
くの人

ひと
がイエス様

さま
に

したがうようにと、助
たす

けておられました。

そこでサタンは、教
きょうかい

会を成
せいちょう

長させない
ために、別

べつ

の方
ほうほう

法を試
ため

すことにしました。
その学

まな

びをする前
まえ

に、あなたは次
つぎ

の質
しつもん

問
に答

こた

えられるでしょうか？

あなたとあなたのご両
りょうしん

親は、どこの国
くに

で
生
う

まれましたか？

知
し

り合
あ

いの中
なか

に、外
がいこく

国からやって来
き

て、

あなたが今
い ま す

住んでいる国
くに

で生
せいかつ

活している
人
ひと

がいますか？その人
ひと

たちがどの国
くに

から
来
き

たか、わかりますか？

あなたの通
かよ

う教
きょうかい

会には、外
がいこく

国の人
ひと

がい
ますか？

あなたの通
かよ

っている学
がっこう

校には、外
がいこく

国か
ら来

き

た子
こ ど も

供たちがいますか？その子
こ ど も

供た
ちは、どこの国

くに

から来
き

ましたか？

こういった人
ひと

たちについて考
かんが

えてみま
しょう。彼

かれ

らの話
はな

しかたは、あなたの話
はな

し
かたとはちがいますか？彼

かれ

らの好
す

きな食
た

べ
物
もの

は、あなたの好
す

きな食
た

べ物
もの

とはちがい
ますか？

身
み ぢ か

近な人
ひと

の中
なか

に、外
がいこくじん

国人よりも自
じ ぶ ん

分た
ちのほうがすぐれていると思

おも

っている人
ひと

は
いませんか？そのように思

おも

っている人
ひと

たち
は、本

ほんとう

当に外
がいこく

国から来
き

た人
ひと

たちよりもすぐ
れていますか？イエス様

さま

は、わたしたちが
そのような考

かんが

えかたをするのを望
のぞ

んでおら
れますか？いいえ。

イエス様
さま

は、この世
せ か い

界の創
そうぞうしゅ

造主であら
れます。あなたも、世

せかいじゅう

界中の国
くにぐに

々の人
ひと

た
ちも、イエス様

さま

によって造
つく

られたのです。

７人
にん

の特
とくべつ

別な働
はたら

き人
びと

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「しかし、すべてのことを適
て き ぎ

宜に、

かつ秩
ちつじょ

序を正
ただ

して行
おこな

うがよい。」

第
だい

1 コリント 14:40

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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この地
ちじょう

上におられたとき、イ
エス様

さま

はすべての人
ひと

を同
おな

じ
ように愛

あい

されました。そして、
どの国

くに

から来
き

た人
ひと

も、同
おな

じよ
うにあつ か わ れました。 彼

かれ

は、わたしたちもそうするよう
に望

のぞ

んでおられますか？使
し と

徒

17:26。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、すべての人
ひと

のために死
し

んで下
くだ

さいました。彼
かれ

は、ご
自
じぶん

分が人
ひとびと

々を愛
あい

されたのと同
おな

じように、私
わたし

たちが他
ほか

の人
ひと

たちを愛
あい

することを望
のぞ

んでお
られますか？わたしたちがそうすることを、
サタンは望

のぞ

んでいるでしょうか？彼
かれ

は2000
年
ねんまえ

前、エルサレムの教
きょうかい

会の人
ひと

たちが互
たが

い
に愛

あい

し合
あ

うことを望
のぞ

んでいましたか？いい
え。サタンは、教

きょうかい

会がどうなることを望
のぞ

ん
でいたと思

おも

いますか？

月
げ つ よ う び

曜日

エルサレムの教
きょうかい

会は、成
せいちょう

長しつづけ
ていました。様

さまざま
々な人

ひと
たちがイエ

ス様
さま

にしたがうことを選
えら

び、その中
なか

の多
おお

く
は外

がいこくじん
国人でした。使

し と
徒 2:5。

聖
せいれい

霊は弟
で し

子たちに、あらゆる国
くに

の言
こ と ば

葉
を話

はな

す能
のうりょく

力をお与
あた

えになりました。ペテロ
がイエス様

さま

について説
せっきょう

教すると、一
いち

日
にち

に
何
なんぜんにん

千人もイエス様
さま

を信
しん

じたことがありまし
た。41 節

せつ

。

その中
なか

には、多
おお

くの国
くにぐに

々からやってきた、
実
じつ

にさまざまな人
ひと

たちがいました。老
ろうじん

人、
若
わかもの

者、裕
ゆうふく

福な人
ひと

、貧
まず

しい人
ひと

、未
み ぼ う じ ん

亡人〔夫
おっと

を亡
な

くした夫
ふ じ ん

人〕や孤
こ じ

児〔両
りょうしん

親のいない

子
こ ど も

供〕もいました。

これらの人
ひと

たちは、イエス
様
さま

を愛
あい

していました。そして
イエス様

さま

の愛
あい

が彼
かれ

らの心
こころ

に
とどまっていたので、彼

かれ

らは
皆
みな

、互
たが

いに愛
あい

し合
あ

っていまし
た。その中

なか

のだれひとりとし
て、自

じ ぶ ん

分がほかの人
ひと

よりもまさっていると
か、えらいなどとは思

おも

いませんでした。彼
かれ

らは持
も

ち物
もの

のすべてを分
わ

け合
あ

って、すべ
てのことにおいて、できるかぎり助

たす

け合
あ

っ
ていました。44-46 節

せつ

。

当
とうぜん

然、サタンは怒
おこ

りました！愛
あい

は憎
にく

しみ
よりも強

つよ

いので、人
ひとびと

々がイエス様
さま

を愛
あい

し
て、その愛

あい

を互
たが

いに分
わ

かち合
あ

っているか
ぎり、教

きょうかい

会が成
せいちょう

長しつづけることをサタン
は知

し

っていました。彼
かれ

は、教
きょうかいない

会内の平
へ い わ

和
とよろこびを奪

うば

いたかったのです。明
あ す

日の
お勉

べんきょう

強では、サタンがどのようにして教
きょうかい

会
を破

は か い

壊しようとしたかを学
まな

びます。

考
かんが

えてみよう：サタンはどうやって、
教
きょうかいない

会内の平
へい わ

和をうばうことができたと思
おも

い
ますか？

火
か よ う び

曜日

信
し ん

者
じゃ

たちは、エルサレムにおいて
成
せいちょう

長するこの教
きょうかい

会で、よろこびに
あふれつつ、忙

いそが
しく活

かつどう
動していました。し

かし、サタンはおもしろくありません。人
ひとびと

々
がイエス様

さま
の愛

あい
を心

こころ
にもっているかぎり、

教
きょうかい

会は成
せいちょう

長しつづけるのを知
し

っていまし
た。サタンは、教

きょうかい
会がさらに成

せいちょう
長しつづけ

ることを望
のぞ

んでいましたか？いいえ。
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エルサレムの教
きょうかい

会には、
ギリシャ語

ご

が話
はな

されている
地
ち い き

域で育
そだ

ったユダヤ人
じん

た
ちもいました。彼

かれ

らはギリ
シャ語

ご

を話
はな

し、生
う

まれ育
そだ

っ
た国

くに

にいる人
ひと

たちのような
生
せいかつしゅうかん

活習慣をもっていまし
た。

始
はじ

めのうち、これらのギ
リシャ語

ご

を話
はな

すユダヤ人
じん

と
ヘブル語

ご

を話
はな

すユダヤ人
じん

は、エルサレムの教
きょうかい

会でいっしょにいるこ
とをよろこんでいました。みんながイエス
様
さま

を愛
あい

し、イエス様
さま

の愛
あい

が彼
かれ

らの心
こころ

をみ
たしていました。ただ、イエス様

さま

を信
しん

じる
ようになる前

まえ

は、どちらの側
がわ

のユダヤ人
じん

も、
もう一

いっぽう

方のユダヤ人
じん

のことを信
しんよう

用していま
せんでした。そして今

いま

、サタンは、彼
かれ

らが
以
い ぜ ん

前のようにお互
たが

いを信
しんよう

用しなくなるよう
に誘

ゆうわく

惑したのです。

ギリシャ語
ご

を話
はな

すユダヤ人
じん

たちは、自
じ ぶ ん

分
たちよりもヘブル語

ご

を話
はな

すユダヤ人
じん

たちの
ほうが大

たいせつ

切にあつかわれているのではな
いかと思

おも

い始
はじ

めました。そして彼
かれ

らは、ギ
リシャ語

ご

を話
はな

す未
み ぼ う じ ん

亡人たちが教
きょうかい

会から受
う

ける援
えんじょ

助が、ヘブル語
ご

を話
はな

す未
み ぼ う じ ん

亡人たち
よりも少

すく

ないと、苦
くじょう

情を言
い

い始
はじ

めたので
す。使

し と

徒 6:1。

この苦
くじょう

情を聞
き

いた弟
で し

子たちは、どんな
気
き も

持ちだったと思
おも

いますか？

考
かんが

えてみよう：「疑
うたが

い」という言
こと ば

葉の意
い み

味
を知

し

っていますか？ある事
ことがら

柄について、そ
れが真

しんじつ

実かどうかはっきりは分
わ

からないけ
れども、真

しんじつ

実かもしれない、というふうに

考
かんが

えるならば、じつは疑
うたが

っ
ているということです。それ
は、人

ひとびと

々を互
たが

いに愛
あい

するこ
とも信

しんらい

頼することもできなく
させる、サタンの手

しゅだん

段のひ
とつです。

水
す い よ う び

曜日

エルサレムの教
きょうかい

会に
加
くわ

わったギリシャ
語
ご

を話
はな

すユダヤ人
じん

たちは、以
いぜん

前のように、
ヘブル語

ご
を話

はな
すユダヤ人

じん

たちを疑
うたが

っていま
した。彼

かれ
らは、ヘブル語

ご
を話

はな
すユダヤ人

じん

の未
みぼうじん

亡人たちのほうが、自
じ ぶ ん

分たちの仲
な か ま

間
の未

みぼうじん
亡人たちよりも、よいあつかいを受

う

けているのではないかと思
おも

いました。この
ことは 12 弟

で し
子を悲

かな
しませました。サタン

が、よろこびと平
へいわ

和にみちたエルサレムの
教
きょうかい

会を、だめにしようとしていました。こ
のサタンの働

はたら
きをとめるために、ただちに

手
て

を打
う

たなくてはならないことが、弟
で し

子た
ちには分

わ
かりました。

12 弟
で し

子は、やるべきことを示
しめ

してくれ
るよう、聖

せいれい

霊に願
ねが

いました。それまで彼
かれ

ら
は、自

じ ぶ ん

分たちで何
なん

とかしようとしてきまし
たが、うまく
いきませんで
し た。 最

もっと

も
大
たいせつ

切 な 働
はたら

き
は「説

せっきょう

教」と
「人

ひとびと

々を教
おし

え
ること」のは
ずでしたが、



61

貧
まず

しい人
ひと

たちに食
た

べ物
もの

と着
き

るものが行
い

き
わたっているかどうかを確

たし

かめるのに忙
いそが

し
すぎました。

12 使
し と

徒が祈
いの

っていると、彼
かれ

らがどうす
るべきかを聖

せいれい

霊が示
しめ

して下
くだ

さいました。
食
た

べ物
もの

と着
き

るものを配
くば

る役
やくわり

割の人
ひと

たちを
選
えら

ぶ必
ひつよう

要がありました。そうすれば使
し と

徒
は、祈

いの

り、研
けんきゅう

究し、説
せっきょう

教し、教
おし

えるために、
より多

おお

くの時
じ か ん

間をもつことができます。そ
こで、彼

かれ

らは信
しんじゃ

者たちを呼
よ

び集
あつ

めて、何
なに

をするべきかを話
はな

しました。使
し と

徒 6:2-4。

信
しんじゃ

者たちは、この考
かんが

えをどう思
おも

ったでしょ
う？何

なんにん

人の男
おとこ

が選
えら

び出
だ

されましたか？5

節
せつ

。

選
えら

び出
だ

された男
おとこ

たちは「執
し つ じ

事」と呼
よ

ば
れました。執

し つ じ

事は、いろいろな任
に ん む

務を受
う

けもって、みんなの必
ひつよう

要が確
かくじつ

実にみたさ
れているようにするのです。

考
かんが

えてみよう：公
こうへい

平であることは大
たいせつ

切で
すか？わたしたちは、ある人

ひと

をほかの人
ひと

よ
りも優

ゆうせんてき

先的にあつかってしまうことはない
でしょうか？イエス様

さま

はいつも、人
ひとびと

々をど
のようにあつかっておられましたか？

木
も く よ う び

曜日

聖
せ い

霊
れい

が 12 使
し と

徒を助
たす

けて、よい計
けいかく

画
を立

た
てられるようにして下

くだ
さった

ので、エルサレムの教
きょうかい

会にいる貧
まず

しい人
ひと

たちは皆
みな

、必
ひつよう

要なものを受
う

けとることがで
きるようになりました。この計

けいかく
画は、使

し と
徒

たちにとっても、どのような助
たす

けになりまし
たか？

７人
にん

の執
し つ じ

事が選
えら

ばれたあと、使
し と

徒たち
は献

けんしんしき

身式を行
おこな

いました。おそらく、７人
にん

の執
し つ じ

事たちはひざまずいて、使
し と

徒たちが
彼
かれ

らの上
うえ

に手
て

を置
お

いたのでしょう。これら
の執

し つ じ

事たちが神
かみさま

様のためのよい働
はたら

き人
びと

と
なれるように、また神

かみさま

様が祝
しゅくふく

福し助
たす

けて
下
くだ

さるように祈
いの

りました。使
し と

徒 6:6。

そして、神
かみさま

様は彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福してください
ました。聖

せいれい

霊は、これまで以
いじょう

上に力
ちからづよ

強く
働
はたら

いていました。多
おお

くの祭
さ い し

司たちまでもが、
イエス様

さま

にしたがうことを選
えら

んだのです！
7 節

せつ

。

サタンは、人
ひとびと

々に疑
うたが

いの思
おも

いをいだか
せることによって、よろこびと活

か っ き

気にあふ
れているエルサレムの教

きょうかい

会をだめにしよう
と考

かんが

えていました。しかしそれどころか、
これまでになかったほどさらに多

おお

くの人
ひと

た
ちが、イエス様

さま

の弟
で し

子になっていました。

執
し つ じ

事にとって、３つの資
し し つ

質〔性
せいしつ

質や
才
さいのう

能〕が大
たいせつ

切であることに、あなたは気
き

づきましたか？3 節
せつ

をもういちど読
よ

んで、
その３つが何

なん

だったかを話
はな

してみましょ
う。

評
ひょうばん

判がよい、とはどういう意
い み

味でしょう？
評
ひょうばん

判のよい人
ひと

は、誠
せいじつ

実で親
しんせつ

切で、頼
たよ

りに
なる人

ひと

でしょうか？ほかにも何
なに

か、思
おも

いつ
く資

し し つ

質はありますか？

聖
せいれい

霊にみたされることによって、人
にんげん

間は
イエス様

さま

に似
に

る者
もの

となるのではありません
か？また、知

ち え

恵をもっていることも大
たいせつ

切で
す。聖

せいれい

霊がわたしたちに下
くだ

さる知
ち え

恵とは、
どのようなものですか？ヤコブ 3:17。

考
かんが

えてみよう：聖
せいれい

霊は、あなたがよい
評
ひょうばん

判を得
え

るのを助
たす

けることができますか？
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イエス様
さま

に似
に

る者
もの

となるた
めの手

てだす

助けをすることがで
きますか？イエス様

さま

の持
も

っ
ておられたような知

ち え

恵を、
身
み

につけさせることができ
ますか？

金
き ん よ う び

曜日

今
き ょ

日
う

は、 エル サレ
ムの教

きょうかい
会を 成

せいちょう
長

させないために、サタン
がやろうとしたことについて学

まな
びましょう。

不
ふ ふ く

服〔不
ふ ま ん

満〕に思
おも

っていたのは、どの人
ひと

たちでしたか？彼
かれ

らはなぜ、不
ふふく

服だったの
ですか？

サタンの計
けいかく

画がうまくいかなかったの
は、なぜですか？聖

せいれい

霊の助
たす

けによって 12
使
し と

徒が立
だ

てた計
けいかく

画とは、どのようなもので
したか？

わたしたちの教
きょうかい

会にも、執
し つ じ

事がいます
ね。そう、男

おとこしつじ

執事と女
おんなしつじ

執事がいますね。
あなたの教

きょうかい

会の男
おとこしつじちょう

執事長はだれですか？
女
おんなしつじちょう

執事長はだれですか？彼
かれ

らは、どのよう
な働

はたら

きをしていますか？もし知
し

らないので
あれば、彼

かれ

ら に た
ず ね て
み ま せ
ん か？
教
きょうかい

会 の
男
お と こ し つ じ

執 事
と

女
おんなしつじ

執 事 は、

とても重
じゅうよう

要 な 役
やくわり

割 を に
なっています。執

し つ じ

事とは、
教
きょうかいない

会内ですべてのことが
スムーズになされるよう
に、お手

て つ だ

伝いをする人
ひと

た
ちのことです。彼

かれ

らの働
はたら

き
も、イエス様

さま

のご計
けいかく

画に
ふくまれているのです。

中
なか

には、年
ねんしょう

少の執
し つ じ

事を
たてている教

きょうかい

会もありま
す。彼

かれ

らは、りっぱなお
となの執

し つ じ

事になるための
訓
くんれん

練を受
う

けているのです。あなたもいつ
か、少

しょうねんしょうじょ

年少女の執
し つ じ

事に選
えら

ばれるかもしれ
ませんね。

考
かんが

えてみよう：疑
うたが

いの気
き も

持ちをいだかせ
て騒

さわ

ぎを引
ひ

き起
お

こすことによって、サタン
は教
きょうかい

会をつぶそうとしました。イエス様
さま

に
似
に

る者
もの

となることについて学
まな

んでいる私
わたし

た
ちは、ほかの人

ひと

たちに疑
うたが

いの思
おも

いをいだ
くべきでしょうか？イエス様

さま

は聖
せいれい

霊をとおし
て、ご自

じぶ ん

分の教
きょうかい

会をさらに強
つよ

める計
けいかく

画を
お立

だ

てになりました。そのおかげで、教
きょうかい

会
は急
きゅうそく

速に成
せいちょう

長することになったのでした。

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 6:1-7

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 9 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

インドでは、１年
ねん

の
あいだに降

ふ
る雨

あめ
の

ほとんどが、 ある 時
じ き

期 に
集
しゅうちゅう

中 しています。２、３か月
げつ

のあいだは、
毎
まいにちあめ

日雨が降
ふ

ります。この季
き せ つ

節は、モンスー
ンと呼

よ
ばれています。

モンスーンのあいだは、ニシキヘビを
はじめとするヘビや、は虫

ちゅうるい

類のすべてが、
隠
かく

れていたところから出
で

て、避
ひ な ん ば し ょ

難場所を
求
もと

めて、人
じ ん か

家の屋
や ね う ら

根裏やベランダの隅
すみ

な
どにやってくるのです。

ある日
ひ

、事
じ む し ょ

務所へもどる前
まえ

に少
すこ

し休
やす

ん
でいると、寝

しんしつ

室の外
そと

のベランダからひどく
大
おおさわ

騒ぎする音
おと

が聞
き

こえて、わたしは目
め

を
覚
さ

ましました。野
や せ い ど う ぶ つ

生動物にラージャが捕
つか

まったのではないかと心
しんぱい

配になり、とび
起
お

きて窓
まど

のところへ走
はし

って行
い

きました。な
んとベランダでは、１匹

ぴき

のニシキヘビが、
シューシューと音

おと

をたてながらラージャを
攻
こうげき

撃していました。勇
ゆうかん

敢な鳥
とり

は、一
い っ ぽ

歩も
しりぞくことなくニシキヘビに向

む

かって飛
と

んで行
い

き、鳥
と り ご

語で叫
さけ

んだり、説
せっきょう

教したり、

助
たす

けを求
もと

めたりしていました。ニシキヘビ
は逃

に

げようとしたのですが、ラージャが行
い

く手
て

をさえぎっていました。

わたしが叫
さけ

んで助
たす

けを呼
よ

ぶと、宣
せんきょうし

教師
や召

めしつか

使いたちがあちらこちらからやって来
き

ました。結
けっきょく

局ニシキヘビは殺
ころ

されたので、
わたしは安

あんしん

心し、ラージャは満
まんぞく

足そうでし
た。このニシキヘビをベランダで伸

の

ばして
みると、２メートルもありました。ラージャ
がわたしたちの命

いのち

を救
すく

ったのです。とても
勇
ゆうかん

敢だったので、わたしたちはラージャを
なでて、いつもよりもたくさん、おいしい
ものを食

た

べさせました。

ラージャは日
にっちゅう

中、自
じ ぶ ん

分の鳥
とり

かごに何
なん

の
関
かんしん

心も示
しめ

しませんでしたが、夕
ゆうがた

方になると
きまって居

い ご こ ち

心地のよい巣
す

にもどってきまし
た。明

あか

るい光
ひかり

が入
はい

らないように、1 枚
まい

の
布
ぬの

を鳥
とり

かごにかぶせます。するとそのあと
は、朝

あさ

までラージャの鳥
とり

かごから物
ものおと

音ひと
つ聞

き

こえません。猫
ねこ

や、えさを求
もと

めてやっ
てくるほかの動

どうぶつ

物たちからラージャを守
まも

る
ために、鳥

とり

かごの中
なか

に１つの掛
か

け金
がね

をと
りつけました。わたしたちは毎

まいばん

晩、この
掛
か

け金
がね

をしめました。ラージャも、鳥
とり

かご
に鍵

かぎ

がかけられていることはわかっていま
す。奇

きみょう

妙にも思
おも

えるのですが、ラージャは
朝
あさ

が来
く

るまで、その鍵
かぎ

をはずそうとしたこ

お話
はな

しひろば 

3 つのお話
はなし

エルシー・ルイス・ローソン
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とはいちどもありませんでした。

ところが、毎
まいあさはや

朝早く、太
たいよう

陽が窓
まど

に姿
すがた

をあ
らわし始

はじ

めるころになると、ラージャはそ
の掛

か

け金
がね

を持
も

ち上
あ

げて、子
こ ど も

供たちの寝
しんしつ

室
へまっすぐ飛

と

んで行
い

きます。笑
わら

ったり、舌
した

を鳴
な

らしたり、おしゃべりをしながら、アー
キー・クレイグのベッドに来

き

て「アーキー！
アーキー！」と呼

よ

びます。それからくちば
しで、おはようのキスをするかのように、
アーキーのほっぺを優

やさ

しくさわるのです。

アーキーはできるだけ長
なが

く
ベッドにとどまろうとしますが、
ラージャはおかまいなしに、
こんどはベティのベッドへ行

い

き、同
おな

じように彼
かのじょ

女を起
お

こしま
す。

子
こ ど も

供たちが ふたりとも目
め

を覚
さ

ましたことがわかると、
ラージャはベッドの下

した

におり
て、心

こころ

に響
ひび

くような最
さいこう

高のメ
ロディーを口

くちぶえ

笛で吹
ふ

くのです。最
さいこう

高の１日
にち

の始
はじ

めかただとは思
おも

いませんか？

インドの子
こ ど も

供たちは、『コーエ』と呼
よ

ば
れるゲームをして遊

あそ

びます。このゲームで
は、「おに」をひとり選

えら

んで、地
じ め ん

面に描
か

い
た円

えん

の真
ま

ん中
なか

に立
た

たせ、10 まで数
かぞ

えても
らいます。数

かぞ

えている間
あいだ

に、ほかの子
こ ど も

供
たちは逃

に

げて隠
かく

れます。隠
かく

れている子
こ ど も

供
たちが、「コーエ」と言

い

うと、「おに」役
やく

の子
こ

が隠
かく

れた子
こ ど も

供たちをさがし始
はじ

めます。
ひとり見

み

つかると、「おに」役
やく

の子
こ

と見
み

つ
かった子

こ

はふたりで円
えん

のところへ走
はし

って行
い

きます。「おに」役
やく

の子
こ

は、全
ぜんいん

員が円
えん

の

中
なか

にそろうまで、さがしつづけます。

これは、子
こ ど も

供たちのお気
き

に入
い

りのゲー
ムです。ですから、ラージャもすぐ彼

かれ

らに
まじって、その遊

あそ

びをするようになりまし
た。

しばらくすると、ラージャは「おに」の
役
やく

もこなせるようになりました。数
かぞ

えかた
などまるで知

し

らないのですが、円
えん

の中
なか

で
警
け い び い ん

備員のように立
た

って、子
こ ど も

供たちが「コー
エ」というまで待

ま

ちます。子
こ ど も

供たちの声
こえ

が聞
き

こえるとすぐに、声
こえ

のし
た方

ほうこう

向へ急
いそ

ぎます。隠
かく

れてい
る子

こ ど も

供のひとりを見
み

つけると、
ラージャはうれしそうに「コー
エ！コーエ！」と言

い

って、円
えん

へ
まっすぐ飛

と

んで行
い

きます。円
えん

にたどりつくと、ラージャは
子
こ ど も

供たちといっしょに笑
わら

いま
す。 わたしは いちど、ラー
ジャが笑

わら

いすぎて地
じ め ん

面に落
お

ち
そうになったのを見

み

たことが
あります。男

おとこ

の子
こ

、女
おんな

の子
こ

がこんなに楽
たの

しそうに、よいスポーツマン精
せいしん

神をもって
いっしょに遊

あそ

べるなんて、すばらしいです
ね！１羽

わ

の小
ちい

さい鳥
とり

でさえ、ゲームの中
なか

で
協
きょうりょく

力の精
せいしん

神とよいスポーツマン精
せいしん

神を示
しめ

すことができるのですから、人
にんげん

間の男
おとこ

の
子
こ

と女
おんな

の子
こ

は、もっと協
きょうりょく

力して生
せいかつ

活したり、
楽
たの

しく遊
あそ

んだりできるはずですよね！

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

サタンは、エルサレ
ムの教

きょうかい
会をつぶ

したくてしかたがありませ
んでした。信

しんじゃ
者たちが互

たが

いに疑
うたが

い合
あ

うように誘
ゆうわく

惑
しましたが、教

きょうかい
会は、ま

すます成
せいちょう

長するばかりで
す。これまでよりもさらに
多
おお

くの人
ひと

が、イエス様
さま

の信
しんじゃ

者になっていま
す。

７人
にん

の執
し つ じ

事たちは、12 使
し と

徒を助
たす

ける
働
はたら

きをしていました。彼
かれ

らのおかげで、
使
し と

徒たちはどれだけ助
たす

かったことでしょう！
ヘブル語

ご

を話
はな

すユダヤ人
じん

たちに疑
うたが

いをい
だき始

はじ

めていた、あのギリシャ語
ご

を話
はな

す
ユダヤ人

じん

たちからは、疑
うたが

いの思
おも

いがすっ
かり消

き

えていました。みんなが、公
こうへい

平に
あつかわれていました。

執
し つ じ

事に選
えら

ばれた人
ひと

たちは、まさに、そ

の働
はたら

きにふさわしい人
じんぶつ

物
でした。全

ぜんいん

員が、イエス
様
さま

を心
こころ

から愛
あい

する善
ぜんりょう

良な
人
ひと

たちでした。聖
せいれい

霊は彼
かれ

らに、伝
でんどう

道して教
おし

える力
ちから

ばかりでなく、すばらしい
奇
き せ き

跡を行
おこな

う力
ちから

もお与
あた

えに
なりました。執

し つ じ

事たちに
は、問

もんだい

題を解
かいけつ

決する方
ほうほう

法
も示

しめ

されました。使
し と

徒 6:3。

そういうわけで、サタン
の計

けいかく

画はまたも失
しっぱい

敗しました。ですから
今
いま

、これまで以
いじょう

上にはげしく怒
おこ

っています。
彼
かれ

は執
し つ じ ぜ ん い ん

事全員を嫌
きら

っていましたが、特
とく

に
その中

なか

のひとりをとても憎
にく

んでいました。
その人

ひと

の名
な ま え

前はステパノといって、執
し つ じ

事
の中

なか

でも最
もっと

もすぐれた人
じんぶつ

物でした。8 節
せつ

。

イエス様
さま

のことを話
はな

すのをやめさせるた
めに、祭

さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちが手
しゅだん

段を選
えら

ばないことを、ステパノは知
し

っていました。
しかし、イエス様

さま

が聖
せいれい

霊をとおして彼
かれ

とと
もにいて下

くだ

さることも知
し

っていました。で
すから何

なに

も恐
おそ

れてはいませんでした。ルカ

忠
ちゅうじつ

実な執
し つ じ

事

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「死
し

に至
いた

るまで忠
ちゅうじつ

実であれ。

そうすれば、いのちの冠
かんむり

を与
あた

えよう。」

ヨハネの黙
もくしろく

示録 2:10

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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21:15 に書
か

かれているイエス
様
さま

の約
やくそく

束に、信
しんらい

頼していた
からです。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は
今
いま

でも、ご自
じぶん

分のために働
はたら

く
ことを恐

おそ

れない人
ひとびと

々を必
ひつよう

要と
しておられます。あなたもそ
のような人

じんぶつ

物のひとりになり
たいですか？

月
げ つ よ う び

曜日

ステパノは、エルサレムにある教
きょうかい

会
の、執

し つ じ
事のひとりでした。彼

かれ

はギ
リシャ語

ご
を話

はな
し、理

り か い
解していたので、ギリ

シャ人
ひと

たちにイエス様
さま

のことを教
おし

えること
ができました。

ステパノは、ギリシャ人
じん

たちが礼
れいはい

拝をす
るユダヤの会

かいどう

堂へ行
い

き、旧
きゅうやくせいしょ

約聖書を用
もち

い
て、イエス様

さま

が神
かみ

のみ子
こ

、偉
い だ い

大なるメシ
ヤであることを彼

かれ

らに示
しめ

しました。彼
かれ

は、
預
よ げ ん

言されていたイエス様
さま

の死
し

が、そのと
おりになったことを証

しょうめい

明しました。ステパ
ノはおそらく、イエス様

さま

がよみがえって、
天
てん

にお帰
かえ

りになったことを彼
かれ

らに話
はな

したで
しょう。それから、イエス様

さま

がいつの日
ひ

か
ふたたびもどってこられ、彼

かれ

を信
しん

じる人
ひと

た
ちを迎

むか

え入
い

れ、彼
かれ

らのために用
よ う い

意されて
いる天

てん

の住
す

まいへつれていってくださるこ
とも話

はな

したかもしれません。

ステパノが説
せっきょう

教していることを耳
みみ

にした
祭
さ い し

司と民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちは、彼
かれ

らの中
なか

で最
もっと

も知
ち え

恵のある教
きょうし

師をステパノのところへつ
かわして、議

ぎ ろ ん

論をさせました。ところがそ

のたびに、ステパノは、彼
かれ

らのまちがいを証
しょうめい

明したの
でした。それは、ステパノ
がこれらの教

きょうし

師たちに対
たい

し
て勇

ゆうかん

敢で、正
ただ

しい言
こ と ば

葉を語
かた

ることができるように、聖
せいれい

霊
が力

ちから

を与
あた

えて下
くだ

さっていた
からでした。使

し と

徒 6:10。

け れども、 祭
さ い し

司と民
たみ

の
指
し ど う し ゃ

導者たちはあきらめませ
んでした。自

じ ぶ ん

分たちがまちがっていること
を認

みと

めるどころか、これまでよりもさらに
はげしく怒

おこ

っていました。彼
かれ

らは、ステパ
ノを殺

ころ

す方
ほうほう

法を考
かんが

えることにしました。そ
こで悪

わる

い男
おとこ

たちを金
かね

でやとい、ステパノに
ついてうそを言

い

わせることにしました。そ
れはまさに、イエス様

さま

を十
じ ゅ う じ か

字架につけた
ときと同

おな

じやり方
かた

でした。

考
かんが

えてみよう：ステパノを勇
ゆうかん

敢にして下
くだ

さったように、イエス様
さま

は、わたしたちが
彼
かれ

のために勇
ゆうかん

敢になれるように助
たす

けること
がおできになりますか？

火
か よ う び

曜日

祭
さ い

司
し

と民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちは、ステパ
ノに伝

でんどう
道をやめさせる方

ほうほう
法をさが

していました。そこで彼
かれ

らは、ある者
もの

たち
にお金

かね
を払

はら
って、ステパノが神

しんでん
殿を呪

のろ
い、

神
かみさま

様の律
りっぽう

法にしたがわないように教
おし

えた
と言

い
わせることにしました。

もちろん全
まった

くのうそでしたが、やとわれ
た連

れんちゅう

中は、あたかもそれが真
しんじつ

実であるか
のように話

はな

したのでした。そのために、ス
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テパノは無
む ざ い

罪であったにもかかわらず、と
らえられ、議

ぎ か い

会につれていかれてしまいま
した。使

し と

徒 6:12。

ステパノを見
み

た偉
えら

い人
ひと

たちの多
おお

くは、ふ
るえ始

はじ

めました。中
なか

には、手
て

で顔
かお

をおおっ
ている者

もの

もいました。怖
こわ

くなってしまった
のです。なぜでしょう？それは、ステパノ
の顔

かお

がかがやいて見
み

えたからです。15

節
せつ

。

彼
かれ

を見
み

た議
ぎ い ん

員たちも、ほかのすべての
人
ひと

たちも、神
かみさま

様がステパノとともにおられ
ることを知

し

るべきでした。しかし彼
かれ

らの心
こころ

は、あまりにも高
こうまん

慢〔思
おも

いあがって人
ひと

を
見
み く だ

下すこと〕でがんこだったため、心
こころ

を入
い

れかえることができませんでした。大
だ い さ い し

祭司
はステパノに、何

なん

とたずねましたか？使
し と

徒

7:1。

質
しつもん

問に答
こた

えたステパノの声
こえ

には、これっ
ぽっちの恐

おそ

れもありませんでした。彼
かれ

は、
アブラハムへの神

かみさま

様の約
やくそく

束と、神
かみさま

様がど
のようにしてイスラエルを大

おお

いなる国
こくみん

民と
ならせて下

くだ

さったかについて話
はな

しました。
それは、だれもが知

し

っていて親
した

しんでい
る物

ものがたり

語でした。みんなが、熱
ねっしん

心に耳
みみ

をか
たむけていました。しかしとつぜん、すべ
てが変

か

わってしまいました。いったい、何
なに

が起
お

きたのでしょう？それを明
あ す

日、お勉
べんきょう

強
しましょう。

考
かんが

えてみよう：ステパノが恐
おそ

れていなかっ
たのはなぜですか？

水
す い よ う び

曜日

ステパノは議
ぎ か い

会の前
まえ

に立
た

ち、みん
なから親

した
しまれている物

ものがたり
語を話

はな

していました。ところが急
きゅう

に、聞
き

いていた
人
ひと

たちが怒
おこ

りだしたのです。彼
かれ

らはステパ
ノに向

む
かって叫

さけ
び、どなり始

はじ
めました。そ

してステパノをつかみ、議
ぎ か い

会から引
ひ

きずり
出
だ

したのです。ステパノは、彼
かれ

らが自
じぶん

分を
殺
ころ

すつもりであることを知
し

っていました。
とつぜんみんなをこんなに怒

おこ
らせたステパ

ノの言
ことば

葉とは、いったい何
なん

だったのでしょ
う？

ステパノは、人
ひとびと

々が誇
ほこ

りにしている神
しんでん

殿
に、もう神

かみさま

様は住
す

んでおられないと言
い

った
のでした。また、イエス様

さま

の来
こ

られること
が、預

よ げ ん し ゃ

言者たちによってすでに告
つ

げられ
ていたことも話

はな

しました。

大
だ い さ い し

祭司は、恐
きょうふ

怖におののいたふりをし
てとび上

あ

がり、着
き

ていた美
うつく

しい衣
ころも

をやぶり
ました。それでも、ステパノは恐

おそ

れません
でした。彼

かれ

はそこにいた人
ひとびと

々に向
む

かって、
彼
かれ

らは聖
せいれい

霊を敵
てき

にまわして戦
たたか

っているのだ
と言

い

いました。彼
かれ

らの先
せ ん ぞ

祖たちも、神
かみさま

様
からつかわされた預

よ げ ん し ゃ

言者たちの警
けいこく

告を聞
き

くことを、つねに拒
こば

んでいたことを思
おも

い起
お

こさせました。彼
かれ

らは預
よ げ ん し ゃ

言者たちの多
おお

くを
殺
ころ

してきたのです。そして何
なん

よりも悪
わる

いこ
とに、神

かみ

のみ子
こ

であるイエス様
さま

を殺
ころ

してし
まったのでした。使

し と

徒 7:51,52。

議
ぎ い ん

員たちは、自
じ ぶ ん

分たちがこれまでしてき
た数

かずかず

々の恐
おそ

ろしいことを悔
く

やむどころか、
ますます怒

いか

り狂
くる

いました。まるで、今
いま

にも
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ステパノに襲
おそ

いかかって八
や

つ裂
ざ

きにしよう
とする、野

やじゅう

獣のようでした。しかしそれで
も、ステパノはまったく恐

おそ

れませんでした。
54 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：議
ぎい ん

員たちは、ステパノの
言
い

うことが真
しんじつ

実であることを認
みと

めていたと
思
おも

いますか？いいえ。先
せんせい

生や両
りょうしん

親が、あ
なたの言

い

ったまちがったことや、あなたが
してしまったまちがったことを認

みと

めさせよう
としたときに、腹

はら

を立
た

てたりしたことはあり
ませんか？イエス様

さま

は、わたしたちのまち
がった感

かんじょう

情も変
か

えられるように、助
たす

けるこ
とがおできになりますか？

木
も く よ う び

曜日

怒
い か

り狂
くる

った議
ぎ い ん

員たちは、今
いま

にもステ
パノを殺

ころ
そうという勢

いきお
いです。と

ころがそれでも、ステパノは恐
おそ

れませんで
した。彼

かれ

は、イエス様
さま

が共
とも

にいて下
くだ

さる
という約

やくそく
束を、知

し
っていたのです。

とつぜん、ステパノは上
うえ

を見
み

あげて何
なに

かを指
ゆび

さしました。彼
かれ

が何
なに

かを見
み

つめて
いたことは、まわりの人

ひと

た
ちにも分

わ

かりました。いっ
たい、何

なに

を見
み

つめていた
のでしょう？使

し と

徒 7:54-56。

まわりにいた人
ひと

たちに
は、ステパノが見

み

ているも
のが見

み

えませんでしたが、
彼
かれ

の言
い

っていることは聞
き

こ
えました。それは、彼

かれ

らが
聞
き

きたくなかった言
こ と ば

葉でし
た。人

ひとびと

々は野
やじゅう

獣のようにス

テパノにおそいかかり、彼
かれ

を部
へ や

屋から引
ひ

きずり出
だ

して、町
まち

の外
そと

までつれて行
い

きまし
た。彼

かれ

らは着
き

ていた上
う わ ぎ

着をすばやく脱
ぬ

い
で、ひとりの若

わかもの

者にそれを見
み は

張っておくよ
うに言

い

いつけました。57,58 節
せつ

。

ステパノは、次
つぎ

に何
なに

が起
お

こるのか知
し

って
いました。けれども、彼

かれ

は恐
おそ

れませんでし
た。天

てん

におられるイエス様
さま

を見
み

たからで
す。地

じ め ん

面にひざまずき、自
じ ぶ ん

分が死
し

ぬとわ
かったときでさえ、イエス様

さま

に完
かんぜん

全に信
しんらい

頼
していました。心

こころ

は、人
ひとびと

々への愛
あい

でみち
ていました。ステパノは、自

じ ぶ ん

分を殺
ころ

そう
として石

いし

を投
な

げつける人
ひと

たちのためにも、
祈
いの

りをささげていたのでした。59,60 節
せつ

。

イエス様
さま

の信
しんじゃ

者たちが、どれほど悲
かな

しん
だか想

そうぞう

像できますか？勇
ゆうかん

敢で優
ゆうしゅう

秀な執
し つ じ

事
が死

し

んだのです。そして今
いま

や、イエス様
さま

を信
しん

じる人
ひと

、特
とく

にイエス様
さま

のことを伝
つた

える
人
ひと

は、だれであっても殺
ころ

されるかもしれな
いことが分

わ

かりました。

葬
そうしき

式では、みんなが泣
な

いたことでしょう。
ステパノはみんなから好

す

かれ、慕
した

われて
いましたから。彼

かれ

らが泣
な

いていた理
り ゆ う

由は、
ほかにもありました。だれ
ひとりとして、安

あんぜん

全な者
もの

は
いなくなったことが分

わ

かっ
たからでした。使

し と

徒 8:2。

考
かんが

えてみよう：もしあなた
がステパノの葬

そうしき

式にいたと
したら、悲

かな

しんだと思
おも

いま
すか？また、恐

おそ

ろしくなっ
たと思

おも

いますか？イエス様
さま

への忠
ちゅうせい

誠を捨
す

てるようにと、
誘
ゆうわく

惑されたことはあります
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か？誘
ゆうわく

惑されたら、あなたはどんな決
けっしん

心を
しますか？

金
き ん よ う び

曜日

サタンがついに、人
ひとびと

々をイエス様
さま

に
したがわせず、エルサレムにある

教
きょうかい

会の成
せいちょう

長を止
と

める方
ほうほう

法をさがし出
だ

した
かのように思

おも
われました。

サタンはおそらく、ステパノ
が殺

ころ
されるのを見

み
た人

ひと
たち

が、イエス様
さま

を受
う

け入
い

れる
のをこわがるようになるだろ
うと考

かんが
えたのでしょう。

ステパノが石
いし

で打
う

ち殺
ころ

されるのを見
み

ていたひとり
は、成

せいちょう

長するエルサレム
の教

きょうかい

会をつぶそうとする、
祭
さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちを
助
たす

ける決
けっしん

心をしました。彼
かれ

は若
わか

くて勇
ゆうかん

敢で、怖
こわ

いもの
知
し

らずでした。人
にんげん

間が作
つく

り上
あ

げた律
りっぽう

法を
学
まな

び、それらに注
ちゅうい

意ぶかくしたがう努
どりょく

力
をしていました。また自

じ ぶ ん

分だけでなく、み
んながしたがうべきだと思

おも

い、 人
ひとびと

々を
強
きょうせいてき

制的にそれらの律
りっぽう

法にしたがわせたり、
イエス様

さま

に従
したが

うのをやめさせたりすること
に熱

ねっしん

心でした。彼
かれ

は、まさか自
じ ぶ ん

分がサ
タンの手

て さ き

先になっているとは、夢
ゆめ

にも
思
おも

いませんでした。自
じ ぶ ん

分は神
かみさま

様を助
たす

け
ているのだと、本

ほ ん き

気で思
おも

っていたので
す。彼

かれ

のように強
きょうりょく

力な働
はたら

き人
びと

を得
え

たサ
タンがどれだけよろこんでいたか、あ
なたは想

そうぞう

像できますか？

サタンは、自
じ ぶ ん

分の手
て さ き

先となったこの
強
きょうりょく

力な働
はたら

き人
びと

の心
こころ

を変
か

えることは、だれ
にもできるはずがないと考

かんが

えていたにちが
いありません。

このサタンの働
はたら

き人
びと

がだれだか、わか
りますか？それは、ステパノを石

いし

で打
う

ち
殺
ころ

した人
ひと

たちが脱
ぬ

いだ上
う わ ぎ

着を見
み は

張ってい
た、あの青

せいねん

年です。彼
かれ

の名
な ま え

前は何
なん

ですか？
使
し と

徒 7:58。

サウロは、イエス様
さま

のこ
とを聞

き

いたことがありませ
んでした。ただ、祭

さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちから、イエス
様
さま

についてのうその話
はなし

を聞
き

いたことはありました。ま
た、指

し ど う し ゃ

導者を信
しんらい

頼するよう
に教

きょういく

育されていたので、サ
ウロは彼

かれ

らの言
い

うことを信
しん

じてしまったのでした。今
いま

やサウロは、イエス様
さま

を信
しん

じる者
もの

たちをひとり残
のこ

らずと
らえようと意

い き

気ごんでいました。

考
かんが

えてみよう：サウロが人
ひとびと

々を力
ちから

ずくで
人
にんげん

間の作
つく

り上
あ

げた律
りっぽう

法に従
したが

わせようとした
ように、だれかがあなたを、教

きょうかい

会の作
つく

り
上
あ

げた律
りっぽう

法に無
む り

理やりしたがわせようとし
たら、あなたはどうしますか？

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 6:8-8:2

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 10 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

ラージャがわたしたち
と暮

く
らしたこと、ま

た何
なんびゃくなんぜんまんにん

百何千万人ものインド
の人

ひとびと
々に福

ふくいん
音の物

ものがたり
語を伝

つた
え

るために、ラージャといっしょに小
ちい

さな村
むらむら

々
をめぐる旅

たび
ができたことは、わたしたちに

とってよろこばしい特
とっけん

権でした。

中
なか

でも決
けっ

して忘
わす

れられ な い 経
けいけん

験 が、
旅
りょこう

行のあいだに起
お

こりました。ある美
うつく

しい
朝
あさ

のことでした。まわりの
すばらしい自

し ぜ ん

然が、神
かみさま

様を
思
おも

い起
お

こさせました。古
ふる

い
でこぼこ道

みち

を走
はし

る車
くるま

がはね
上
あ

がるたびに、子
こ ど も

供たちと
ラージャの楽

たの

しそうな笑
わら

い声
こえ

が後
こ う ぶ ざ せ き

部座席
から聞

き

こえてきます。

目
も く て き ち

的地まであと半
はんぶん

分のところに差
さ

しか
かったころ、給

きゅうゆ

油をするために、道
み ち ぞ

沿い
の小

ちい

さなガソリンスタンドに立
た

ち寄
よ

りまし
た。車

くるま

を止
と

めるやいなや、あっという間
ま

に現
げ ん ち

地の人
ひと

たちにとり囲
かこ

まれてしまいま
した。人

ひとびと

々は、車
くるま

の中
なか

にいる目
め

の青
あお

い、

金
きんぱつ

髪の子
こ ど も

供たちをめずらしそうに眺
なが

めてい
ます。

白
はくじん

人の顔
かお

を見
み

たのが初
はじ

めてだったのか、
ひとりの赤

あか

ちゃんがものすごい叫
さけ

び声
こえ

をあ
げました。でこぼこ道

みち

の旅
たび

で気
き ぶ ん

分があまり
すぐれなかったラージャが、急

きゅう

に生
い

き生
い

きとしてきました。浅
あさぐろ

黒い肌
はだ

の人
ひと

たち、笑
わら

い声
こえ

をあげる少
しょうねんしょうじょ

年少女たち、泣
な

いている
赤
あか

ちゃん。そう、彼
かれ

らはラージャにとって、
かつて住

す

んでいた病
びょういん

院で見
み な

慣れた仲
な か ま

間た
ちではありませんか。なつかしい人

ひと

たちに
会
あ

えて、ラージャはとてもうれしそうでした！
さあ、芸

げい

を見
み

てもらうチャンスです。赤
あか

ちゃ
んの泣

な

き声
ごえ

に反
はんのう

応して、ラージャも大
おおごえ

声で
叫
さけ

びました。

まわりの人
ひと

たちは、わた
したちが車

くるま

のトランクに赤
あか

ちゃんを隠
かく

していると思
おも

っ
て、その赤

あか

ちゃんを見
み

よう
と押

お

し合
あ

いながら近
ちか

づいて
きました。でも聞

き

こえるのは、ふざけた笑
わら

い声
こえ

だけです。鳥
とり

かごに入
はい

ったごくふつう
の九

きゅうかんちょう

官鳥を見
み

たときの、彼
かれ

らのおどろきよ
うは、今

いま

でも忘
わす

れられません！しかし、そ
れから 15 分

ふん

もの間
あいだ

、この一
いっけん

見ふつうの鳥
とり

が、彼
かれ

らを大
おお

いに楽
たの

しませたのです。ラー
ジャは最

さいこう

高の芸
げい

と、次
つぎつぎ

々と思
おも

いつく面
おもしろ

白い
ことを話

はな

して、人
ひとびと

々を笑
わら

わせつづけました。

お話
はな

しひろば 

ラージャの旅
り ょ こ う

行その１
エルシー・ルイス・ローソン
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ラージャが人
ひとびと

々をもてなしている間
あいだ

に、
車
くるま

のうしろではある事
こと

が起
お

きていました。
泥
どろぼう

棒が車
くるま

の下
した

にもぐりこみ、荷
に だ い

台にしっか
りとくくりつけてあった寝

ねぶくろ

袋を盗
ぬす

んでいた
のです。

寝
ねぶくろ

袋がひとつなくなっていることに子
こ ど も

供
たちが気

き

づいたときには、目
も く て き ち

的地まであ
と 5 キロほどのところにきていました。す
ぐに車

くるま

をわきに寄
よ

せて、確
たし

かめるために
車
くるま

をおりました。たしかに、寝
ねぶくろ

袋がひとつ
なくなっていました。もうひとつの寝

ねぶくろ

袋は、
ロープが糸

いと

のような状
じょうたい

態になってぶらさ
がっていました。ロープは、わざと切

き

られ
ていました。立

た

ち寄
よ

ったあのガソリンスタ
ンドで盗

ぬす

まれたにちがいありません。わた
したちはただちに、来

き

た道
みち

を急
いそ

いで引
ひ

き
返
かえ

しました。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

イエス様
さま

は使
し と

徒たちに、まずエルサ
レムで教

おし
え、説

せっきょう
教をしてから、ほ

かのところへ行
い

くようにとお命
めい

じになりま
した。そして聖

せいれい
霊は、イエス様

さま
が約

やくそく
束なさっ

たとおり、彼
かれ

らとともにいて下
くだ

さいました。
聖
せいれい

霊の力
ちから

が使
し と

徒たちの働
はたら

きを大
おお

いに助
たす

けたので、まもなくエルサレムでは、大
おおぜい

勢
の人

ひとびと
々がイエス様

さま
を信

しん
じるようになりまし

た。

サタンは、そのことに腹
はら

を立
た

てていました。 民
たみ

の
指
し ど う し ゃ

導者たちも、弟
で し

子たちや
執
し つ じ

事たちが説
せっきょう

教をしたり教
おし

えたりするのを止
と

めようとし
ましたが、できませんでし
た。

エルサレムでの働
はたら

きが
あまりにもうまくいったの
で、使

し と

徒たちや執
し つ じ

事たちは、

ずっとそこにとどまりたかったかもしれま
せん。イエス様

さま

は彼
かれ

らに、聖
せいれい

霊を受
う

ける
まではエルサレムにとどまっているように
とおっしゃいました（ルカ 24:49）。しかし、
聖
せいれい

霊はすでに下
くだ

っていて、民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者た
ちがイエス様

さま

の福
ふくいん

音を最
さいしゅうてき

終的に拒
こば

むまで
は、ヘブル人

びと

だけに伝
つた

えることになってい
ました（マタイ 10:5-7）。ところがそれさえ
も、すでに起

お

こっていました。民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者
たちが、自

じ ぶ ん

分たちの耳
みみ

をふさいでステパノ
の話

はなし

を聞
き

こうとせず、石
いし

を投
な

げて彼
かれ

を殺
ころ

し
たときに、それは起

お

こったのでした。

ですから、イエス様
さま

の
福
ふくいん

音をほかの場
ば し ょ

所へ行
い

っ
て伝

つた

えるべき時
とき

が、すでに
来
き

ていました。しかもこれ
からは、 使

し と

徒たちだけが
福
ふくいん

音を伝
つた

えるのではありま
せん。イエス様

さま

は、ご自
じ ぶ ん

分
を 信

しん

じるす べ ての 者
もの

が、
伝
でんどうしゃ

道者となることを望
のぞ

んで
おられました。ほかのさま
ざまな場

ば し ょ

所で福
ふくいん

音を伝
つた

える

伝
でんどうしゃ

道者ピリポ

第
だい

11 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「ただ、聖
せいれい

霊があなたがたに下
くだ

る時
とき

、あなたがたは力
ちから

を

受
う

けて・・・地
ち

のはてまで、わたしの証
しょうにん

人となるであろう。」

使
し と

徒 1:8

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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ことができるようになるため、エルサレム
の教

きょうかい

会から彼
かれ

らを散
ち

り散
ぢ

りにする、どんな
出
で き ご と

来事がありましたか？使
し と

徒 8:1。

考
かんが

えてみよう：教
きょうかい

会の一
ひと り

人ひとりの信
しんじゃ

者
が、隣

りんじん

人や友
ゆうじん

人や町
まち

にいるほかの人
ひとびと

々に
福
ふくいん

音を伝
つた

えるお手
てつ だ

伝いをすることを、イエ
ス様

さま

は今
いま

でも望
のぞ

んでおられますか？はい。
イエス様

さま

は私
わたし

たちが、外
がいこく

国にいる人
ひと

たち
にもイエス様

さま

のことを伝
つた

えるのを望
のぞ

んでお
られますか？もちろんです。あなたの教

きょうかい

会
は、その活

かつどう

動をしていますか？あなたは、
どのように伝

でんどう

道のお手
て つ だ

伝いをしています
か？

月
げ つ よ う び

曜日

ステパノが殺
ころ

される前
まえ

に、イエス
様
さま

は民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちに、心
こころ

を入
い

れかえてイエス様
さま

を信
しん

じる最
さ い ご

後のチャンス
をお与

あた
えになりました。彼

かれ

は、ご自
じ ぶ ん

分が
神
かみ

のみ子
こ

であり、ユダヤの国
くに

とその国
こくみん

民
が長

なが
いあいだ待

ま
ち望

のぞ
んでいたメシヤであ

ることを、彼
かれ

らに信
しん

じてほしかったのでし
た。ところが彼

かれ
らは、イエス様

さま
を殺

ころ
し、

最
さいしゅうてき

終 的にステパノを殺
ころ

したことで、イエ
ス様

さま
の福

ふくいん
音を拒

こば
んだのです。

イエス様
さま

はユダヤ国
こくみん

民に、彼
かれ

を選
えら

ぶ
機
き か い

会をなんどもお与
あた

えになりました。イ
エス様

さま

は、彼
かれ

らが伝
でんどう

道する国
こくみん

民となり、
世
せかいじゅう

界中に福
ふくいん

音を伝
つた

えることを望
のぞ

んでおられ
たのです。しかしそれどころか、彼

かれ

らはイ
エス様

さま

を拒
こば

んでしまいました。何
なん

と悲
かな

しい
ことでしょう！

ステパノの死
し ご

後、エルサレムの教
きょうかい

会の

人
ひと

たちは、とてもひどい仕
し う

打ちを受
う

けまし
た。民

たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちは、イエス様
さま

の信
しんじゃ

者
をひとり残

のこ

らずなき者
もの

にしたかったので
す。

サタンは、ステパノが殺
ころ

されるのを見
み

ていたサウロという名
な

の強
きょうりょく

力な人
じんぶつ

物を、
味
み か た

方につけていました。サウロは、残
のこ

っ
ているイエス様

さま

の信
しんじゃ

者を、ことごとくやっ
つけてやろうと決

けっしん

心したのでした。彼
かれ

は何
なに

をしましたか？使
し と

徒 8:1,3。

考
かんが

えてみよう：信
しんじゃ

者たちは散
ち

らされて、
それぞれ、より安

あんぜん

全な別
べつ

の地
ち い き

域へ移
うつ

って
行
い

きました。彼
かれ

らはその行
い

った先
さきざき

々で、何
なに

をしたと思
おも

いますか？もしあなたが、信
しんじゃ

者
のひとりだったとしたら、何

なに

をしていていた
と思

おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

エル サレムにある 教
きょうかい

会 の 信
しんじゃ

者 の
多
おお

くは、急
いそ

いで、より安
あんぜん

全な別
べつ

の場
ば し ょ

所へと移
い ど う

動しなくてはなりませんで
した。彼

かれ
らは、イエス様

さま
についてこれ

以
いじょうかた

上語ることを恐
おそ

れていたと思
おも

いますか？
使
し と

徒 8:4。

人
ひとびと

々がイエス様
さま

について学
まな

ぶのをやめ
させることが、サタンの計

けいかく

画でした。それ
はうまくいっていましたか？いいえ。それ
どころか、イエス様

さま

の物
ものがたり

語は多
おお

くの地
ち い き

域
にまで広

ひろ

まっていました。それは、種
たね

をひ
とつの場

ば し ょ

所だけでなく、いろんな場
ば し ょ

所に
植
う

えるようなものでした。

エルサレムの教
きょうかい

会を離
はな

れた執
し つ じ

事のひと
りに、ピリポがいました。彼

かれ

は、力
ちからづよ

強い
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説
せっきょうしゃ

教者でもありました。彼
かれ

は、どこへ行
い

きましたか？
5 節

せつ

。

聖
せいれい

霊がピリポと共
とも

におら
れたので、サマリヤでは、
あるすばらしいことが起

お

き
ました。それは何

なん

でしたか？
6-8 節

せつ

。

サマリヤに、ピリポのよ
うすをうかがっている、シ
モンという人

じんぶつ

物がいました。
サマリヤのだれもが、子

こ ど も

供も大
お と な

人も、シ
モンが行

おこな

う不
ふ し ぎ

思議なわざのことを知
し

ってい
ました。彼

かれ

らは、神
かみさま

様がシモンを助
たす

けて
おられるのだと思

おも

い込
こ

んでいました。シモ
ンの不

ふ し ぎ

思議なわざを助
たす

けているのが、実
じつ

はサタンだということを知
し

らなかったので
す。9-11 節

せつ

。

ピリポが聖
せいれい

霊の力
ちから

をとおして行
おこな

う数
かずかず

々の
すばらしい奇

き せ き

跡を見
み

て、シモンもイエス
様
さま

を信
しん

じ、バプテスマを受
う

けました。13

節
せつ

。

ピリポを手
て つ だ

伝うためにペテロとヨハネが
やって来

き

たときも、シモンは彼
かれ

らを注
ちゅうい

意
して見

み

ていました。このシモンという男
おとこ

、
本
ほんとう

当は神
かみさま

様が彼
かれ

らにお与
あた

えになった力
ちから

を、
自
じ ぶ ん

分も欲
ほ

しかったのです！そこで彼
かれ

は、何
なに

をしましたか？18,19 節
せつ

。

ペテロは、あきれはててしまいました。
聖
せいれい

霊の力
ちから

を、お金
かね

で買
か

おうとする人
ひと

がい
るなんて！ペテロとヨハネとピリポはただ
ちに、シモンがただ、おどろくような奇

き せ き

跡
を行

おこな

えるようになりたかったのだと見
み

ぬき
ました。ペテロはシモンに、どのように答

こた

えましたか？20-22 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしだれか
が、世

せかいじゅう

界中にあるだけのお
金
かね

を払
はら

うことができたなら、
神
かみさま

様の祝
しゅくふく

福をお金
かね

で買
か

うこ
とができますか？いいえ、
当
とうぜん

然できるはずがありませ
ん。わたしたちがイエス様

さま

を信
しん

じるとき、イエス様
さま

は
わたしたちに何

なに

をささげる
ように求

もと

められますか？

水
す い よ う び

曜日

ピリポがまだサマリヤにいたある日
ひ

のこと。神
かみさま

様はひとりの天
てんし

使をつ
かわして、特

とくべつ
別なメッセージを彼

かれ
に告

つ
げら

れました。使
し と

徒 8:26。

ピリポは、なぜひとりでこれほど長
なが

い
砂
さ ば く

漠の道
みち

を歩
ある

かなくてはならないのかを、
神
かみさま

様にたずねませんでした。むしろイエス
様
さま

に信
しんらい

頼していたので、すぐにしたがいま
した。ピリポは、イエス様

さま

から頼
たの

まれたこ
とならば、どんなことでも喜

よろこ

んでやりたい
と思

おも

っていました。天
て ん し

使がピリポに進
すす

むよ
うに指

し じ

示したのは、ほこりまみれの砂
さ ば く

漠へ
とつづく、長

なが

い道
みち

でした。

ピリポが、ガザに向
む

かってそのほこりだ
らけの道

みち

を歩
ある

いていると、前
ぜんぽう

方に 1 台
だい

の
馬
ば し ゃ

車が見
み

えました。おそらく彼
かれ

は、この
馬
ば し ゃ

車に乗
の

っているのがとても偉
えら

い人
ひと

だと
気
き

づいていたはずです。はたして、馬
ば し ゃ

車
に乗

の

っていたのは、地
ち い

位の高
たか

い人
じんぶつ

物でし
た。
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その男
おとこ

は、エチオピアのカンダケ女
じょおう

王
に仕

つか

える高
こうかん

官でした。彼
かれ

は、女
じょおう

王の財
ざいさん

産
のすべてを管

か ん り

理していました。真
しん

の神
かみさま

様
を信

しん

じており、神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するためにエ
ルサレムの神

しんでん

殿を訪
おとず

れていました。そし
て、自

じ ぶ ん

分の故
ふるさと

郷へ帰
かえ

る途
とちゅう

中でした。

馬
ば し ゃ

車に乗
の

っているあいだ、このエチオ
ピアの高

こうかん

官は、イザヤ書
しょ

に記
しる

されている、
人
じんるい

類のために命
いのち

をお与
あた

えになる神
かみさま

様の
小
こひつじ

羊について読
よ

んでいました。27,28 節
せつ

。

聖
せいれい

霊は、この高
こうかん

官が読
よ

んでいるところ
の意

い み

味を理
り か い

解できないでいるのを、ピリ
ポに知

し

らせました。高
こうかん

官は、聖
せいしょ

書のこの
部
ぶ ぶ ん

分をだれかに教
おし

えてもらう必
ひつよう

要がありま
した。そこでピリポは、走

はし

ってその馬
ば し ゃ

車に
追
お

いつきました。29 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：今
いま

やピリポは、なぜ自
じぶん

分
があの砂

さ ば く

漠の道
みち

につかわされたのかを
理
りかい

解していたと思
おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

ピリポ は、 馬
ば し ゃ

車 に
乗
の

ったエチオピア
の高

こうかん
官に追

お
いつこうと走

はし
っ

ていました。高
こうかん

官は、聖
せいしょ

書
を声

こえ
に出

だ
して読

よ
んでいまし

た。馬
ばしゃ

車に追
お

いついたピリ
ポは、彼

かれ

に何
なん

とたずねまし
たか？使

し と
徒 8:30。

高
こうかん

官はおどろいたにちが
いありません。彼

かれ

はピリポ
に、何

なん

と答
こた

えましたか？31

節
せつ

。

じきにピリポと高
こうかん

官は、いっしょに馬
ば し ゃ

車
に乗

の

っていました。高
こうかん

官は、イザヤ書
しょ

の
この美

うつく

しい聖
せ い く

句に書
か

かれている人
じんぶつ

物は、
イザヤ本

ほんにん

人のことなのか、それともだれ
かほかの人

ひと

のことなのかを知
し

りたいと思
おも

っ
ていました。32-34 節

せつ

。

イエス様
さま

のことを伝
つた

えるための不
ふ し ぎ

思議な
めぐりあい、そして、わたしたちを救

すく

うご
計
けいかく

画のすばらしさは、はかりしれません！
ピリポはまず、人

ひとびと

々が神
かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者たち
を殺

ころ

したことを話
はな

して聞
き

かせました。そし
てイエス様

さま

が来
こ

られたときも、人
ひとびと

々が彼
かれ

を憎
にく

んだことを話
はな

しました。そしてイエス
様
さま

は、まさに、高
こうかん

官が読
よ

んでいるイザヤ
書
しょ

の小
こひつじ

羊のように、人
ひとびと

々に殺
ころ

されたのでし
た。35 節

せつ

。

高
こうかん

官がどれほどの感
かんどう

動にみたされたか、
想
そうぞう

像できますか？彼
かれ

は話
はなし

を聞
き

くうちに、ピ
リポの語

かた

っていることが真
しんじつ

実であると知
し

り
ました。預

よ げ ん

言は、イエス様
さま

のことを述
の

べて
いたのです。高

こうかん

官は、読
よ

んでいたイザヤ
の預

よ げ ん し ょ

言書に記
しる

されている真
しん

の小
こひつじ

羊が、イ
エス様

さま

であったことが理
り か い

解
できました。

高
こうかん

官がエルサレムを訪
おとず

れ たときには、 お そらく
神
しんでん

殿に一
いっぴき

匹の小
こひつじ

羊をたずさ
えて行

い

ったはずです。しか
し今

いま

や、これらの小
こひつじ

羊は、
イエス様

さま

が死
し

なれるため
に地

ちじょう

上へ来
こ

られることを、
人
ひとびと

々に思
おも

い起
お

こさせるため
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のものであったことを知
し

りま
した。しかも、あの真

しん

の神
かみ

の小
こひつじ

羊であられるお方
かた

は、
すでに来

こ

られたのでした。
イエス様

さま

はすでに苦
くる

しみを
受
う

けられ、すべての人
ひと

のた
めに、死

し

んで下
くだ

さったので
す。

考
かんが

えてみよう：エルサレム
へ向

む

かうときの高
こうかん

官の考
かんが

え
かたと、ピリポと話

はな

したあと
の考
かんが

えかたとでは、どのよう
なちがいがありましたか？

金
き ん よ う び

曜日

エチオピアの女
じょおう

王の高
こうかん

官とピリポ
は、いっしょに馬

ばしゃ
車に乗

の
っていま

す。ピリポは高
こうかん

官にイエス様
さま

のことを話
はな

し、
高
こうかん

官は、イエス様
さま

が真
しん

の神
かみ

のみ子
こ

、メシ
ヤであられることを、胸

むね
をおどらせながら

聞
き

きました。彼
かれ

のよろこびは、どれほど大
おお

きかったことでしょう！水
みず

のある場
ば し ょ

所に来
く

ると、高
こうかん

官はピリポに、「今
いま

ここで、私
わたし

がバ
プテスマを受

う
けられない理

りゆう
由があるでしょ

うか？」とたずねました。使
し と

徒 8:36,37。

ふたりが水
みず

に入
はい

ったとき、ピリポは高
こうかん

官
に、水

みず

をふりかけただけでしたか？ピリポ
は手

て

で水
みず

をすくって、高
こうかん

官の頭
かしら

に注
そそ

いだ
だけでしたか？いいえ。ピリポは高

こうかん

官と
いっしょに水

みず

に入
い

り、イエス様
さま

が受
う

けられ
たのと同

おな

じバプテスマを授
さず

けたのでした。
38 節

せつ

。

ふたりが水
みず

からあがると、とつぜんピリ

ポの姿
すがた

が見
み

えなくなりま
した。彼

かれ

はもう、そこに
はいませんでした。神

かみさま

様
はピリポに、別

べつ

の場
ば し ょ

所で
福
ふくいん

音を伝
つた

えさせるご計
けいかく

画
があったからです。エチ
オピアの高

こうかん

官は自
じ ぶ ん

分の国
くに

へ帰
かえ

って、多
おお

くの人
ひとびと

々に
イエス様

さま

のことを伝
つた

えたこ
とでしょう。39,40 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：サタンは
おそらく、エルサレムの

教
きょうかい

会の信
しんじゃ

者を痛
いた

めつければ、イエス様
さま

の
ことを伝

つた

えるのをやめるだろうと考
かんが

えてい
たのでしょう。その計

けいかく

画は、うまくいきまし
たか？いいえ。では、何

なに

が起
お

こったかを話
はな

してみましょう。

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 8 章
しょう

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 11 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

わたしたちがガソリン
スタンドに着

つ
いたこ

ろには、だれもいなくなって
いました。そこの店

てんいん
員は木

き

の下
した

にすわり、何
なにごと

事もなかったかのよう
に、うとうとと過

す
ごしています。彼

かれ

に通
つう

じ
る言

こ と ば
葉で何

なに
が起

お
きたのかを説

せつめい
明し、わた

したちの寝
ねぶくろ

袋を見
み

なかったかとたずねまし
た。すると、彼

かれ

はひどく怒
いか

り出
だ

しました。
それでわたしたちは、この男

おとこ
が犯

はんにん
人ではな

いかと思
おも

ったのです！しかし彼
かれ

は、寝
ねぶくろ

袋を
とっていないと言

い
いはりました。

わたしたちは、彼
かれ

の小
こ や

屋に入
はい

って自
じ ぶ ん

分
たちでさがすことにしまし
た。すると思

おも

ったとおり、
彼
かれ

の古
ふる

い寝
し ん ぐ

具にまぎれて、
わたしたちの寝

ねぶくろ

袋がありま
した。わたしたちがそれを
持
も

って来
き

て見
み

せると、店
てんいん

員
はおどろいたふりをしまし
た。そして、その寝

ねぶくろ

袋のことは何
なに

も知
し

らな
いとくり返

かえ

し言
い

うばかりです。わたしたち
は寝

ねぶくろ

袋をとりもどせただけで満
まんぞく

足だったの

で、この泥
どろぼう

棒を警
けいさつ

察につき出
だ

すことはせ
ず、そこを去

さ

ることにしました。

まもなくわたしたちは再
ふたた

び、延
えんえん

々とつづ
く牛

ぎゅうしゃ

車の列
れつ

を出
で

たり入
はい

ったりしながら、く
ねくね道

みち

を進
すす

んでいました。

道
みち

ばたの猿
さる

を見
み

て子
こ ど も

供たちはうれしそう
に笑

わら

い、また美
うつく

しい風
ふうけい

景に心
こころ

をすっかりう
ばわれて、わたしたちは、カーヴィリ川

がわ

の
支
しりゅう

流に近
ちか

づいていたことに気
き

がつきませ
んでした。ところが不

ふ い

意に、川
かわ

のあちらこ
ちらで水

す い い

位が高
たか

くなり、水
みず

が岸
きし

を超
こ

えよう
としていることに気

き

がついたのです。

ああ、どうしよう？どうしたら向
む

こう岸
きし

に
わたれるのかしら？わたしたちは、どうし
ても向

む

こう側
がわ

の村
むら

に行
い

かなくてはいけませ
ん。川

かわ

の水
みず

が下
さ

がるのを待
ま

つのは無
む り

理で
す。川

かわぎし

岸で、ひじょうに長
なが

い時
じ か ん ま

間待つこと
になってしまうからです。

主
しゅじん

人は車
くるま

をバックさせながら 3 メートル
ほど道

ど う ろ

路を上
のぼ

り、それから
アクセルを踏

ふ

んで、向
む

こう
岸
きし

に着
つ

けるようにと願
ねが

いつ
つ、一

い っ き

気に川
かわ

の中
なか

へと車
くるま

を
走
はし

らせました。ヒュウ、ヒュ
ウ、バシャン！と、車

くるま

は川
かわ

の
ど真

ま

ん中
なか

で、完
かんぜん

全に止
と

まっ
てしまいました。またたく間

ま

に、水
みず

がわた
したちの足

あし

まであがってきました。わたし
たちの寝

ねぶくろ

袋はぬれ、水
みず

は今
いま

や、横
よこ

にしば

お話
はな

しひろば 

ラージャの旅
り ょ こ う

行その２
エルシー・ルイス・ローソン
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りつけてあるスーツケースを超
こ

えて入
はい

って
きます。そして、車

くるま

を前
まえ

に進
すす

ませようとす
ればするほど、砂

す な ち

地の川
かわぞこ

底に沈
しず

んでいく
のです。

わたしたちは全
ぜんいん

員すばやく這
は

い出
で

て、
車
くるま

の上
うえ

に登
のぼ

りました。この混
こんらん

乱の中
なか

で、
かわいそうなラージャのかごは川

かわ

に落
お

ち
てしまいました。わたしたちは恐

おそ

ろしく
なって、大

おおごえ

声で叫
さけ

びました。しかしすぐに
主
しゅじん

人が川
かわ

に手
て

をのばし、ラージャを助
たす

け
ました。川

かわ

に浮
う

いた鳥
とり

かごの中
なか

でずぶぬ
れになり、身

み

を守
まも

るためにつかまっていた
止
と

まり木
もく

まで水
みず

があがってくるのに気
き

づい
たラージャは、怒

いか

り狂
くる

って文
も ん く

句を言
い

ってい
ました。この興

こうふん

奮の中
なか

で、ラージャは話
はな

す
のをやめるどころか、タミル語

ご

、カラニー
ス語

ご

、さらには英
え い ご

語でぺちゃくちゃと話
はな

し
ていました。わたしたちは車

くるま

の上
うえ

にすわっ
て、脇

わきばら

腹が痛
いた

くなるまで笑
わら

い、おかげで
楽
たの

しいひと時
とき

が過
す

ごせました。まあ、ラー
ジャにとっては、少

すこ

しもおかしくなかった
のでしょうけど。

まもなくしてわたしたちは、いくつかの
牛
ぎゅうしゃ

車と長
なが

いロープで、安
あんぜん

全に助
たす

け出
だ

され
ました。ロープは車

くるま

にしっかりと結
むす

びつけ
られ、牛

ぎゅうしゃ

車が川
かわ

に入
はい

って来
き

ます。前
まえ

へ進
すす

むことを牛
うし

にわからせるために、しっぽを
かなりねじらなくてはなりませんでしたが、
どうにかして、わたしたちは向

む

こう岸
きし

に着
つ

くことができました。

初
し ょ に ん ち

任地の伝
で ん ど う ち く

道地区へ車
くるま

がさしかかった
ころには、ちょうど、熱

ね っ た い ち ほ う

帯地方の光
ひか

り輝
かがや

く
太
たいよう

陽が沈
しず

み、視
し か い

界から消
き

えるところでした。
よろこびあふれる村

むら

の人
ひとびと

々の歓
かんげい

迎の笑
え が お

顔

は、この旅
たび

の間
あいだ

に起
お

きたすべての苦
く ろ う

労を
すっかり忘

わす

れさせるほどすばらしいもので
した。

一
いっぽう

方、ラージャはというと、泥
どろ

だらけに
なった車

くるま

の天
てんじょう

井からしっかりつり下
さ

げられ
た鳥

とり

かごに、大
だいまんぞく

満足のようすです。なにせ、
何
なんねんぶん

年分もの動
どうよう

揺と興
こうふん

奮を、いちどに十
じゅうぶん

分
すぎるほど味

あじ

わったあとでしたから。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

ステパノを石
いし

で撃
う

ち殺
ころ

した、あの
怒
いか

り狂
くる

った人
ひとびと

々の上
う わ ぎ

着の見
み は

張り
をしていた若

わか
い青

せいねん
年、それがサウロでした。

彼
かれ

はローマ市
しみん

民でしたが、ユダヤ人
じん

でもあ
りました。両

りょうしん
親は、サウロをエルサレムの

学
がっこう

校に送
おく

ったのでした。

サウロは、ユダヤ教
きょうと

徒の優
ゆうしゅう

秀な教
きょうし

師た
ちから教

おし

えを受
う

けました。彼
かれ

は教
きょうし

師たち
を信

しんらい

頼していましたし、教
きょうし

師たちもすぐ
に、サウロがひじょうに賢

かしこ

い生
せ い と

徒であるこ
とに気

き

づきました。彼
かれ

らはサ
ウロに、自

じ ぶ ん

分たちの作
つく

り上
あ

げ
た規

き そ く

則が重
じゅうよう

要だと教
おし

えこみ
ました。サウロは彼

かれ

らの言
い

う
ことを信

しん

じたので、それらの
規
き そ く

則を学
まな

び、したがっていま
した。サウロはいずれ有

ゆうりょく

力
な指

し ど う し ゃ

導者になるだろうと、だ
れもが思

おも

っていました。

サンヒドリンの議
ぎ か い

会に呼
よ

び
出
だ

されたステパノと議
ぎ ろ ん

論する

ため、サウロもその場
ば

に来
き

ていました。と
ころが、ステパノと論

ろん

じ合
あ

ってみると、彼
かれ

が聖
せいしょ

書をひじょうによく知
し

っていることが
わかりました。

サウロはイエス様
さま

に会
あ

って、話
はなし

を聞
き

いた
ことはありませんでした。ただ教

きょうし

師たちか
ら教

おそ

わった神
かみ

の国
くに

やメシヤは、イエス様
さま

が人
ひとびと

々に教
おし

えられたものとはずいぶんち
がっていました。「あのイエスがメシヤで
あるはずはない」という教

きょうし

師たちの言
こ と ば

葉
を、サウロは信

しん

じたのでした。

ステパノの顔
かお

が輝
かがや

いているのを見
み

たサ
ウロは、ほかの人

ひと

たちと同
おな

じように恐
きょうふ

怖を
おぼえました。もしかしたら、
神
かみ

がステパノと共
とも

におられた
のだろうか？ステパノの顔

かお

を
見
み

たサウロは、そんな思
おも

いに
かられました。また彼

かれ

は、ス
テパノが天

てん

を見
み あ

上げて「イエ
ス様

さま

が見
み

える」と言
い

ったのも
聞
き

きました。さらにサウロは、
ステパノが死

し

ぬ直
ちょくぜん

前に語
かた

った
言
こ と ば

葉を忘
わす

れることができませ
んでした。もしかしたら、ス

召
め

しにこたえるサウロ

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

よ、わたしは何
なに

をしたらよいでしょうか」

使
し と

徒 22:10

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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テパノの言
い

ったことのほうが正
ただ

しいのだろうか？

考
かんが

えてみよう：サウロは正
ただ

し
いことをしたいと思

おも

っていました
か？彼

かれ

の心
こころ

に語
かた

りかけていたの
は、だれでしたか？サタンがサ
ウロにしてほしかったことは何

なん

で
すか？

月
げ つ よ う び

曜日

サウロが祭
さいし

司や教
きょうし

師たちにステパノ
のことを話

はな
すと、彼

かれ
らは、ステパ

ノの語
かた

ったことが本
ほんとう

当であるわけがない、
と言

い
いました。サウロがこれまで教

おし
えられ

てきたことのゆえに、また祭
さいし

司や教
きょうし

師たち
を知

ち え
恵のある人

ひと
たちと思

おも
いこんでいたた

めに、彼
かれ

らを信
しん

じてしまいました。そして、
ステパノは死

し
ぬべき人

じんぶつ
物であったという 考

かんが

えに賛
さんどう

同したのでした。しかし、ステパノ
が死

し
んだときのことが、いつまでたっても

サウロの頭
あたま

から離
はな

れませんでした。

サウロは、もしイエス様
さま

の信
しんじゃ

者たちが
まちがっているのなら、彼

かれ

らにイエス様
さま

のことを伝
つた

えさせないために、できるだ
け祭

さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちの力
ちから

になろうと
決
けっしん

心していました。

まもなく祭
さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちは、サ
ウロが彼

かれ

らにとって強
きょうりょく

力な助
たす

け手
て

であるこ
とが分

わ

かりました。ステパノの死
し ご

後、彼
かれ

らはサウロを議
ぎ か い

会の一
いちいん

員にしたほどです。
使
し と

徒 8:1,3。

もしも、この強
きょうりょく

力な祭
さ い し

司たちの助
たす

け手
て

で
あるサウロがあなたの家

いえ

にやってきて、イ

エス様
さま

を信
しん

じているからという
理
り ゆ う

由で、あなたを牢
ろうごく

獄につれて
行
い

ったとしたら、あなたはどう
思
おも

うでしょう？実
じっさい

際にこのような
ことが、多

おお

くの信
しんじゃ

者たちに起
お

こ
りました。当

とうぜん

然、大
おおぜい

勢の信
しんじゃ

者た
ちは、エルサレムを離

はな

れたはず
です！ところが、ダマスコへ行

い

っ
た人

ひと

たちは、そこも安
あんぜん

全でない
ことに気

き

づきました。なぜですか？使
し と

徒

9:1,2。

ダマスコは、どこにありますか？それは、
エルサレムから遠

とお

く離
はな

れていました。そこ
へ行

い

った信
しんじゃ

者たちは、人
ひとびと

々にイエス様
さま

の
ことを教

おし

えていました。そして今
いま

ではダマ
スコで、さらに多

おお

くの新
あたら

しい信
しんじゃ

者が加
くわ

わっ
ていました。そこでサウロはダマスコへ向

む

かい、できるだけ多
おお

くの信
しんじゃ

者たちをさがし
出
だ

してエルサレムへつれ帰
かえ

り、彼
かれ

らをこら
しめようと決

けっしん

心しました。使
し と

徒 22:4,5。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は弟
で し

子たちに、
彼
かれ

らは迫
はくがい

害を受
う

けるだろうと警
けいこく

告なさいま
したか？マタイ 10:17,18。これらの信

しんじゃ

者た
ちは、自

じぶ ん

分たちにどんなことが起
お

ころうと
も、イエス様

さま

に忠
ちゅうじつ

実であることを選
えら

びまし
た。あなたならどうしますか？

火
か よ う び

曜日

サウロと供
とも

の兵
へいし

士らは、信
しんじゃ

者たちを
さがし出

だ
してエルサレムへつれ帰

かえ

り、処
しょばつ

罰するために、ダマスコへ向
む

かって
いました。彼

かれ
らは、木

き
や草

くさ
の生

は
えていな

い、砂
さ ば く

漠を旅
たび

していました。しかしダマス
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コが近
ちか

くなってくると、景
け し き

色は一
いっぺん

変します。
穀
こくもつばたけ

物 畑 や果
かじゅえん

樹園や菜
さいえん

園がひろがってい
て、小

お が わ
川も流

なが
れています。それは美

うつく
しい

光
こうけい

景でした。長
なが

い旅
たび

がようやく終
お

わりに
近
ちか

づいたことを、皆
みな

よろこんでいました。

サウロと同
どうはんしゃ

伴者たちが目
め

の前
まえ

の光
こうけい

景を
ながめていると、とつぜん、明

あか

るくまぶし
い光

ひかり

が彼
かれ

らを照
て

らしました。その光
ひかり

がまぶ
しすぎて、ほとんど何

なに

も見
み

えません。サウ
ロは、地

じ め ん

面に倒
たお

れ伏
ふ

しました。みんなが、
恐
きょうふ

怖におののきました。すると、声
こえ

が聞
き

こ
えてきて、サウロに話

はな

しかけました。その
声
こえ

は何
なん

と言
い

いましたか？使
し と

徒 9:3,4。

サウロはおどろきのあまり、何
なに

もできま
せん。その声

こえ

の主
ぬし

を見
み

ようとして目
め

を上
あ

げ
ると、天

て ん し

使のような姿
すがた

の人
ひと

が見
み

えました。
サウロは何

なん

とたずねましたか？またその人
ひと

は、何
なん

と答
こた

えましたか？5 節
せつ

。

わたしたちは時
ときどき

々、良
りょうしん

心がとがめるとか、
心
こころ

が痛
いた

むという言
こ と ば

葉を耳
みみ

にします。それ
は、聖

せいれい

霊が話
はな

しかけているということです。
その時

とき

、いやな気
き も ち

持になったり、落
お

ち着
つ

かない気
き ぶ ん

分になったりするのは、聖
せいれい

霊の
声
こえ

を聞
き

かないようにしてい
るからです。ステパノが殺

ころ

されて以
い ら い

来、サウロはそ
のようにしてきたのでした。
あの日

ひ

、目
め

にしたこと、耳
みみ

にしたことが、彼
かれ

をずっと
悩
なや

ませていました。

考
かんが

えてみよう：そんなサウ
ロの前

まえ

にあらわれたのは、
イエス様

さま

ご自
じし ん

身でした。イ
エス様

さま

が直
ちょくせつ

接、サウロとお

話
はなし

なさったのです。サウロは、そのことを
どう感

かん

じたのでしょう？あなただったら、ど
う感
かん

じたと思
おも

いますか？

水
す い よ う び

曜日

サウロは恐
おそ

れおののいて、地
じめん

面に倒
たお

れてしまいました。たった今
いま

、イ
エス様

さま
から話

はな
しかけられ、これまで自

じぶん
分

のしてきたことが、すべてまちがいだった
ことを知

し
ったのです。イエス様

さま
について

語
かた

ったステパノの言
ことば

葉が、ずっと彼
かれ

を悩
なや

ま
せていたのは、聖

せいれい
霊の働

はたら
きかけによるもの

でした。不
ふ い

意に、自
じぶん

分がこれまで助
たす

けて
いたのが神

かみさま
様ではなく、サタンであったこ

とを理
り か い

解しました。なんと恐
おそ

ろしいことで
しょう！恐

きょうふ
怖にふるえる声

こえ
で、サウロはイ

エス様
さま

に何
なん

とたずねましたか？使
し と

徒 9:5。

いっしょにいた者
もの

たちも、すっかりふる
え上

あ

がってしまいました。強
つよ

い光
ひかり

のため
に、ほとんど何

なに

も見
み

えませんでした。サウ
ロだけはイエス様

さま

のお姿
すがた

が見
み

えて、その
お言

こ と ば

葉を理
り か い

解しました。7 節
せつ

。

サウロは、よろよろと立
た

ち上
あ

がりました。 辺
あた

りを
見
み ま わ

回そうとしましたが、あ
の強

つよ

い光
ひかり

のために、目
め

が
見
み

えなくなっていました。
何
なに

も見
み

えません。サウロは
町
まち

へ着
つ

くまで、だれかに手
て

を引
ひ

いてもらわなくてはな
りませんでした。8 節

せつ

。

サウロの 心
こころ

は、 か なり
困
こんわく

惑していたはずです。ま
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さに、 最
さいあく

悪 の 気
き ぶ ん

分 でした。
自
じ ぶ ん

分はこれまで、なんと恐
おそ

ろ
しいことをしてきたのだろう！
こんな自

じ ぶ ん

分を、神
かみさま

様はゆるし
てくださるのだろうか？これ
からどうなるのだろう？サウロ
は、自

じ ぶ ん

分が生
い

きている価
か ち

値の
ない人

にんげん

間であることを知
し

りまし
た。けれどもイエス様

さま

は、ダ
マスコに行

い

けば、これからす
るべきことが告

つ

げられるだろうと言
い

われた
のでした。

ダマスコに着
つ

いたサウロは、「まっすぐ」
という通

とお

りに住
す

んでいる、ある人
ひと

の家
いえ

に行
い

きました。しかしそこでも、彼
かれ

はひとりに
なりたいと思

おも

いました。ひとりで考
かんが

え、祈
いの

る必
ひつよう

要があったのです。ただ確
たし

かなのは、
途
とちゅう

中でイエス様
さま

ご自
じ し ん

身があらわれて、彼
かれ

に話
はな

しかけられた、ということだけでした。

考
かんが

えてみよう：サウロはこの時
とき

、何
なに

を思
おも

い出
だ

していたのでしょうか？そのことについ
て、話

はな

し合
あ

ってみましょう。

木
も く よ う び

曜日

3日
かかん

間、サウロは目
め

も見
み

えず、何
なに

も
できず、ひとりですわってすごしま

した。いろいろなことが思
おも

い出
だ

されました。
あまりにもつらくて、何

なに
も口

くち
にしたくありま

せんでした。水
みず

さえも、飲
の

む気
き

になれませ
んでした。彼

かれ

はただ、自
じぶん

分の犯
おか

してしまっ
た恐

おそ
ろしい過

あやま
ちのことばかりを考

かんが
えていま

した。今
いま

や、自
じぶん

分が完
かんぜん

全にまちがっていた
ことを理

り か い
解したのでした。使

し と
徒 9:9。

イエス様
さま

はサウロに、次
つぎ

に
するべきことが告

つ

げられるだろ
うと約

やくそく

束しておられました。ど
のように示

しめ

されるのか、サウ
ロはあれこれと思

おも

いめぐらした
ことでしょう。彼

かれ

に告
つ

げるため
次
つぎ

にあらわれたのは、イエス
様
さま

ではありませんでした。サウ
ロを助

たす

けるために、イエス様
さま

はある人
ひと

をダマスコの教
きょうかい

会か
らつかわされました。10-12 節

せつ

。

サウロのことは信
しんじゃ

者のだれもが知
し

って
おり、 恐

おそ

れていました。それなのにイ
エス様

さま

は、アナニヤという人
ひと

に、サウロ
を伝

でんどうしゃ

道者として選
えら

んだから、とにかく彼
かれ

のところへ行
い

くようにと言
い

われたのです。
13-16 節

せつ

。

アナニヤは、おどろいたにちがいあり
ません。それでもイエス様

さま

に信
しんらい

頼してい
たので、 彼

かれ

は
サウロの いる
家
いえ

へ 行
い

きまし
た。 サウロ に
話
はな

しか けたア
ナニヤは、彼

かれ

を
「 兄

きょうだい

弟 」と 呼
よ

び ました。17

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は今
いま

でも、まちがっ
た考
かんが

えの人
ひと

を助
たす

けて下
くだ

さいますか？あなた
は、そのような人

ひと

を知
し

っていますか？
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金
き ん よ う び

曜日

アナニヤは、サウロが泊
と

まっている
家
いえ

へ行
い

きました。サウロの心
こころ

は、
感
かんしゃ

謝の気
き も

持ちでいっぱいだったことでしょ
う！神

かみさま
様は彼

かれ
をおゆるしになり、彼

かれ

を助
たす

け
るために人

ひと
をつかわされたのでした。アナ

ニヤがサウロの上
うえ

に手
て

をおくと、何
なに

が起
お

こ
りましたか？使

し と
徒 9:18。

サウロはふたたび、目
め

が見
み

えるようにな
りました。そしてその夜

よる

、真
しん

にイエス様
さま

にしたがう者
もの

とし
て、バプテスマを受

う

けました。
「父

ちち

と子
こ

と聖
せいれい

霊の名
な

によって、
あなたにバプテスマを授

さず

ける」
という言

こ と ば

葉を聞
き

いたサウロは、
感
かんどう

動にふるえたことでしょう。
バプテスマを受

う

けさせないよ
うに人

ひとびと

々を迫
はくがい

害していたサウ
ロが、イエス様

さま

を心
こころ

から信
しん

じ
る者

もの

となったのです。

少
すこ

しの食
しょくじ

事をとったあと、サウロはダマ
スコの信

しんじゃ

者たちと話
はなし

をしました。自
じ ぶ ん

分が
変
か

えられたことを、信
しんじゃ

者たちに知
し

ってほし
かったのです。そこで、サウロは何

なに

をしま
したか？19,20 節

せつ

。

ダマスコの信
しんじゃ

者たちのだれもが、サウ
ロの名

な

を聞
き

いたことがあり、当
とうぜん

然、彼
かれ

のこ
とを恐

おそ

れていました。信
しんじゃ

者たちは、サウ
ロが本

ほんとう

当に変
か

わったのか、それとも変
か

わっ
たふりをしているのか、疑

うたが

っていました。
もしかすると、祭

さ い し

司や民
たみ

の指
し ど う し ゃ

導者たちか
らつかわされたスパイかもしれない、と思

おも

いました。しかしまもなく、サウロが実
じっさい

際
に変

か

えられたことを知
し

ります。22 節
せつ

。

後
のち

になって、ダマスコのある者
もの

たちがサ
ウロを殺

ころ

そうと企
たくら

んだとき、信
しんじゃ

者たちは彼
かれ

を逃
に

がしてあげました。大
おお

きなかごにサウ
ロを入

い

れて、城
じょうへき

壁の上
うえ

から地
じ め ん

面におろし
ました。23-25 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：サウロはおそらく、ダマ
スコへ向

む

かう道
どうちゅう

中の出
で き ご と

来事を、いろん
な人

ひと

たちになんども話
はな

したことでしょう。
使
しとぎょうでん

徒行伝 22:6-21を、家
かていれいはい

庭礼拝の時
じかん

間に、
もういちど読

よ

んでみてくださ
い。サウロの人

じんせい

生は、ひとつ
の方

ほうこう

向にまっすぐ進
すす

んでいた
のに、とつぜん向

む

きを変
か

えて、
反
はんたいほうこう

対方向に進
すす

み始
はじ

めるのに似
に

ています。祭
さい し

司と民
たみ

の指
しどうしゃ

導者
たちの強

きょうりょく

力な手
てさ き

先になると思
おも

われたその男
おとこ

は、彼
かれ

らが心
こころ

か
ら憎

にく

んでいるイエス様
さま

の力
ちからづよ

強
い働
はたら

き人
ひと

のひとりに変
か

えられ
たのでした。ステパノは、自

じぶ ん

分がイエス
様
さま

のために命
いのち

を捨
す

てたことによって、サウ
ロが力

ちからづよ

強い伝
でんどうしゃ

道者になるとは、思
おも

いもし
なかったことでしょう。天

てんごく

国で再
さいかい

会するとき
の、ステパノとサウロのうれしそうなようす
を、あなたは想

そうぞう

像できますか？

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 9：1-22

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 12 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

わたしたちは、都
とかい

会の
住
す

み慣
な

れた心
こ こ ち

地よ
い家

いえ
を出

で
て、インドの村

むら
に

ある原
げんじゅうみん

住民の家
いえ

でくらした
ことがありました。この家

いえ
は、美

うつく
しい川

かわ
の

岸
き し べ

辺に建
た

てられていました。毎
まいゆう

夕、日
ひ

が
暮
く

れるころになると、子
こ ど も

供たちは急
いそ

いで川
かわ

へおりていき、冷
つめ

たい水
みず

の中
なか

を歩
ある

きます。
特
とく

に、蒸
む

し暑
あつ

かった日
ひ

などはそうでした。

ある日
ひ

の夕
ゆうがた

方、子
こ ど も

供たちは川
かわ

にいて、
主
しゅじん

人とわたしはある村
むら

をたずねていまし
た。家

いえ

を出
で

る前
まえ

に、わたしたちはペットの
ラージャが鳥

とり

かごの中
なか

にいるか、また鳥
とり

かごが垂
た る き

木にしっかりとつり下
さ

げられてい
るかを確

かくにん

認しました。ラージャを猫
ねこ

やその
他
た

の動
どうぶつ

物から守
まも

るためには、こうしなくて
はなりません。

子
こ ど も

供たちが叫
さけ

び声
こえ

を聞
き

いたのは、砂
すなはま

浜
に家

いえ

を作
つく

ろうと夢
むちゅう

中になっていた時
とき

のこと
です。彼

かれ

らは耳
みみ

をすませました。叫
さけ

び声
こえ

はつづいています。聞
き

き覚
おぼ

えのある声
こえ

で
す。それはラージャの声

こえ

でした。ラージャ
に何

なに

かあったのです。

彼
かれ

らは家
いえづく

作りをやめて、走
はし

って家
いえ

へもど
りました。玄

げんかん

関を開
あ

けると、それはもう、
ひどい光

こうけい

景です！猿
さる

の群
む

れがどこからか家
いえ

に入
はい

って、そこにあるものすべてがめちゃ
くちゃにされていました。トマトジュース、
むかれたバナナ、割

わ

れた卵
たまご

が散
さんらん

乱してい
ます。子

こ ど も

供たちが家
いえ

に入
はい

ってくると、猿
さる

た
ちは窓

まど

へ向
む

かって猛
もう

スピードで走
はし

り、そこ
からすべての猿

さる

がいちどに飛
と

び出
で

ようとし
ました。手

て

には果
くだもの

物をにぎったまま、猿
さる

た
ちは、最

さ い ご

後の一
いっぴき

匹が出
で

るまで押
お

し合
あ

いな
がら大

おおいそ

急ぎで出
で

て行
い

ったのでした。

ラージャは？鳥
とり

かごの扉
とびら

は大
おお

きく開
ひら

き、
ラージャの姿

すがた

は見
み

えません。きっと、恐
おそ

ろ
しい戦

たたか

いだったにちがいありません。な
ぜなら、ほかの物

もの

に混
ま

ざって床
ゆか

には羽
はね

が
散
ち

らばっていましたし、産
う ぶ げ

毛は、まだそこ
ら中

じゅう

を舞
ま

っていたからです。

子
こ ど も

供たちは悲
かな

しくなりました。彼
かれ

らのか
わいいペットは、殺

ころ

されてしまったのでしょ
うか？部

へ や じ ゅ う

屋中をさがしましたが、ラージャ
は見

み あ

当たりません。返
へ ん じ

事がかえってくる
のを願

ねが

いながら名
な ま え

前を呼
よ

びましたが、聞
き

こえるのは自
じ ぶ ん

分たちの声
こえ

のこだまばかりで
す。子

こ ど も

供たちは寝
しんしつ

室へ行
い

ってみました。ベッ
ドの下

した

もさがしました。しかしラージャは
まだ見

み

つかりません。子
こ ど も

供たちはもういち
ど、呼

よ

びかけてみました。「ラージャ、ラー
ジャ、どこにいるの？」すると、かすか

お話
はな

しひろば 

泥
ど ろ ぼ う

棒！泥
ど ろ ぼ う

棒！
エルシー・ルイス・ローソン
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な声
こえ

が聞
き

こえてきました。「ベティ、アー
キー！」子

こ ど も

供たちが声
こえ

のするほうへ進
すす

んで
いくと、洋

ようふく

服ダンスのところへ来
き

ました。
一
いちばんうえ

番上の棚
たな

の片
かた

すみに、ラージャは体
からだ

を
丸
まる

くしてすわっていました。かわいそうに！
彼
かれ

の羽
はね

はひどく折
お

れて乱
みだ

れ、とても具
ぐ あ い

合
が悪

あく

そうです。しかし子
こ ど も

供たちは、愛
あい

する
ペットがまだ生

い

きていたことが本
ほんとう

当にうれ
しくて、あわれな姿

すがた

は気
き

になりませんでし
た。

わたしたちが家
いえ

に帰
かえ

ってくると、子
こ ど も

供た
ちは興

こうふん

奮したようすで、一
い ち ぶ し じ ゅ う

部始終を話
はな

して
くれました。わたしたちの大

だ い じ

事なペットが
あの泥

どろぼう

棒たちに殺
ころ

されなかっ
たことを、心

こころ

から感
かんしゃ

謝しました。

もちろん、実
じっさい

際に何
なに

が起
お

こっ
たのかを詳

くわ

しく知
し

ることはでき
ません。ただ、もしラージャが
話
はな

せたなら、きっと次
つぎ

のように
報
ほうこく

告したのではないかと思
おも

い
ます。

「僕
ぼく

がかごの中
なか

の止
と

まり木
き

に
つかまって、ゆらゆら揺

ゆ

れていたら、窓
まど

の外
そと

からおかしな音
おと

が聞
き

こえたんだ。見
み

てみると、窓
ま ど ご

越しに、今
いま

まで見
み

たことのな
い、おかしな顔

かお

があったんだよ。そしたら
その顔

かお

が、急
きゅう

に２つ、３つ、４つに増
ふ

え
て、それはもう怖

こわ

かったよ。この変
か

わった
人
ひと

たち、いったいだれだったのかな？うち
の犬

いぬ

のキミーには似
に

てないし、猫
ねこ

のタビー
や遊

あそ

び仲
な か ま

間たちともちがうんだよな。僕
ぼく

、
彼
かれ

らに誰
だれ

なのか聞
き

いたんだけど、答
こた

えな
いから、もう頭

あたま

にきちゃったんだ。失
しつれい

礼な
やつらだなって！お父

とう

さんお母
かあ

さんから、

礼
れ い ぎ

儀というものを教
おし

えてもらわなかったの
かい？話

はな

しかけられても、返
へ ん じ

事ができない
のかい？

それで僕
ぼく

は、彼
かれ

らに帰
かえ

ってくれって言
い

っ
たんだけど、まるで聞

き

かないんだ。そし
たらおどろいたことに、家

いえ

に入
はい

って来
き

た
んだよ。僕

ぼく

はかごの中
なか

でおとなしくしてた
んだけど、彼

かれ

らが食
しょくりょうだな

糧棚から食
た

べ物
もの

を盗
ぬす

むのを見
み

て、もうそれ以
いじょう

上がまんができ
なくなってね。鳥

とり

かごの扉
とびら

を開
あ

けて、彼
かれ

らのところへ飛
と

んで行
い

って、くちばしで思
おも

いっきりつついてやったんだ。そしたら
皆
みな

でいっせいに飛
と

びかかって来
き

て、僕
しもべ

を
捕
つか

まえようとしたんだ。もし僕
ぼく

がのろまでけんかに弱
よわ

かった
ら、今

いま

ごろ、きっと殺
ころ

されてい
たはずさ。まあ、たしかに羽

はね

は何
なんぼん

本か抜
ぬ

きとられたし、パン
チも数

すうはつ

発は当
あ

たったけどさ。僕
ぼく

は口
くち

ばしでかなり強
つよ

くつついて
やったから、かなりこたえたと
思
おも

うよ。そのあとやつらは、う
なりながら僕

ぼく

をつかまえようと
必
ひ っ し

死だったからね。それで洋
ようふく

服ダンスに
隠
かく

れたってわけ。遊
あそ

び仲
な か ま

間の呼
よ

ぶ声
こえ

が聞
き

こえたときは、もううれしくてたまらなかっ
た！とにかく、あの恐

おそ

ろしい連
れんちゅう

中が、二
に ど

度
と我

わ

が家
や

に入
はい

って来
こ

ないことを願
ねが

うよ。」

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

エルサレム以
い が い

外の多
おお

くの場
ばしょ

所で、イ
エス様

さま
の福

ふくいん
音が伝

つた
えられることに

なっていました。いずれ福
ふくいん

音は、全
ぜんせかい

世界
に広

ひろ
まることでしょう。多

おお
くの信

しんじゃ
者たちは、

エルサレムを去
さ

らなければなりませんでし
たが、彼

かれ
らは行

い
く先

さきざき
々で人

ひとびと
々に、イエス

様
さま

のことを伝
つた

えました。

使
し と

徒たちは信
しんじゃ

者たちを
訪
ほうもん

問したり、彼
かれ

らがイエス
様
さま

のために働
はたら

くことができ
るように教

おし

えたりと、忙
いそが

し
くしていました。

ペ テ ロ が おと ず れ た
場
ば し ょ

所のひとつに、ルダとい
う町

まち

がありました。そこで、
アイネヤという名

な

の中
ちゅうぶう

風を
わずらっている信

しんじゃ

者に会
あ

いました。アイネヤは８年
ねん

のあいだ寝
ね

たきりで、健
けんこう

康な人
ひと

たちのよ
うに動

うご

くことも、歩
ある

くこともできませんでし
た。ペテロは彼

かれ

に何
なん

と言
い

いましたか？使
し と

徒

9:32-34。

アイネヤは、どんなによろこんだことで
しょう！その時

とき

から、彼
かれ

がベッドを必
ひつよう

要とし
たのは、夜

よるねむ

眠るときだけになりました。も
はや彼

かれ

は、寝
ね

たきりではありませんでした。

アイネヤがいやされたことは、あっとい
う間

ま

に多
おお

くの人
ひとびと

々に知
し

れわたりました。ア
イネヤは、イエス様

さま

が彼
かれ

に
して下

くだ

さったことを、よろこ
んで人

ひとびと

々に伝
つた

えたことでしょ
う。これらの人

ひとびと

々の多
おお

くは、
何
なに

をしたと思
おも

いますか？35

節
せつ

。

ルダからそれほど遠
とお

くな
いところに、ヨッパという町

まち

がありました。ある日
ひ

のこと、
ヨッパからふたりの男

おとこ

がペ
テロのところへやってきまし

イエス様
さま

の愛
あい

を分
わ

かち合
あ

う

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

は人
ひと

をかたよりみないかたで、神
かみ

を敬
うやま

い義
ぎ

を行
おこな

う者
もの

はどの国
こくみん

民でも受
う

け入
い

れて下
くだ

さることが、ほんとうによ

くわかってきました。」使
しとぎょうでん

徒行伝 10:34,35

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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た。とても重
じゅうだい

大な知
し

らせが
あるようです。「どうか今

いま

す
ぐに、ヨッパへいらして下

くだ

さい。助
たす

けが必
ひつよう

要なのです」
と、彼

かれ

らは言
い

いました。「お
願
ねが

いします。できるだけ早
はや

く来
き

て下
くだ

さい。」

男
おとこ

たちは お そらく、 ペ
テロといっしょにそこへ向

む

かいながら、大
たいせつ

切な人
ひと

が
亡
な

くなったことを話
はな

したのでしょう。その
亡
な

くなった人
ひと

とは、だれのことでしたか？
36-38 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：すべての病
やまい

と死
し

をわたし
たちの世

せか い

界にもたらしたのは、サタンです
か？しかし最

さい ご

後には、イエス様
さま

がこれらの
悲
かな

しいことを、祝
しゅくふく

福に変
か

えて下
くだ

さいますか？
ローマ 8:28。

月
げ つ よ う び

曜日

愛
あ い

するドルカスが亡
な

くなりました。
ドルカスという名

なまえ
前は「鹿

しか
」とい

う意
い み

味です。これらの動
どうぶつ

物は、すばやく
動
うご

くことができますよね？同
おな

じようにドル
カスは、人

ひとだす
助けをすることにおいてすばや

く行
こうどう

動する女
じょせい

性でした。ある家
か ぞ く

族が食
た

べ
物
もの

や着
き も の

物を必
ひつよう

要としたら、その必
ひつよう

要なも
のをすぐに分

わ
け与

あた
えました。悲

かな
しんでいる

人
ひとびと

々に対
たい

しては、どのように彼
かれ

らをなぐさ
め、また元

げ ん き
気にさせるかをよく心

こころえ
得てい

ました。ドルカスはいつでも、人
ひとだす

助けの
方
ほうほう

法をよく知
し

っているようでした。そのド
ルカスが、とつぜん病

びょうき
気になって死

し
んでし

まったのです。みんなが深
ふか

く悲
かな

しんだのは言
い

うまでも
ありません。

亡
な

くなったドルカスのとこ
ろへペテロがかけつけてみ
ると、大

おおぜい

勢の人
ひと

がそこに集
あつ

まって泣
な

いていました。彼
かれ

らはペテロに、ドルカスが
縫
ぬ

ってくれたいくつもの服
ふく

を見
み

せました。彼
かのじょ

女がみん
なから慕

した

われ、必
ひつよう

要とされていたことがペ
テロにもよくわかりました。彼

かれ

らがひじょう
に悲

かな

しんでいたからです。使
しとぎょうでん

徒行伝 9:39。

ペテロは人
ひとびと

々に、部
へ や

屋から出
で

て行
い

くよう
に命

めい

じました。彼
かれ

は、ひとりで祈
いの

る必
ひつよう

要
がありました。イエス様

さま

のみ心
こころ

であれば、
彼
かれ

はドルカスを簡
かんたん

単に生
い

き返
かえ

らせることが
おできになるのを、ペテロは知

し

っていた
のです。

イエス様
さま

にお願
ねが

いしたあとで、ペテロは
立
た

ち上
あ

がりました。それから、イエス様
さま

の
み名

な

によってドルカスに語
かた

りかけました。
するとイエス様

さま

は、ペテロの祈
いの

りに答
こた

えて
下
くだ

さったのです。40,41 節
せつ

。

なんとすばらしい奇
き せ き

跡でしょう！家
いえじゅう

中を
みたしていた悲

かな

しみの声
こえ

が、歓
か ん き

喜の声
こえ

に
変
か

わりました！未
み ぼ う じ ん

亡人たちがペテロに服
ふく

を
見
み

せているようすを目
め

にしたドルカスは、
きっと、にっこりほほ笑

え

んだことでしょう。
そしておそらく、だれか助

たす

けを必
ひつよう

要として
いる人

ひと

はいないか、すぐに聞
き

いてまわっ
たのでしょうね。

考
かんが

えてみよう：多
おお

くの教
きょうかい

会では、親
しんせつ

切な
女
じょせい

性たちが、ドルカスのように他
た

の人
ひと

たち
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を助
たす

ける働
はたら

きをしています。あなたの教
きょうかい

会
ではどうでしょう？

火
か よ う び

曜日

ヨッパから 50 キロほど北
きた

にあるカ
イザリヤという町

まち
に、ローマの

有
ゆうりょく

力な百
ひゃくそつちょう

卒 長である、コルネリオという
人
ひと

が住
す

んでいました。百
ひゃくそつちょう

卒 長というのは、
百
ひゃくにん

人の兵
へいたい

隊をまとめる隊
たいちょう

長のことです。

コルネリオは異
い き ょ う と

教徒の家
か て い

庭に生
う

まれた
ため、当

とうぜん

然、彼
かれ

の両
りょうしん

親は神
かみさま

様を信
しん

じてい
ませんでした。でもコルネリオは、神

かみさま

様
のことを耳

みみ

にしていました。そして大
お と な

人
になってから、彼

か れ じ し ん

自身も家
か ぞ く

族の人
ひと

たちも、
真
しん

の神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するようになりました。コ
ルネリオは毎

まいにちいの

日祈っていましたし、神
かみさま

様が
ともにいて、助

たす

けて下
くだ

さるようにお願
ねが

いし
ていました。コルネリオは裕

ゆうふく

福でしたが、
自
じ こ ち ゅ う し ん

己中心ではありませんで
した。彼

かれ

は多
おお

くの貧
まず

しい人
ひと

を助
たす

けたので、みんなが彼
かれ

のことを尊
そんけい

敬していました。
使
し と

徒 10:1,2。

コルネリオは神
かみさま

様を愛
あい

し、礼
れいはい

拝していましたが、
ユダヤ教

きょうかい

会の一
いちいん

員ではあり
ませんでした。なぜでしょ
う？それはおそらく、彼

かれ

が
住
す

んでいた地
ち い き

域にあるユダ
ヤ教

きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者たちが、ユダヤ人
じ ん い が い

以外の
人
ひと

たちと礼
れいはい

拝をしたくなかったからでしょ
う。ユダヤ人

じ ん し ど う し ゃ

指導者たちは、他
た み ん ぞ く

民族の人
ひとびと

々
が真

しん

の神
かみさま

様を信
しん

じていても、彼
かれ

らのことを

異
い ほ う じ ん

邦人と呼
よ

んでいました。

コルネリオは、メシヤが来
こ

られるという
預
よ げ ん し ゃ

言者の言
こ と ば

葉を知
し

っていましたし、また、
その預

よ げ ん

言が実
じつげん

現することを心
こころ

から願
ねが

ってい
ました。まだイエス様

さま

についての真
し ん り

理を
聞
き

いたことがなかったので、メシヤがすで
に来

こ

られたことを知
し

りませんでした。しか
し、イエス様

さま

はコルネリオのことをご存
ぞ ん ち

知
で、ご自

じ ぶ ん

分のことをコルネリオに知
し

らせた
いと望

のぞ

んでおられました。

ある日
ひ

の午
ご ご

後、コルネリオが祈
いの

っている
と、とつぜんひとりの天

て ん し

使があらわれて、
彼
かれ

の名
な ま え

前を呼
よ

びました。3 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなたがコルネリオだった
ら、どんな気

き も

持ちだったと思
おも

いますか？

水
す い よ う び

曜日

ある日
ひ

コルネリオが
祈
いの

っていると、と
つぜんひとりの天

て ん し
使があら

われて、彼
かれ

に話
はな

しかけまし
た。最

さいしょ
初は怖

こわ
がっていまし

たが、神
かみさま

様が祈
いの

りに答
こた

えて
下
くだ

さったのだと確
かくしん

信しまし
た。使

し と
徒 10:4。

コルネリオは、イエス様
さま

についての真
し ん り

理を知
し

る必
ひつよう

要
がありました。それならば、

天
て ん し

使が彼
かれ

に教
おし

えることはできなかったので
しょうか？もちろん、できたはずです。し
かし神

かみさま

様は、わたしたちを救
すく

うすばらしい
ご計

けいかく

画が、人
ひと

から人
ひと

へ伝
つた

えられることを
望
のぞ

んでおられるのです。天
て ん し

使は、コルネリ
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オに何
なん

と言
い

いま
したか？5,6 節

せつ

。

天
て ん し

使 は、 ペ
テロがまだヨッ
パにいることを
知
し

っていました
し、ペテロを泊

と

め て い る 人
ひと

の
名
な ま え

前も、またその家
いえ

が海
うみ

のそばにあること
も知

し

っていました。そこで天
て ん し

使は、コルネ
リオがペテロに会

あ

うためにどこへ行
い

けばよ
いかを教

おし

えました。

コルネリオは、とてもわくわくしたにち
がいありません。偉

い だ い

大なる天
てん

の神
かみさま

様が、
コルネリオを助

たす

けるためにひとりの天
て ん し

使を
つかわすほど、彼

かれ

のことを気
き

にかけてお
られたのです。コルネリオはただちに、ふ
たりのしもべとひとりの兵

へ い し

士を呼
よ

びました。
彼
かれ

らも、神
かみさま

様を愛
あい

する人
ひと

たちでした。コル
ネリオは彼

かれ

らに天
て ん し

使から告
つ

げられたことを
話
はな

し、まもなく３人
にん

の男
おとこ

たちは、ペテロに
会
あ

うために出
しゅっぱつ

発しました。7,8 節
せつ

。

もしかするとコルネリオは、自
じ ぶ ん

分がつか
わした者

もの

たちといっしょにペテロが来
き

てく
れるかどうか、不

ふ あ ん

安に思
おも

ったかもしれませ
ん。コルネリオは、ユダヤ人

じん

ではなかっ
たからです。ペテロは、自

じ ぶ ん

分の家
いえ

に来
く

るこ
とさえも断

ことわ

らないだろうか？それでもコル
ネリオは、神

かみさま

様を信
しんらい

頼していました。です
から、天

て ん し

使の指
し じ

示にしたがったのでした。

ペテロが家
いえ

に来
く

るのを待
ま

つ間
あいだ

、コルネ
リオは、ペテロの話

はなし

を聞
き

かせるために、
親
しんせき

戚や友
ゆうじん

人を招
しょうたい

待しました。

考
かんが

えてみよう：ペテロのいた場
ば し ょ

所を、

神
かみさま

様はご存
ぞん

じでしたか？神
かみさま

様は、わたした
ちのことも、何

なん

でも知
し

っておられるのです
か？

木
も く よ う び

曜日

コルネリオの使
し し ゃ

者たちがペテロに会
あ

おうと旅
たび

をしている間
あいだ

、彼
かれ

はまだ
ヨッパにいて、信

しんじゃ
者たちを助

たす
けていました。

ペテロがコルネリオの使
し し ゃ

者たちといっしょ
に行

い
くのをためらうであろうことを、神

かみさま
様

はご存
ぞん

じでした。神
かみさま

様は、ユダヤ人
じん

と同
おな

じくらい他
たみんぞく

民族の人
ひと

たちも愛
あい

しておられる
ことについて、彼

かれ

は学
まな

ぶ必
ひつよう

要がありました。
コルネリオの使

ししゃ
者たちが到

とうちゃく
着する前

まえ
に、ユ

ダヤ人
じんいがい

以外の民
みんぞく

族に対
たい

する自
じぶん

分の考
かんが

えが
まちがっていることを、ペテロは理

り か い
解する

必
ひつよう

要がありました。

コルネリオの使
し し ゃ

者たちは、もうヨッパの
近
ちか

くに来
き

ていました。ペテロはどこにいる
のでしょう？彼

かれ

は何
なに

をしていましたか？使
し と

徒

10:9,10。

ペテロは、神
かみさま

様がどんな人
ひと

でも愛
あい

してお
られることを彼

かれ

に理
り か い

解させるための幻
まぼろし

を、
見
み

せられようとしていました。神
かみさま

様がお示
しめ

しになったこの
幻
まぼろし

の中
なか

で、ペ
テロは何

なに

を見
み

ま
し た か？ 11,12

節
せつ

。

ペテロが 幻
まぼろし

で見
み

たこの大
おお

き
な布

ぬの

の中
なか

には、
様
さまざま

々な 種
しゅるい

類 の
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動
どうぶつ

物が入
はい

っていました。それらの動
どうぶつ

物は
清
きよ

くないので、ユダヤ人
じん

は、絶
ぜったい

対に食
た

べ
てはいけないと教

おし

えられていました。する
と声

こえ

が聞
き

こえました。ペテロは、イエス様
さま

が彼
かれ

に話
はな

しかけておられることに気
き

づきま
した。イエス様

さま

はペテロに、何
なに

をするよう
にとおっしゃいましたか？13 節

せつ

。

ペテロは、おどろいてしまいました。イ
エス様

さま

がお命
めい

じになったことは、彼
かれ

には
考
かんが

えられないようなことでした。そこでイ
エス様

さま

は、ペテロに何
なん

とおっしゃいました
か？14,15 節

せつ

。

何
なに

が起
お

きているのか、ペテロにはまる
で理

り か い

解できません。イエス様
さま

が、それら
の清

きよ

くない動
どうぶつ

物を食
た

べるようにお命
めい

じにな
るはずはないと確

かくしん

信していましたから。す
ると、また同

おな

じことが起
お

こりました。そし
て、またも同

おな

じことが起
お

こりました。３度
ど

もあの布
ぬの

がおりてきて、３度
ど

とも、あの声
こえ

が同
おな

じことを告
つ

げたのです。16 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：実
じっさい

際にイエス様
さま

は、布
ぬの

に
入
はい

った清
きよ

くない動
どうぶつ

物たちを、ペテロに食
た

べ
てほしかったのですか？いいえ。イエス様

さま

が彼
かれ

に理
りか い

解させようとなさったのは、ほか
の民

みんぞく

族の人
ひと

たちを「清
きよ

くない者
もの

」と呼
よ

ぶ
べきではないということでした。ペテロは、
コルネリオがちがう民

みんぞく

族だからという理
りゆ う

由
で、彼

かれ

を清
きよ

くない者
もの

と見
み

なすべきではあり
ませんでした。

金
き ん よ う び

曜日

布
ぬ の

に 入
はい

った 清
きよ

くない 動
どうぶつ

物 たちの
奇
きみょう

妙な幻
まぼろし

についてペテロが考
かんが

えて

いると、外
そと

から声
こえ

が聞
き

こえてきました。だ
れかが、「シモン・ペテロという方

かた
が、ここ

にお泊
と

まりではございませんか？」とたず
ねています。使

し と
徒 10:17,18。

だれが何
なん

の用
よう

で自
じ ぶ ん

分に会
あ

いにきたの
か、ペテロには見

けんとう

当もつきませんでした。
しかし、するべきことは聖

せいれい

霊が教
おし

えて下
くだ

さいました。いつでも聖
せいれい

霊の声
こえ

にしたがう
ことを学

まな

んでいたペテロは、急
いそ

いで階
かいだん

段
をおりて、外

そと

の人
ひと

たちに話
はな

しかけました。
19-22 節

せつ

。

翌
よくじつ

日ペテロは、ヨッパの信
しんじゃすうにん

者数人をつ
れて、コルネリオの使

し し ゃ

者たちといっしょに
出
しゅっぱつ

発しました。自
じ ぶ ん

分の家
いえ

に到
とうちゃく

着した彼
かれ

ら
に、コルネリオはどのように感

かんしゃ

謝の気
き も

持ち
をあらわしましたか？コルネリオに対

たい

して、
ペテロはすぐに何

なん

と言
い

いましたか？23-26

節
せつ

。

コルネリオの家
いえ

では、大
おおぜい

勢の人
ひと

たちが
待
ま

っていました。自
じ ぶ ん

分たちに会
あ

う目
もくてき

的で来
き

てくれたペテロを見
み

て、彼
かれ

らはおどろいた
にちがいありません。なぜなら、他

た み ん ぞ く

民族
の人

ひと

たちをユダヤ人
じん

がどう思
おも

っていたか
は、彼

かれ

らのだれもが知
し

っていたからです。
そこでペテロは、なぜ自

じ ぶ ん

分がここへ来
き

た
のかを説

せつめい

明しました。それから彼
かれ

らに、
な ぜ 自

じ ぶ ん

分 に 来
き

てほしいと思
おも

っ
たのかをたずね
まし た。27-29

節
せつ

。

コ ル ネ リ オ
は、 ４ 日

か ま え

前、
祈
いの

っていたとき
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に、天
て ん し

使が彼
かれ

のもとに来
き

たことをペテロに
話
はな

しました。30-33 節
せつ

。

この時
とき

ペテロは、本
ほんとう

当に大
たいせつ

切なことを、
神
かみさま

様が教
おし

えて下
くだ

さったことに気
き

づきまし
た。イエス様

さま

が、すべての人
ひと

を同
おな

じよう
に愛

あい

しておられることをお示
しめ

しになっても、
他
た み ん ぞ く

民族に対
たい

するペテロの古
ふる

い考
かんが

えは、ま
だ心

こころ

の中
なか

に残
のこ

ったままでした。しかし今
いま

、
ペテロはよろこんで、彼

かれ

らにイエス様
さま

のこ
とを話

はな

せます。そしてこのあと、神
かみさま

様がユ
ダヤ人

じん

を愛
あい

するのと同
おな

じように、異
い ほ う じ ん

邦人も
愛
あい

しておられることを示
しめ

す出
で き ご と

来事が起
お

こり
ました。44 節

せつ

。

そして、ペテロといっしょにヨッパから
来
き

ていたユダヤ人
じん

の信
しんじゃ

者たちも、異
い ほ う じ ん

邦人
に対

たい

する自
じ ぶ ん

分たちの考
かんが

え方
ほう

がまちがって
いたことを理

り か い

解したのでした。45-48 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：人
ひとびと

々は時
ときどき

々、ペテロが見
み

た、布
ぬの

に入
はい

った清
きよ

くない動
どうぶつ

物についての
幻
まぼろし

の意
い み

味について、神
かみさま

様がわたしたちに、
どんな動

どうぶつ

物でも食
た

べてもよいという許
きょ か

可を
下
くだ

さっているのだ、と言
い

うことがあります。
しかし、神

かみさま

様が幻
まぼろし

で教
おし

えておられたのは、
食
た

べ物
もの

についてですか、それとも人
ひとびと

々に
ついてでしたか？使

し と

徒 10:28を、もういち
ど読

よ

んでみましょう。

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 9：32-43,10 章
しょう

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 14 章
しょう
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これは、インドに住
す

むある宣
せ ん き ょ う し い っ か

教師一家
に与

あた

えられた、一
い ち わ

羽の小
ちい

さな九
きゅうかんちょう

官鳥ラー
ジャについての、本

ほんとう

当のお話
はなし

です。神
かみさま

様
はラージャを用

もち

いて、たくさんの幸
しあわ

せを
人
ひとびと

々へ届
とど

けて下
くだ

さいました。

ラージャがわたしたちと暮
く

らしてい
たころ、わたしは声

せいがく
楽の学

がくい
位をと

るために勉
べんきょう

強していました。

わたしがピアノで最
さいしょ

初の和
わ お ん

音をならす
と、ラージャは自

じ ぶ ん

分のしていることをや
めて、ピアノの上

うえ

に飛
と

んできます。そし
て、私

わたし

が音
おんかい

階を上
あ

がったり下
さ

がったりして
発
はっせいれんしゅう

声練習するのを、ひじょうな
関
かんしん

心をもって聞
き

くのでした。そ
れから、わたしの真

ま ね

似をしよう
とします。「ドーレーミー、ドー
レーミー」と、彼

かれ

の小
ちい

さな口
くち

か
ら聞

き

こえてきます。

ラージャは、音
おんかい

階のすべてを
覚
おぼ

えることはできませんでした
が、わたしが歌

うた

ういろいろな曲
きょく

の最
もっと

も美
うつく

しいメロディーをよく
覚
おぼ

えました。時
とき

には、われを忘
わす

れて歌
うた

っているようにも見
み

えました。そし
て、まるでどこか別

べつ

の世
せ か い

界から来
き

た鳥
とり

なの
ではないかと思

おも

えるくらい、とても美
うつく

しく
歌
うた

うのでした。

子
こ ど も

供たちがいないときは、ラージャが
いつもいっしょにいてくれました。わたし
とラージャがあんなに親

した

しくなれたのは、
おそらく音

おんがく

楽のおかげでしょう。わたしは
家
か じ

事をしながら、いつも歌
うた

ったり、口
くちぶえ

笛を
吹
ふ

いたりしていました。そのときにラージャ
は、たくさんの美

うつく

しい曲
きょく

を覚
おぼ

えました。

おなじみの曲
きょく

のひとつに、「優
やさ

しいまま
でいて！それがただひとつの道

みち

だから」と
いう歌

うた

がありました。ラージャは、これが
どんな時

とき

に歌
うた

われるべきかをよく心
こころえ

得て
いるようでした。子

こ ど も

供たちが不
ふ へ い

平を言
い

った
り、けんかをしたりしていると、ラージャ

は間
あいだ

に入
はい

って来
き

て、 強
つよ

く
命
めいれい

令するような鋭
するど

い口
くちょう

調
で、「優

やさ

しいままでいて！優
やさ

しいままでいて！ただひと
つの道

みち

！ただひとつの道
みち

！」
と叫

さけ

ぶのでした。幼
おさな

かっ
た子

こ ど も

供たちは、この神
かみさま

様
の小

ちい

さな被
ひ ぞ う ぶ つ

造物が教
おし

えよう
とした教

きょうくん

訓を、決
けっ

して忘
わす

れ
ませんでした。

ある日
ひ

、イエス様
さま

のこと
をもっと学

まな

びたいというヒンダスのグルー
プから、連

れんらく

絡を受
う

けました。彼
かれ

らが住
す

ん
でいたのは、寒

さむ

くてじめじめしたクールグ
山
さ ん ち

地でした。わたしたちのだれもが、ラー

お話
はな

しひろば 

歌
う た

の終
お

わり
エルシー・ルイス・ローソン
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ジャはこの急
きゅう

な気
き こ う

候の変
へ ん か

化に耐
た

えられな
いだろうと思

おも

いました。ベティとアーキー
は毛

け お り

織のコートと毛
け お り

織の長
なが

い靴
くつした

下を身
み

に
つけることができますが、小

ちい

さなラージャ
には無

む り

理です。そう、元
げ ん き

気に飛
と

びまわる
小
ちい

さい鳥
とり

を毛
け い と

糸か何
なに

かでつつむのは、む
ずかしすぎました。

わたしたちの最
さいあい

愛のペットを、どこに住
す

まわせたらよいのでしょう？南
みなみ

インドのバ
ンガローレから 12 キロほど離

はな

れたところ
に、わたしたちの教

きょうかい

会の訓
くんれんがっこう

練学校があり
ます。この学

がっこう

校の校
こうちょうせんせい

長先生とご家
か ぞ く

族は、
なんどもわが家

や

を訪
おとず

れたことがありまし
た。彼

かれ

らはラージャのことをいつも覚
おぼ

えて
いて、彼

かれ

を飼
か

ってみたいと思
おも

っていたよう
です。ラージャを数

すうしゅうかん

週間あずかってほしい
と願

ねが

い出
で

ると、彼
かれ

らは大
おお

よろこびしました。

そういうわけで、ラージャは学
がっこう

校にあず
けられ、わたしたちは寒

さむ

くてじめじめした
クールグ山

さ ん ち

地へ行
い

くことになりました。

この小
ちい

さなお友
とも

だちのことが、わたし
たちはどんなに恋

こい

しかったことでしょう！
食
しょくたく

卓の席
せき

はひとつあき、わたしたちの心
こころ

の中
なか

にもぽっかり穴
あな

があいていました。
ラージャがわが家

や

に来
き

て、日
ひ び

々の生
せいかつ

活を
明
あか

るくしてくれてから、もう１年
ねんいじょう

以上がたっ
ていました。わたしたちは、彼

かれ

のちょっ
と変

か

わった行
こうどう

動と、明
あか

るく元
げ ん き

気な気
き し つ

質が
大
だ い す

好きでした。毎
まいにち

日、わたしたちはラージャ
のことを思

おも

い、新
あたら

しい家
いえ

でうまくやってい
るかなどと思

おも

いめぐらしていました。

新
あたら

しいお友
とも

だちは、ラージャと数
すうにち

日ほど
過
す

ごしたころ、ラージャが食
た

べていないこ
とに気

き

づきました。ラージャは病
びょうき

気になり、

すっかりおとなしくなってしまいました。
優
やさ

しくなでられ、愛
あいじょう

情ぶかく看
かんびょう

病してもらっ
たにもかかわらず、病

びょうじょう

状は悪
わる

くなる一
いっぽう

方で
した。ひどく心

しんぱい

配になったラージャの新
あたら

し
いお友

とも

だちは、いくつか治
ちりょう

療を始
はじ

めること
にしました。しかしその努

どりょく

力も、ラージャ
の命

いのち

を救
すく

うことはできませんでした。病
びょうき

気
のラージャは最

さ い ご

後の日
ひ

、新
あたら

しいお友
とも

だち
の手

て

にだかれていました。彼
かれ

らはラージャ
につきっきりでしたし、よくなってほしいと
願
ねが

いつづけていましたが、願
ねが

いはかない
ませんでした。

最
さ い ご

後の何
な ん じ か ん

時間か、ラージャはけん命
めい

に
何
なに

かを言
い

おうとしましたが、声
こえ

を出
だ

すこと
ができませんでした。それはまるで、お友

とも

だちや遊
あそ

び仲
な か ま

間にお別
わか

れの言
こ と ば

葉を伝
つた

えよ
うとしているかのようでした。わたしは鳥

とり

の言
こ と ば

葉を知
し

りませんが、ラージャが言
い

おう
としていたのは、きっとこうだったと思

おも

っ
ています。「ねぇ、みんな。こんなにすて
きで、幸

しあわ

せな一
いっしょう

生をありがとう。」彼
かれ

なら
きっとそのように言

い

っただろうと、わたし
は思

おも

っています。

（終
お

わり）


